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表紙の絵

待ちに待った千年統治で，自分の才能を磨いて楽しそうにしている兄弟。（研究記事50の19節を参照。）
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研究記事49

永遠に生きることは夢ではない


「神が与える贈り物は……永遠の命なのです」。ローマ 6:23

147番の歌 約束された永遠の命

何を学ぶか*




 1. 永遠の命を与えるというエホバの約束についてじっくり考えると，どんな気持ちになりますか。

エホバはご自分に従う人たちに「永遠の命」を与えるという素晴らしい約束をしています。（ロマ 6:23）天のお父さんエホバは私たちのことを心から愛しているので，私たちとずっと一緒にいたいと思っています。このことについてじっくり考えると，私たちのエホバに対する愛は深まっていきます。

 2. 永遠の命を与えるという約束は，どのように私たちの力となりますか。

2 永遠の命を与えるとエホバが約束してくださっているので，私たちはいろいろな問題があっても頑張り続けることができます。たとえ殺すと脅されても，エホバに仕えるのをやめたりはしません。そうできるのはどうしてでしょうか。エホバに忠実を保つなら，命を失うとしてもエホバが生き返らせてくださり，永遠に生きられるようにしてくださる，ということが分かっているからです。（ヨハ 5:28，29。コリ一 15:55-58。ヘブ 2:15）では，永遠に生きられると確信できるのはなぜでしょうか。幾つかの理由を考えてみましょう。






エホバは永遠に生きている


 3. エホバが私たちに永遠の命を与えることができると言えるのはなぜですか。（詩編 102:12，24，27）

3 エホバは命の源であり，永遠に生きているので，私たちに永遠の命を与えることができます。（詩 36:9）聖書には，エホバが始めも終わりもない永遠の存在であることが述べられています。例えば，詩編 90編2節には，エホバは「永遠から永遠まで」神であるとあります。詩編 102編でも，似たようなことが述べられています。（詩編 102:12，24，27を読む。）預言者ハバククも，天のお父さんエホバについてこう書きました。「エホバ，あなたは永遠の昔からおられます。私の神，私の聖なる方，あなたは死ぬことがありません」。（ハバ 1:12）

 4. エホバが永遠に存在していることを十分に理解できなくても，どのように考えることができますか。

4 エホバが「永遠にわたって」存在しているということを理解するのは難しい，と感じますか。（イザ 40:28）そう感じるとしても無理はありません。エリフは，「神の年の数はとうてい理解できません」と言いました。（ヨブ 36:26）でも，何かを理解できないからといって，それが事実ではないということにはなりません。例えば，私たちは光の仕組みを十分に理解していないかもしれません。でも，だからといって，光が存在しないということになるでしょうか。そんなことはありません。エホバに始めも終わりもないということについても同じです。私たちはそのことを十分に理解できないかもしれませんが，だからといって，それが事実ではないということにはなりません。創造者であるエホバにできないことはありません。私たちが理解できるかどうかは問題ではないのです。（ロマ 11:33-36）エホバは，太陽や星から成る宇宙が存在する前から生きています。聖書によれば，エホバは「ご自分の力によって地を造った方」です。「天を広げ」るよりも前から生きています。（エレ 51:15。使徒 17:24）では，永遠に生きることができると言えるほかの理由についても考えてみましょう。






人間は永遠に生きられるように造られた


 5. アダムとエバにはどんな見込みがありましたか。

5 エホバは人間を特別なものとして創造しました。ほかの生き物とは違い，永遠に生きる見込みを持つものとして造ったのです。エホバはアダムにこう言いました。「善悪の知識の木の実は，食べてはならない。それを食べた日にあなたは必ず死ぬからである」。（創 2:17）この言葉からすると，アダムとエバはエホバに従えば死ぬことはありませんでした。やがてエホバは，2人が「命の木」から食べることを許すつもりだったでしょう。そうなれば，2人は「永遠に生きる」ことができたはずです。* （創 3:22）

聖書で言う「永遠」とは


「永遠」と訳されることが多い，最も一般的なヘブライ語はオーラームです。聖書でこの言葉は，過去であれ将来であれ，始まりや終わりが特定されていない長い期間を指して用いられます。（ヨシュ 24:2。詩 24:7，9）またこの言葉には，終わりがないという意味合いもあります。その意味で，エホバは永遠であると言えます。（詩 102:12，24，27）「新世界訳聖書」では，このヘブライ語が文脈に応じて，「永遠」，「絶えることのない」，「いつまでも」，「はるか昔」などと訳されています。





6-7. （ア）人間がやがて死ぬように造られたわけではないことは，どんなことからも分かりますか。（イ）あなたはパラダイスでどんなことをしたいと思っていますか。（写真と挿絵を参照。）

6 一部の学者によると，人間の脳には，私たちが生きている間に記憶できるよりもはるかに多くの情報を収めることができます。2010年にサイエンティフィック･アメリカン･マインド誌（英語）に掲載された記事によると，人間の脳は約250万ギガバイトの容量があるとされています。これはテレビ番組を300万時間（300年余り）録画できる容量です。この数字でさえ，脳の実際の容量よりはるかに少ないかもしれません。いずれにしても，ここから分かるのは，エホバが私たちの脳を膨大な量の情報を処理できるように造ってくださったということです。わずか70年や80年で得られるよりはるかに多くの情報を処理できるのです。（詩 90:10）

7 エホバは私たちに生き続けたいという強い願いも与えました。聖書は，エホバは人間に「永遠を思う心さえ与えた」と述べています。（伝 3:11）だからこそ，私たちは死を敵と考えるのです。（コリ一 15:26）重い病気になった場合，仕方ないと諦めてしまうでしょうか。そんなことはないはずです。医師に診てもらったり，病気を治すために薬を飲んだりすることでしょう。生きるためにできる限りのことを行うはずです。また，大切な人が亡くなると，その人の年齢にかかわりなく，いつまでもつらい気持ちを味わいます。（ヨハ 11:32，33）エホバは愛情深い方です。それで，人間がいつまでも生きることを意図していなかったのであれば，永遠に生きたいという願いや，そのための能力を与えたりはしなかったはずです。私たちが永遠に生きることができると言える確かな理由がほかにもあります。では，エホバがこれまでに行ったことや，今行っていることについて考えてみましょう。そうすれば，エホバの目的が今でも変わっていないことが分かります。



[image: 年配の兄弟が座っている。目の前のテーブルには薬がたくさん置かれている。聖書を読みながら，新しい世界で元気になった時にできることを思い描いている。1. ヨットを操縦している。2. キャンバスに絵を描いている。3. 川や滝のそばをハイキングしている。]

私たちには永遠に生きる希望があるので，将来について考えるのは楽しいこと。（7節を参照。）*










エホバの目的は変わっていない


 8. 人間に対するエホバの目的について，イザヤ 55章11節からどんなことが分かりますか。

8 アダムとエバが罪を犯したため，2人の子孫は死ぬようになりました。それでもエホバは，当初の考えを変えてはいません。（イザヤ 55:11を読む。）今でも，ご自分に忠実な人たちに永遠に生きてほしいと思っています。そのことは，エホバがご自分の目的を果たすために語ったことや行ったことについて考えると分かります。

 9. エホバはどんなことを約束していますか。（ダニエル 12:2，13）

9 エホバは，亡くなった人を生き返らせ，その人が永遠に生きられるようにする，と約束しています。（使徒 24:15。テト 1:1，2）神に忠実に仕えたヨブは，エホバが亡くなった人を復活させたいと心から願っていることを知っていました。（ヨブ 14:14，15）預言者ダニエルも，人間には復活して永遠に生きる見込みがあるということを理解していました。（詩 37:29。ダニエル 12:2，13を読む。）また，イエスの時代のユダヤ人は，エホバに忠実に仕えるなら「永遠の命」を与えられることを知っていました。（ルカ 10:25; 18:18）そして，イエスも復活の約束について何度も話しましたし，イエス自身，エホバによって生き返らされました。（マタ 19:29; 22:31，32。ルカ 18:30。ヨハ 11:25）



[image: ザレパテのやもめが，預言者エリヤによって生き返らされた息子を見て感激している。]

エリヤが行った復活から，どんなことが分かるか。（10節を参照。）





10. 過去の復活の例からどんなことが分かりますか。（挿絵を参照。）

10 エホバは人間に命を与えた方なので，亡くなった人を生き返らせることができます。エホバは預言者エリヤに力を与えて，ザレパテのやもめの息子を復活させました。（王一 17:21-23）また，預言者エリシャも，エホバの助けによってシュネムの女性の息子を生き返らせることができました。（王二 4:18-20，34-37）こうした過去の復活の例は，エホバに亡くなった人を生き返らせる力があることの証拠です。イエスも地上にいた時，エホバからの力によって，亡くなった人を生き返らせました。（ヨハ 11:23-25，43，44）今では天にいて，「天と地における全ての権威」を与えられています。ですから，イエスは「記念の墓の中にいる人」を皆復活させ，その人たちが永遠の命を得られるようにすることができます。（マタ 28:18。ヨハ 5:25-29）

11. 贖いによって永遠に生きることが可能になったと言えるのはなぜですか。

11 エホバは，愛する子イエスが苦しんで死ぬままにしました。なぜでしょうか。イエスはこう言っています。「神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました」。（ヨハ 3:16）エホバがイエスを贖いとして与え，私たちの罪が許されるようにしてくださったので，永遠に生きることが可能になりました。（マタ 20:28）この贖いは，エホバの目的の実現の中で大きな役割を果たします。使徒パウロもこう言いました。「死が1人の人を通して来たので，死者の復活も1人の人を通して来ます。アダムのゆえに全ての人が死んでいくように，キリストのゆえに全ての人が生かされるのです」。（コリ一 15:21，22）

12. エホバはどのようにして目的を実現させますか。

12 イエスは弟子たちに対して，神の王国が来るように，また神の望まれることが地上で行われるように祈りなさいと教えました。（マタ 6:9，10）エホバは，人間が地上で永遠に生きることを願っています。このことを実現させるために，イエスをメシアの王国の王にしました。また，14万4000人を地上から選んできました。彼らは，神の望むことを実現させるために，イエスと一緒に働きます。（啓 5:9，10）

13. エホバは今何を行っていますか。あなたには何ができますか。

13 エホバは今，「大群衆」を集めていて，王国の統治の下で生活できるよう彼らを教えています。（啓 7:9，10。ヤコ 2:8）大群衆は，世界が憎しみや戦争で引き裂かれる中でも，あらゆる憎しみを乗り越えるために努力しています。すでに行動によって，いわば剣をすきに作り替えているのです。（ミカ 4:3）戦争に参加して命を奪うことはしません。真の神とその目的について教えて，人々が「真の命」を得られるよう助けています。（テモ一 6:19）王国を第一にすると，家族から反対されたり経済的に困ったりすることがあるかもしれません。でも，エホバは必要な物を必ず与えてくださっています。（マタ 6:25，30-33。ルカ 18:29，30）こうしたことから，神の王国が現実のものであり，エホバの目的を確実に実現していくということが分かります。






素晴らしい将来が待っている


14-15. 死を永遠に除き去るというエホバの約束は，どのように実現しますか。

14 イエスは今，神の王国の王として天にいて，エホバの約束全てを実現させようとしています。（コリ二 1:20）1914年以来，敵たちに対する征服を進めています。（詩 110:1，2）イエスと共同統治者たちは間もなく征服を完了し，悪い人たちを滅ぼします。（啓 6:2）

15 イエスは千年統治の間に，亡くなった人を生き返らせ，エホバに従順な人たちが完全になるよう助けます。最後の試練が終わると，エホバから正しいと見なされた人たちは「地上に住み続け，そこで永遠に暮ら」します。（詩 37:10，11，29）ついに「最後の敵である死[は]除き去られます」。（コリ一 15:26）

16. エホバに忠実に仕えたいと思う一番の理由は何ですか。

16 ここまで考えてきた通り，永遠に生きるという希望は聖書にしっかり基づいています。この希望があれば，難しい終わりの時代に生きていても忠実を保てるでしょう。でも，永遠に生きたいという願いだけでは十分ではありません。私たちがエホバとイエスに忠実でありたいと思うのは，まず第一に，お二方を心から愛しているからです。（コリ二 5:14，15）それで，エホバとイエスに倣いたいと思いますし，自分たちの希望について人々に伝えたいとも思います。（ロマ 10:13-15）他の人のことを考え，惜しみなく与える人になるなら，エホバは私たちをいつまでも友達にしてくださいます。（ヘブ 13:16）

17. 私たち一人一人にはどんな責任がありますか。（マタイ 7:13，14）

17 私たちは永遠の命を得ることができるでしょうか。エホバはその見込みを与えてくださいました。ですから，あとは私たちが命に至る道を歩み続けるかどうかです。（マタイ 7:13，14を読む。）永遠の命を与えられたら，どんな生活を送れるのでしょうか。次の記事ではこの点について考えます。







どのように答えますか


	  人間が永遠に生きられるように造られた，と言えるどんな証拠がありますか。



	  人間に永遠の命を与えるというエホバの目的は変わっていない，と言えるのはなぜですか。



	  あなたが永遠に生きたいと思う一番の理由は何ですか。









141番の歌 命という奇跡

^  あなたは永遠に生きることを楽しみにしていますか。エホバは，私たちが死を恐れずに生きられる時代が来る，と約束しています。では，エホバがこの約束を果たすと心から確信できるのはなぜでしょうか。この記事ではその理由の幾つかを取り上げます。


^  「聖書で言う『永遠』とは」の囲みを参照。




^  写真や挿絵: 年配の兄弟が，永遠に生きられるようになった時にできることを思い描いている。






^ （ロマ 6:23） 罪の代償*は死ですが，神が与える贈り物は，私たちの主であるキリスト･イエスによる永遠の命なのです。

または，「罪が支払う報酬」。


^  （ロマ 6:23） 罪の代償*は死ですが，神が与える贈り物は，私たちの主であるキリスト･イエスによる永遠の命なのです。

または，「罪が支払う報酬」。


^  （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （コリ一 15:55-58） 「死よ，さあ，勝利してみなさい。死よ，さあ，とげで刺してみなさい」。 56 死をもたらすとげは罪であり，罪の力は律法によります*。 57 神に感謝しましょう！ 私たちの主イエス･キリストを通して勝利を与えてくださるからです。 58 それで，私の愛する兄弟たち，しっかり立って，動じることなく，主の活動をいつも活発に*行ってください。皆さんが知っているように，主のために働くことは無駄ではないのです。

または，「律法が罪に力を与えます」。
または，「たくさん」。


^  （ヘブ 2:15） また，死への恐れゆえに生涯ずっと奴隷の状態だった人全てを自由にするためでした。



^ （詩 102:12） しかしエホバ，あなたは永遠です。 あなたの名声*はいつの時代までも続きます。

または，「名」。


^ （詩 102:24） 私は言いました。 「私の神，人生の半ばにある私を消し去らないでください。 あなたがいる年月は永遠に続きます。



^ （詩 102:27） しかしあなたは変わりません。 あなたの年月に終わりはありません。



^  （詩 36:9） あなたは命の源。 あなたの光によって私たちは光を見ます。



^  （詩 90:2） あなたは山々が生まれる前から， 地球と大地を生み出す*前から， 永遠から永遠まで神です。

または，「陣痛を伴って産む」。


^  （詩 102:0-28） 虐げられている人が絶望して*，エホバに不安を打ち明ける時の祈り。 102 エホバ，私の祈りを聞いてください。 助けを求める叫びがあなたに届きますように。  2 苦しむ私から顔を隠さないでください。 耳を傾けて*ください。 私が呼ぶ時，すぐに答えてください。  3 私の日々は煙のように消えていきます。 私の骨は炉で燃えたかのように焦げました。  4 私の心は草のようにしおれ，干からびています。 食べることさえ忘れています。  5 大声でうめいたせいで， 骨と皮だけになりました。  6 私は荒野のペリカンのようです。 廃虚にいる小さいフクロウのようです。  7 私は横になっても眠れません*。 屋根の上の孤独な鳥のようです。  8 敵は一日中，私をあざけります。 私をあざ笑う*人たちは，私の名を使って人に災いを求めます。  9 灰が私のパンになりました。 私の飲み物には涙が混ざっています。 10 あなたが怒り，憤ったからです。 あなたは私を抱え上げて投げ捨てました。 11 私の日々は消えゆく*影のようです。 私は草のように干からびています。 12 しかしエホバ，あなたは永遠です。 あなたの名声*はいつの時代までも続きます。 13 あなたは必ず立ち上がり，シオンに憐れみを示します。 今はあなたが情けを掛ける時です。 定めの時が来ました。 14 あなたに仕える人はシオンの石を喜びます。 シオンの土にさえ愛情を抱きます。 15 国々はエホバの名を畏れます。 地上の全ての王はあなたの栄光を畏れます。 16 エホバはシオンを建て直し，栄光を帯びて現れます。 17 困窮した人の祈りに注意を払います。 彼らの祈りを軽んじません。 18 このことは後の世代のために書かれます。 まだ生まれていない民がヤハを賛美するようになるためです。 19 エホバは高くて聖なる所から見下ろしています。 天から地を見て， 20 囚人のため息を聞き， 死刑を宣告された人を解放します。 21 こうして，シオンでエホバの名が広められます。 エルサレムで神が賛美されます。 22 さまざまな王国や人々がエホバに仕えるために集まるのです。 23 神は，まだ先がある私の力を奪い， 私の寿命を短くしました。 24 私は言いました。 「私の神，人生の半ばにある私を消し去らないでください。 あなたがいる年月は永遠に続きます。 25 昔，あなたは地の土台を据え， 天をご自分の手で造りました。 26 天と地は滅びます。しかしあなたは存在し続けます。 天と地は，衣服のように擦り切れます。 あなたによって服のように取り換えられ，消え去ります。 27 しかしあなたは変わりません。 あなたの年月に終わりはありません。 28 あなたに仕える人の子供たちは安全に住み， 彼らの子孫はあなたの前で平和に暮らします」。

または，「弱くなって」。
または，「かがみ込んで聞いて」。
もしかすると，「痩せ衰えました」。
または，「ばかにする」。
または，「伸びた」。
または，「名」。


^  （詩 102:12） しかしエホバ，あなたは永遠です。 あなたの名声*はいつの時代までも続きます。

または，「名」。


^  （詩 102:24） 私は言いました。 「私の神，人生の半ばにある私を消し去らないでください。 あなたがいる年月は永遠に続きます。



^  （詩 102:27） しかしあなたは変わりません。 あなたの年月に終わりはありません。



^  （ハバ 1:12） エホバ，あなたは永遠の昔からおられます。 私の神，私の聖なる方，あなたは死ぬことがありません*。 エホバ，あなたが刑の執行のために彼らを任命しました。 私の岩，あなたが処罰*のために彼らを立てたのです。

もしかすると，「私たちは死にません」。
または，「戒め」。


^  （イザ 40:28） あなたは知らないのか。聞いていないのか。 地の果てから果てまでを創造したエホバは，永遠にわたって神である。 疲れ果てることも，弱ることもない。 その理解力は計り知れない。



^  （ヨブ 36:26） 神の偉大さは私たちの理解をはるかに超えています。 神の年の数はとうてい理解できません*。

または，「計り知れません」。


^  （ロマ 11:33-36） ああ，神の祝福は何と豊かで，神の知恵と知識は何と深いのでしょう。神の裁きを知り抜くことも，神の道を知り尽くすことも決してできません。 34 「誰がエホバ*の考えを知るようになり，誰がその方の助言者となったでしょうか」。 35 また，「誰がまず神に与えて，神が報いなければならないようにしたでしょうか」。 36 全てのものは神から生じ，神によって存在しており，神のためにあるのです。神が永遠にたたえられますように。アーメン。

付録A5参照。


^  （エレ 51:15） 神はご自分の力によって地を造った方， ご自分の知恵によって大地を据えた方， ご自分の理解によって天を広げた方。



^  （使徒 17:24） 世界とその中の全ての物を造った神は，天地の主ですから，人が造った神殿などには住まず，



^  （創 2:17） しかし，善悪の知識の木の実は，食べてはならない。それを食べた日にあなたは必ず死ぬからである」。



^  （創 3:22） それからエホバ神は言った。「人は私たちのように善悪を知るようになった。人が命の木からも実を取って食べて永遠に生きるということのないために，―」。



^ （ヨシュ 24:2） ヨシュアは民の全てに言った。「イスラエルの神エホバはこう言っています。『あなたたちの父祖たち，アブラハムの父でナホルの父であるテラがずっと昔に住んでいたのは川*の向こうで，彼らは他の神々に仕えていた。

ユーフラテス川のこと。


^ （詩 24:7） 門よ，頭を上げよ。 昔からある扉よ，開け*。 栄光の王が入るために。

または，「起き上がれ」。


^ （詩 24:9） 門よ，頭を上げよ。 昔からある扉よ，開け。 栄光の王が入るために。



^ （詩 102:12） しかしエホバ，あなたは永遠です。 あなたの名声*はいつの時代までも続きます。

または，「名」。


^ （詩 102:24） 私は言いました。 「私の神，人生の半ばにある私を消し去らないでください。 あなたがいる年月は永遠に続きます。



^ （詩 102:27） しかしあなたは変わりません。 あなたの年月に終わりはありません。



^  （詩 90:10） 私たちの寿命は70年， 丈夫な*人でも80年です。 人生は悩みと悲しみであふれています。 瞬く間に過ぎ，私たちはいなくなってしまいます。

または，「特別に強い」。


^  （伝 3:11） 神は全てを適切な時に美しくした*。神は人に，永遠を思う心さえ与えた。それでも人は，真の神の行いを決して知り尽くす*ことがない。

または，「に組織した」，「に整えた」，「に配置した」。
または，「を始まりから終わりまで決して知る」。


^  （コリ一 15:26） そして最後の敵である死が除き去られます。



^  （ヨハ 11:32， 33） マリアは，イエスがいる所に着いてイエスを見つけると，その足元にひれ伏して，「主よ，もしここにいてくださったなら，私の兄弟は死ななかったでしょう」と言った。 33 イエスは，マリアが泣き，一緒に来たユダヤ人たちも泣いているのを見ると，心の中でうめき，苦悩した。



^ （イザ 55:11） 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^  （イザ 55:11） 私の口から出る言葉も， 成果を収めずに私のもとに戻ることはない。 必ず私の望むこと*を成し遂げ， 私が託した使命を確実に果たす。

または，「喜ぶこと」。


^ （ダニ 12:2） 地面の中で眠っている多くの人が目を覚まします。ある人たちは永遠の命を得，ある人たちはとがめられて永久に嫌悪されます。



^ （ダニ 12:13） あなたは最後まで進んでいきなさい。あなたは休みますが，日々の終わりに，報いを受けるために*立ち上がります」。

または，「自分の取り分のために」，「割り当てられた場所で」。


^  （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^  （テト 1:1， 2） 神の奴隷であり，イエス･キリストの使徒であるパウロから。（私は，神に選ばれた人たちが抱く信仰と，真理の正確な知識を持っています。それらは神への専心と結び付いており， 2 永遠の命の希望に基づいています。その希望は神がはるか昔に約束したものであり，神は偽ることができません。



^  （ヨブ 14:14， 15） 人は死ぬと，もう一度生きられるでしょうか。 私は捕らわれている間*，解放の時が来るまでずっと待ちます。 15 あなたは呼んでくださり，私はあなたに答えます。 あなたはご自分の手で造った人に再び会いたいと願い*ます。

死んでいる間のこと。
または，「人のことを慕い」。


^  （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （ダニ 12:2） 地面の中で眠っている多くの人が目を覚まします。ある人たちは永遠の命を得，ある人たちはとがめられて永久に嫌悪されます。



^  （ダニ 12:13） あなたは最後まで進んでいきなさい。あなたは休みますが，日々の終わりに，報いを受けるために*立ち上がります」。

または，「自分の取り分のために」，「割り当てられた場所で」。


^  （ルカ 10:25） さて，律法に通じた男性が立ち上がり，イエスを試そうとして言った。「先生，永遠の命を受けるには何をする必要があるでしょうか」。



^  （ルカ 18:18） また，ある支配者がイエスにこう質問した。「善い先生，永遠の命を受けるには何をしなければなりませんか」。



^  （マタ 19:29） そして，私の名のために，家，兄弟，姉妹，父親，母親，子供，あるいは土地に別れを告げた人は皆，百倍を受け，永遠の命を受けます。



^  （マタ 22:31， 32） 死者の復活に関して，神が語った事柄を読まなかったのですか。こう言っています。 32 『私はアブラハムの神，イサクの神，ヤコブの神である』。この方は死んだ人の神ではなく，生きている人の神です」。



^  （ルカ 18:30） この時期に*何倍も得て，新しい体制で永遠の命を得ます」。

または，「現在」。


^  （ヨハ 11:25） イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。



^  （王一 17:21-23） それから彼はその子にかぶさるように3度身をかがめ，エホバに呼び掛けた。「私の神エホバ，どうかこの子に命を戻してください」。 22 エホバはエリヤの願いを聞き入れ，その子に命が戻り，その子は生き返った。 23 エリヤはその子を連れて屋上の部屋から家の中に下り，その子を母親に渡して，こう言った。「見てください。あなたの息子は生きています」。



^  （王二 4:18-20） その子は成長し，ある日，外にいる父親の所に行った。父親は刈り取りをする人たちと一緒にいた。 19 その子は父親に，「頭が，頭が痛い！」と何度も言った。父親は従者に，「この子を抱いて母親の所に行ってくれないか」と言った。 20 それで従者はその子を抱いて母親の所に行った。その子は真昼まで母親の膝に座っていたが，死んでしまった。



^  （王二 4:34-37） エリシャはベッドに上がって子供の上に伏し，自分の口をその子の口に，目をその子の目に，手のひらをその子の手のひらに当てて，覆いかぶさるようにしていると，その子の体は温かくなった。 35 それからエリシャは家の中を歩いて行ったり来たりし，再びベッドに上がって子供に覆いかぶさった。すると，その子はくしゃみを7回し，その後目を開けた。 36 エリシャはゲハジを呼び，「母親を呼びなさい」と言った。ゲハジが呼ぶと母親はやって来た。そこでエリシャは，「あなたの子を抱き上げなさい」と言った。 37 彼女は入ってきてエリシャの足元に身をかがめ，ひれ伏し，それから息子を抱き上げて出ていった。



^  （ヨハ 11:23-25） イエスは言った。「あなたの兄弟は生き返ります」。 24 マルタは言った。「終わりの日の復活の時に彼が生き返ることは知っています」。 25 イエスは言った。「私は復活であり，命です。私に信仰を抱く人は死んでも生き返ります。



^  （ヨハ 11:43， 44） イエスはそう言い終えると，大声で叫んだ。「ラザロ，出てきなさい！」 44 すると，死んでいたラザロが，手足に布を巻かれたまま出てきた。顔にも布が巻かれていた。イエスは言った。「ほどいて，歩けるようにしてあげなさい」。



^  （マタ 28:18） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。



^  （ヨハ 5:25-29） はっきり言っておきますが，死者が神の子の声を聞き，注意を払った人たちが生きる時が来ます。今がその時です。 26 父は，自分が命を与える力を持っているように，子が命を与える力を持つことを許したからです。 27 そして，裁きを行う権威を彼に与えました。彼が人の子だからです。 28 このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^  （ヨハ 3:16） 神は，自分の独り子を与えるほどに人類を愛したのです。そのようにして，独り子に信仰を抱く人が皆，滅ぼされないで永遠の命を受けられるようにしました。



^  （マタ 20:28） 人の子も，仕えてもらうためではなく仕えるために，また多くの人と引き換える贖いとして自分の命を与えるために来ました」。



^  （コリ一 15:21， 22） 死が1人の人を通して来たので，死者の復活も1人の人を通して来ます。 22 アダムのゆえに全ての人が死んでいくように，キリストのゆえに全ての人が生かされるのです。



^  （マタ 6:9， 10） それで，このように祈らなければなりません。 『天におられる私たちの父よ，お名前が神聖なものとされますように。 10 あなたの王国が来ますように。あなたの望まれることが，天と同じように地上でも行われますように。



^  （啓 5:9， 10） そして長老たちは次のような新しい歌を歌っている。「あなたは巻物を受け取ってその封印を解くのにふさわしい方です。あなたはほふられ，自分の血で，あらゆる民族や言語や種族や国の人々の中から，神に仕える人たちを買い取ったからです。 10 そして彼らを，私たちの神に仕える王および祭司とし，彼らは王として地上を治めるのです」。



^  （啓 7:9， 10） その後，私が見ると，全ての国や民族や種族や言語の人々の中から来た，誰も数え切れない大群衆が，王座と子羊の前に立っていた。その人たちは白くて長い衣服を着て，ヤシの枝を持っていた。 10 そして大声でこう叫び続ける。「私たちが救われたのは，王座に座っておられる私たちの神と，子羊のおかげです」。



^  （ヤコ 2:8） もし皆さんが，「隣人を自分自身のように愛さなければならない」という聖句の通りに，卓越した*律法を実践しているのであれば，それはとても良いことです。

または，「王である」。


^  （ミカ 4:3） 神は多くの人々の中で裁きを下し， 遠くの強い国々の人たちを正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。

または，「人たちに関して物事を正す」。


^  （テモ一 6:19） そうすれば彼らは，いわば宝を蓄え，将来のための良い土台を築いて，真の命をしっかり捉えることができるでしょう。



^  （マタ 6:25） それで，何を食べ何を飲むのだろうかと自分の命のことで，また何を着るのだろうかと自分の体のことで，心配するのをやめなさい。命は食物より，体は服より大切ではありませんか。



^  （マタ 6:30-33） では，神が，今日ここに生えていて明日火に投げ込まれる野の草木にこのように服を与えているなら，ましてあなたたちには服を与えてくださるのではないでしょうか。信仰の少ない人たち。 31 それで，心配して，『何を食べるのか』，『何を飲むのか』，『何を着るのか』などと言ってはなりません。 32 これら全ては異国の人々が必死に求めているものです。天の父は，あなたたちがこうしたもの全てを必要としていることを知っています。 33 ですから，王国と神から見て正しいこととをいつも第一にしなさい。そうすれば，こうしたほかのもの全ても，あなたたちに与えられます。



^  （ルカ 18:29， 30） イエスは弟子たちに言った。「はっきり言いますが，神の王国のために，家，妻，兄弟，親，あるいは子供に別れを告げた人は皆， 30 この時期に*何倍も得て，新しい体制で永遠の命を得ます」。

または，「現在」。


^  （コリ二 1:20） 神の約束はどんなに多くても，キリストによって「はい」となったからです。それで，私たちはキリストを通して神に「アーメン」と言い，神をたたえます。



^  （詩 110:1， 2） エホバは私の主に告げた。 「私の右に座っていなさい。 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」。  2 エホバは，権威ある王笏を持つあなた*をシオンから送り出して言う。 「あなたの敵の中に入っていき，敵を征服しなさい」。

1節の「私の主」のこと。


^  （啓 6:2） 見ていると，白い馬が現れた。それに乗っている者は弓を持っていた。そして冠を与えられ，征服しに，また征服を完了するために出ていった。



^  （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （コリ一 15:26） そして最後の敵である死が除き去られます。



^  （コリ二 5:14， 15） キリストの愛が私たちを駆り立てるのです。私たちは次のように考えているからです。1人の人が全ての人のために死にました。ということは，全ての人は死んでいたのです。 15 その方が全ての人のために死んだのですから，生きている人たちはもはや自分のために生きるのではなく，自分のために死んで生き返らされた方のために生きるべきです。



^  （ロマ 10:13-15） 「エホバ*の名を呼ぶ人は皆救われる」のです。 14 しかし，信仰を持っていなければ，どうして呼び掛けられるでしょうか。また，聞いたことがなければ，どうして信仰を持てるでしょうか。また，伝道する人がいなければ，どうして聞けるでしょうか。 15 また，遣わされたのでなければ，どうして伝道できるでしょうか。書かれている通り，「良い事柄についての良い知らせを広める者たちの足は何と美しいのでしょう！」

付録A5参照。


^  （ヘブ 13:16） さらに，善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます。



^ （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。



^  （マタ 7:13， 14） 狭い門を通って入りなさい。滅びに至る門は広くてその道は広々としており，それを通って入っていく人は多いからです。 14 一方，命に至る門は狭くてその道は狭められており，それを見つける人は少ないのです。








研究記事50

「あなたは私と共にパラダイスにいることになります」


「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。ルカ 23:43

145番の歌 パラダイスについての神の約束

何を学ぶか*




 1. イエスは亡くなる前，隣にいた犯罪者に何と言いましたか。（ルカ 23:39-43）

イエスと2人の犯罪者は杭に掛けられています。死が迫り，とても苦しんでいます。（ルカ 23:32，33）2人の犯罪者はイエスに向かって暴言を吐きます。このことからすると，2人はイエスの弟子ではありませんでした。（マタ 27:44。マル 15:32）でも，そのうちの1人が態度を改め，「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」と言います。すると，イエスはこう答えます。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。（ルカ 23:39-43を読む。）この人は，イエスが伝えた「天の王国」についてのメッセージを聞いたかもしれませんが，イエスの弟子になってはいませんでした。イエスも，その人が天の王国に入るとは言いませんでした。（マタ 4:17）イエスがここで言っていたのは，パラダイスになった地球のことです。どうしてそう言えるでしょうか。



[image: イエスが杭に掛けられている。隣にいる犯罪者がイエスに話し掛けている。]

イエスと話した犯罪者について，どんなことが分かるか。（2-3節を参照。）





 2. この犯罪者がユダヤ人だったと考えられるのはなぜですか。

2 この犯罪者はユダヤ人だったようです。もう1人の犯罪者に対してこう言いました。「神を少しも畏れないのか」。（ルカ 23:40）ユダヤ人は，ひとりの神を信じていました。一方，周りの国々の人たちは複数の神を信じていました。（出 20:2，3。コリ一 8:5，6）ですから，その人がユダヤ人でなかったなら，「神々を少しも畏れないのか」と言ったはずです。また，イエスが遣わされたのは，「イスラエル国民の迷い出た羊」を助けるためでした。（マタ 15:24）さらに，エホバはイスラエル人に死者の復活があることを伝えていました。この人の語った言葉からすると，この人はイエスが復活して神の王国の王になることを信じていたようです。神が自分のことを復活させてくれるとも考えていたのでしょう。

 3. イエスがパラダイスについて語った時，この犯罪者は何をイメージしたはずですか。（創世記 2:15）

3 この人がユダヤ人だったとすれば，エホバがアダムとエバを美しいパラダイスに住ませたことを知っていたはずです。それで，イエスがパラダイスのことを語った時，地球上のそのような美しい場所をイメージしたでしょう。（創世記 2:15を読む。）

 4. イエスが隣にいた犯罪者に語った言葉について考えると，どんなことを知りたいと思いますか。

4 イエスが隣にいた犯罪者に語った言葉について考えると，「パラダイスってどんな所なんだろう」と思うかもしれません。ソロモンが王だった時代の様子から，パラダイスについて分かることがあります。聖書によれば，イエスはソロモンよりも素晴らしい統治を行います。14万4000人と一緒に，地球を美しいパラダイスに変えていきます。（マタ 12:42）「ほかの羊」の人たちは，パラダイスで生活するためにはどんなことをする必要があるのか，ぜひ知りたいと思うことでしょう。（ヨハ 10:16）






パラダイスではどんな生活が待っている？


 5. パラダイスではどんな生活ができると思いますか。

5 パラダイスと聞くと，どんな所をイメージしますか。エデンの園のような美しい庭園かもしれません。（創 2:7-9）ミカ書の中には，「それぞれ自分のブドウの木やイチジクの木の下に座[る]」という預言があります。（ミカ 4:3，4）聖書には，食べ物が豊かにあるということも予告されています。（詩 72:16。イザ 65:21，22）想像してみてください。美しい自然の中で，おいしいものがたくさん並んだ食卓をみんなで囲んでいます。草木や花の爽やかな香りもしてきます。家族や友達の楽しそうな笑い声も聞こえてきます。その中には，復活してきた人たちもいます。夢みたいな話だと思いますか。でも，これはパラダイスになった地球で必ず実現することです。さらに，パラダイスではやりがいのある仕事も待っています。



[image: 前の記事に出てきた年配の兄弟が，若返ってパラダイスにいる。イエスの隣で亡くなった犯罪者を教えている。]

私たちには，復活してきた人たちを教える大切な仕事がある。（6節を参照。）





 6. パラダイスではどんな仕事がありますか。（挿絵を参照。）

6 エホバは人間を，仕事を楽しめるように造りました。（伝 2:24）千年統治は特に忙しくなります。大患難を生き残った人たちや復活してくる人たちに，服や食べ物や家を準備する必要があるからです。それはとてもやりがいのある仕事です。アダムやエバと同じように，地球をパラダイスに変えていく仕事もあります。人々を教える仕事もあります。エホバやエホバのお考えをほとんど知らない人たちや，古代の忠実な人たちが大勢復活してくるからです。

 7. パラダイスはどんな所になりますか。どんなことから，それが分かりますか。

7 パラダイスでは，みんなが仲良く暮らし，生活に必要な物に困ることはありません。また，そこに住む人たちはきちんと組織されます。こうしたことは，ソロモンが王だった時代の様子から分かります。では，その点を聖書から調べていきましょう。






パラダイスをイメージさせるソロモン王の治世


 8. 詩編 37編10，11，29節は，古代にどのように実現しましたか。（この号の「読者からの質問」を参照。）

8 ダビデは聖なる力を受けて，エホバに仕える賢い王が治める時のことを書きました。（詩編 37:10，11，29を読む。）私たちは，詩編 37編11節を将来のパラダイスについて説明する時によく使います。イエスも山上の垂訓の中で，この聖句を将来起きることとして語りました。（マタ 5:5）でも，ダビデのこの言葉は，ソロモンが王だった時の様子にも当てはまります。当時のイスラエルは，とても平和で，民は「非常に肥沃な土地」で豊かな暮らしをしていました。また，エホバが昔語った，「あなたたちが私の法令に従[う]なら，私はその土地に平和を与え，あなたたちは誰にも脅かされずに横になる」という言葉も，その通りになりました。（レビ 20:24; 26:3，6。代一 22:9; 29:26-28）さらに，邪悪な人たちが「いなくなる」という約束も実現しました。（詩 37:10）ですから，詩編 37編10，11，29節は，将来に当てはまるだけでなく，古代にも実現したと言えます。

 9. シェバの女王はイスラエルの様子を見て何と言いましたか。

9 ソロモンの統治の下でイスラエルの人たちが平和で豊かな暮らしをしているといううわさは，シェバの女王のもとにまで届きました。女王はその様子を自分の目で確かめるために，はるばるエルサレムまでやって来ました。（王一 10:1）そして，イスラエルの繁栄ぶりを見て，こう言いました。「私は半分も知らされていませんでした。……あなたの民は幸せです。いつもあなたの前に立って，あなたの知恵を聞いている家来たちも幸せです」。（王一 10:6-8）でも将来，イエスが王になった時には，ソロモン王の時代よりもずっと素晴らしいことが実現します。

10. イエスはどんなところがソロモンよりも優れていますか。

10 イエスはソロモンよりもはるかに優れた王です。ソロモンはとても完璧な王とは言えませんでした。重大な間違いを幾つもして，民につらい思いをさせました。では，イエスはどうでしょうか。地上にいた時には，サタンからいろいろと誘惑されましたが，それでもエホバに従い続けました。イエスは完全な方で，間違ったことをして国民につらい思いをさせるようなことは決してありません。（ルカ 1:32。ヘブ 4:14，15）こんな素晴らしい王に治めてもらえるのは本当にうれしいことです。

11. イエスは誰と一緒に統治を行いますか。

11 イエスは14万4000人と一緒に統治を行い，人間が幸せに暮らせるように助けます。また，地球についてエホバが当初考えていたことが実現するようにします。（啓 14:1-3）14万4000人は，地上で暮らしていた頃に大変な経験をいろいろとしたので，思いやり深い王になってくれます。では，彼らは具体的にどんなことをするのでしょうか。






14万4000人は何をするか


12. 14万4000人は，エホバからどんな仕事を任されますか。

12 イエスと14万4000人には，ソロモンよりもずっと多くの仕事があります。ソロモンが治めたのは1つの国だけでしたが，イエスと14万4000人は地球全体を治めます。人口は何十億人にも上ることでしょう。14万4000人は，エホバから本当に大きな仕事を任されます。

13. 14万4000人は，地上に住む人たちのためにどんなことをしますか。

13 14万4000人はイエスと同じように，王また祭司としての役割を果たします。（啓 5:10）モーセの律法によると，祭司には，民の健康を守り，エホバとの良い関係を保てるよう助ける責任がありました。「律法は後に来る良いものの影」なので，14万4000人も，地上に住む人たちの健康やエホバとの関係を守るために働きます。（ヘブ 10:1）天で統治を行う人たちは，地上にいる人たちとどのように意思を通わせるのでしょうか。今はまだ分かりません。エホバがどんな方法を使うとしても，パラダイスで生活する人たちは必要な指示や情報を確実に受け取ることができます。（啓 21:3，4）






「ほかの羊」はパラダイスで生活するためにどんなことをする必要があるか


14. 「小さな群れ」と「ほかの羊」はどんな関係にありますか。

14 イエスは，自分と一緒に天で治める人たちのことを「小さな群れ」と呼びました。（ルカ 12:32）そして，別のグループのことを「ほかの羊」と言いました。この2つのグループは，1つの群れになります。（ヨハ 10:16）今も協力して働いていますし，地球がパラダイスになった時にも一緒に働きます。その時，「小さな群れ」は天にいますが，「ほかの羊」は地上で生活します。でも，「ほかの羊」の人たちがパラダイスでいつまでも暮らすためには，今しなければならないことがあります。



[image: 同じ年配の兄弟が，「いつまでも幸せに暮らせます」の冊子を使って薬剤師と話し合っている。]

パラダイスで生活するために今からできることがある。（15節を参照。）*





15. （ア）「ほかの羊」はイエスの兄弟たちを支えるためにどんなことができますか。（イ）写真の兄弟は，買い物の時に何をしていますか。この兄弟にどのように倣えますか。

15 イエスの隣で亡くなった犯罪者は，態度を改めたとはいえ，イエスに十分に感謝を表すことはできませんでした。でも，「ほかの羊」にはそのチャンスがたくさんあります。例えば，イエスの兄弟たちを助けたり支えたりできます。そうするなら裁きの時に羊と見なされる，とイエスは言いました。（マタ 25:31-40）では，どのようにイエスの兄弟たちを支えることができるでしょうか。伝道や人々を弟子とする活動を一生懸命に行うことができます。（マタ 28:18-20）そのために，「いつまでも幸せに暮らせます」などの宣教ツールを活用しましょう。もし今，誰とも聖書レッスンをしていないなら，できるだけ多くの人にレッスンを勧めてみるのはどうでしょうか。

16. パラダイスで生活するために，今からどんなことができますか。

16 エホバがパラダイスに住んでほしいと思うような人になるために，今からできることがあります。例えば，正直に語り，行動することです。毎日の生活で節度を守るようにします。どんなことがあってもエホバや配偶者や仲間を愛し続けることも大切です。今の悪い世の中でこうした点を努力しているなら，パラダイスになった時にエホバの基準に自分を合わせるのはもっと楽になるでしょう。ほかにも，パラダイスで役立つ技術や良い性質を身に付けることもできます。この号の「『地球を与えられる』時に向けて今できること」という記事をご覧ください。

17. 自分を責める気持ちと闘っているなら，どんなことができますか。

17 過去に重大な罪を犯したために自分を責める気持ちと闘っているなら，自分を許せるように努力することも大切です。もちろん，贖いがあるからといって，「故意に罪を犯し続ける」のは良くありません。（ヘブ 10:26-31）でも，自分がしてしまったことを心から後悔し，エホバや長老たちに助けを求め，悪い行いをやめるなら，エホバは寛大に許してくださいます。（イザ 55:7。使徒 3:19）たとえ大きな罪であったとしても，イエスの贖いに基づいて許していただけるのです。イエスはパリサイ派の人たちにこう言いました。「私は，正しい人ではなく罪人を招くために来ました」。（マタ 9:13）






パラダイスでの生活を楽しみに待つ


18. あなたは，イエスの隣で亡くなった人とどんなことを話してみたいと思いますか。

18 パラダイスにいる自分の姿をイメージできますか。イエスの隣で亡くなったあの人と話すことができるかもしれません。あなたもその人も，イエスの贖いにどれほど感謝しているかを語り合うことでしょう。あなたはその人に，イエスが死ぬ間際の様子や，パラダイスについて聞いた時の気持ちを尋ねるかもしれません。その人はあなたに，終わりの時代についていろいろと尋ねてくることでしょう。こうした人たちと聖書レッスンができることを考えると，本当にわくわくします。（エフェ 4:22-24）



[image: 同じ年配の兄弟が，若返ってパラダイスにいる。キャンバスに絵を描いているのを1人の姉妹が隣で見ている。美しい山や木や花に囲まれ，周りにはウサギやライオンやヤギがいる。]

待ちに待った千年統治で，自分の才能を磨いて楽しそうにしている兄弟。（19節を参照。）





19. パラダイスでの生活が退屈になることはありません。どうしてですか。（表紙の絵を参照。）

19 パラダイスでの生活が退屈になることは決してありません。本当にいろいろな人たちと出会うことができますし，やりがいのある仕事もたくさんあります。それだけではありません。お父さんエホバとエホバが造ってくれた物についてもっと知ることができます。知れば知るほど，新しい発見があります。私たちのエホバへの愛は，時とともにどんどん深まっていくことでしょう。こうしたことを考えると，パラダイスでいつまでも生きられるようにしてくださったエホバとイエスへの感謝の気持ちでいっぱいになります。







どのように答えますか


	  パラダイスではどんな生活が待っていますか。



	  14万4000人にはどんな役割がありますか。



	  「ほかの羊」はパラダイスで生活するために，今どんなことができますか。









22番の歌 王国は統治している 王国が来ますように！

^  「パラダイスではどんな生活ができるんだろう」と考えることがありますか。そうしたことを想像すると，伝道でパラダイスについてもっと気持ちを込めて語れるようになります。この記事を学ぶと，イエスが約束したパラダイスがもっと楽しみになるでしょう。




^  写真や挿絵: 復活してくる人たちと聖書レッスンをしたいと思っている兄弟が，今から教える活動を行っている。






^ （ルカ 23:43） イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。



^ （ルカ 23:39-43） 杭に掛けられた犯罪者の1人がイエスに暴言を吐き始め，「キリストだろ。自分とわれわれを救ってみろ」と言った。 40 それに対してもう1人が，彼を叱った。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。 41 われわれの場合は当然だ。自分がしたことの報いを受けているのだから。しかしこの人は何も悪いことはしていない」。 42 さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。 43 イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。



^  （ルカ 23:32， 33） ほかにも2人の犯罪者が，イエスと一緒に処刑されるために引かれていった。 33 兵士たちは，どくろと呼ばれる所に着いた時，イエスを杭にくぎ付けにし，その左右に犯罪者たちを1人ずつくぎ付けにした。



^  （マタ 27:44） 一緒に杭に掛けられた強盗たちまでが，同じようにイエスを非難した。



^  （マル 15:32） イスラエルの王キリストに，今，苦しみの杭から下りてきてもらおうではないか。そうしたら信じよう」。一緒に杭に掛けられた人たちまでが，イエスを非難するのだった。



^  （ルカ 23:39-43） 杭に掛けられた犯罪者の1人がイエスに暴言を吐き始め，「キリストだろ。自分とわれわれを救ってみろ」と言った。 40 それに対してもう1人が，彼を叱った。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。 41 われわれの場合は当然だ。自分がしたことの報いを受けているのだから。しかしこの人は何も悪いことはしていない」。 42 さらに言った。「イエス，王国に入る時に私を思い出してください」。 43 イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。



^  （マタ 4:17） その時から，イエスは伝道を開始して，「悔い改めなさい。天の王国は近づいたからです」と言い始めた。



^  （ルカ 23:40） それに対してもう1人が，彼を叱った。「神を少しも畏れないのか。同じ処罰を受けているのに。



^  （出 20:2， 3） 「私はあなたの神エホバである。奴隷となっていたあなたをエジプトから連れ出した。 3 あなたは私以外の*どんなものも神としてはならない。

または，「私に反抗して」。直訳，「私の顔に逆らって」。


^  （コリ一 8:5， 6） 多くのものが「神」や「主」と呼ばれており，天や地のさまざまな神が信じられていますが， 6 私たちには父であるひとりの神がいて，この方によって全てのものがあり，私たちはこの方のために存在しています。また，ひとりの主イエス･キリストがいて，この方を通して全てのものがあり，私たちはこの方を通して存在しています。



^  （マタ 15:24） イエスは答えた。「私は，イスラエル国民の迷い出た羊の所にしか遣わされていません」。



^ （創 2:15） エホバ神は人をエデンの園に住ませた。そこを耕させ，管理させるためだった。



^  （創 2:15） エホバ神は人をエデンの園に住ませた。そこを耕させ，管理させるためだった。



^  （マタ 12:42） 南の女王も裁きの際にこの世代と共に復活し，この世代を断罪します。女王はソロモンの知恵を聞くために地の果てから来たからです。しかし見なさい，ソロモンを上回る者がここにいます。



^  （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^  （創 2:7-9） エホバ神は地面の土で人を形作り，その鼻に息を吹き込んで命を与えた。すると生きた人*になった。 8 さらにエホバ神は東方のエデンに庭園を造り，自分が形作った人をそこに置いた。 9 エホバ神は，食べられる実を付けるさまざまな美しい木が地面から生えるようにし，庭園の真ん中に命の木を生えさせた。また，善悪の知識の木を生えさせた。

または，「呼吸する生き物」。ヘブライ語，ネフェシュ。用語集参照。


^  （ミカ 4:3， 4） 神は多くの人々の中で裁きを下し， 遠くの強い国々の人たちを正しい方向に導く*。 彼らは剣をすきに， やりを鎌に作り替える。 国は国に向かって剣を振り上げず， 彼らはもはや戦いを学ばない。  4 彼らはそれぞれ自分のブドウの木やイチジクの木の下に座り*， 誰にも脅かされない。 大軍を率いるエホバの口が語ったのである。

または，「人たちに関して物事を正す」。
または，「住み」。


^  （詩 72:16） 地上には穀物が豊かに実り， 山々の頂でも豊作になる。 王の収穫物はレバノンの木々のように素晴らしく， 町の住民は地上の草木のように咲き誇る。



^  （イザ 65:21， 22） 人々は家を建てて住み， ブドウ園を造って実を食べる。 22 建てた家に他人が住むことはなく， 植えた物を他人が食べることもない。 私の民の寿命は木の寿命のようになり， 私が選んだ者たちは働く喜びを存分に味わう。



^  （伝 2:24） 食べ，飲み，一生懸命働く充実感，人にとってこれ以上の幸せはない。私はこれもまた，真の神からのものだと気付いた。



^ （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^ （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 37:11） しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^  （マタ 5:5） 温和な人たちは幸福です。地球を与えられるからです。



^  （レビ 20:24） そのため私はあなたたちに言った。「あなたたちは彼らの土地を取得し，私はそれをあなたたちに所有物として与える。非常に肥沃な土地*である。私はあなたたちの神エホバであり，あなたたちをほかの民とは別にした」。

直訳，「乳と蜜が流れる地」。


^  （レビ 26:3） あなたたちが私の法令に従い，私のおきてを守り続け，それらを実行するなら，



^  （レビ 26:6） 私はその土地に平和を与え，あなたたちは誰にも脅かされずに横になる。私はどう猛な野獣をその土地から除き去る。剣を持つ人があなたたちの土地を通っていくこともない。



^  （代一 22:9） あなたに男の子が生まれ，その子は平和な人となる。私は，彼を周囲の全ての敵から守って彼が安心できるようにする。彼はソロモン*と呼ばれ，彼の時代に私はイスラエルに平和と平穏を与えるのである。

「平和」という意味のヘブライ語に由来。


^  （代一 29:26-28） エッサイの子ダビデはイスラエル全体を治めた。 27 彼がイスラエルを治めた期間は40年だった。ヘブロンで7年治め，エルサレムで33年治めた。 28 彼は長生きした後，やがて死んだ。長寿と富と栄誉に恵まれた人生だった。代わりにダビデの子ソロモンが王になった。



^  （詩 37:10） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。



^  （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （王一 10:1） さて，シェバの女王は，エホバの名をたたえるソロモンの名声について聞いた。それで彼女はソロモンを難問*で試そうとしてやって来た。

または，「謎掛け」。


^  （王一 10:6-8） 彼女は王に言った。「私が自分の国であなたの功績*と知恵について聞いたことは，本当でした。 7 私は来て，この目で見るまでは，信じていませんでした。私は半分も知らされていませんでした。あなたの知恵と繁栄は，私が聞いていたことをはるかに超えています。 8 あなたの民は幸せです。いつもあなたの前に立って，あなたの知恵を聞いている家来たちも幸せです。

または，「言葉」。


^  （ルカ 1:32） その子は偉大な者となり，至高者の子と呼ばれます。エホバ神は父ダビデの王座を彼に与え，



^  （ヘブ 4:14， 15） 私たちには，天に行った偉大な大祭司，神の子イエスがいるのですから，イエスについて人々に語り続けましょう。 15 私たちの大祭司は，私たちの弱さに同情できないような方ではありません。あらゆる点で私たちと同じように試され，しかも罪がない方です。



^  （啓 14:1-3） 私がさらに見ると，子羊がシオンの山に立っていた。そして子羊と共に14万4000人の者たちがいて，彼らの額には子羊の名とその父の名が書かれていた。 2 天から，大きな滝*の音のような，また大きな雷鳴のような音が聞こえた。私が聞いた音は，たて琴を弾きながら歌う者たちの声のようでもあった。 3 彼らは，王座の前および4つの生き物と長老たちの前で，新しい歌のような歌を歌っている。地から買い取られた14万4000人以外，誰もその歌を習得できなかった。

直訳，「多くの水」。


^  （啓 5:10） そして彼らを，私たちの神に仕える王および祭司とし，彼らは王として地上を治めるのです」。



^  （ヘブ 10:1） 律法は後に来る良いものの影にすぎず，実体ではありません。ですから，毎年同じ犠牲が捧げられても，神に近づく人が律法*によって完全になることは決してありません。

もしかすると，「人々」。祭司たちのことかもしれない。


^  （啓 21:3， 4） その時，王座から大きな声がした。「見なさい！ 神の天幕が人々と共にあり，神は人々と共に住み，人々は神の民となります。神が人々と共にいるようになるのです。 4 神は人々の目から全ての涙を拭い去ります。もはや死はなくなり，悲しみも嘆きも苦痛もなくなります。以前のものは過ぎ去ったのです」。



^  （ルカ 12:32） 恐れることはありません，小さな群れよ。天の父は，あなたたちに王国を与えることを喜んでいます。



^  （ヨハ 10:16） 私にはほかの羊がいますが，この囲いのものではありません。私はその羊たちも連れてこなければならず，それらも私の声を聞きます。こうして，1つの群れ，1人の羊飼いとなります。



^  （マタ 25:31-40） 人の子は栄光を帯びて，全ての天使と共に来ると，その時，栄光の座に座ります。 32 全ての国の人々が彼の前に集められ，人の子は，羊飼いが羊をヤギから分けるように，人々を分けます。 33 そして羊を自分の右に，ヤギを自分の左に置きます。 34 それから王は，右にいる人たちに言います。『さあ，私の父に祝福された人たち，世が始まって以来あなたたちのために用意されている王国を受けなさい。 35 私が飢えると食べ物を与え，喉が渇くと飲み物を与えてくれたからです。よそから来ると温かく迎え， 36 裸でいると服を与えてくれました。病気になると世話をし，牢屋にいると訪問してくれました』。 37 その時，正しい人たちはこう答えます。『主よ，いつ，あなたが飢えているのを見て食べ物を差し上げ，喉が渇いているのを見て飲み物を差し上げたでしょうか。 38 いつ，よそから来たのを見て温かく迎え，裸なのを見て服を差し上げたでしょうか。 39 いつ，病気であったり牢屋にいたりするのを知って訪問しましたか』。 40 王は答えます。『実のところ，これら私の兄弟のうち最も目立たない人の1人にしたのは，それだけ私にしたのです』。



^  （マタ 28:18-20） イエスは近づいて，こう話した。「私には天と地における全ての権威が与えられています。 19 それで，行って，全ての国の人々を弟子としなさい。父と子と聖なる力の名によってバプテスマを施し， 20 私が命令した事柄全てを守るように教えなさい。私は体制の終結までいつの日もあなたたちと共にいるのです」。



^  （ヘブ 10:26-31） もし私たちが，真理の正確な知識を得た後に故意に罪を犯し続けるなら，罪のための犠牲はもう何も残っていません。 27 恐れつつ処罰を待つしかなく，逆らう人は神の燃える憤りによって焼き尽くされます。 28 モーセの律法を無視した人は誰でも，2人か3人の証言に基づいて，容赦されずに死ぬことになります。 29 では，ある人が神の子を踏みつけ，自分を神聖にした契約の血をありふれたものと見なし，神の惜しみない親切の表れである聖なる力をひどく侮った場合，はるかに厳しい処罰に値すると思いませんか。 30 私たちは，「復讐は私がすることであり，私が報復する」と述べた方を知っています。また，「エホバ*はご自分の民を裁く」ともあります。 31 生きている神の手に掛かる*のは恐ろしいことです。

付録A5参照。
または，「神から処罰を受ける」。


^  （イザ 55:7） 悪い行いをやめ，有害な考えを捨てよ。 憐れんでくださるエホバのもとに帰れ。 私たちの神のもとに帰れ。 神は寛大に*許してくださる。

または，「惜しみなく」。


^  （使徒 3:19） ですから，罪を消し去っていただくために，悔い改めて生き方を変え*なさい。そうすれば，爽やかにする時期がエホバ*から来て，

直訳，「方向転換し」。
直訳，「エホバの顔」。付録A5参照。


^  （マタ 9:13） 『私が望むのは憐れみであって，犠牲ではない』ということの意味を，行って学んできなさい。私は，正しい人ではなく罪人を招くために来ました」。



^  （エフェ 4:22-24） 皆さんは，古い人格を脱ぎ捨てるようにと教えられました。その人格は，以前の生き方に基づくもので，悪い欲望に引きずられて腐敗していきます。 23 考え方*を新しくする努力を続けましょう。 24 そして，新しい人格を身に着けましょう。その人格は神の意志に沿って形作られる*ものであり，本当の正しさと忠実さ*に基づいています。

または，「精神的傾向」。
または，「創造された」。
または，「揺るぎない思い」。







読者からの質問




詩編 61編8節でダビデは，「永遠に」神の名を賛美すると言いました。これは，現実にはあり得ないことでしたか。




[image: ダビデ王がたて琴を弾きながら歌っている。]



いいえ，そうではありません。では，ダビデはどんな意味でそう言ったのでしょうか。

ダビデは，この聖句に加えてほかの部分でも似たような表現を使っています。「私は永遠にあなたの名を賛美して歌う。毎日，誓約を果たす」。「私の神エホバ，心を込めてあなたを賛美し，あなたの名を永遠にたたえます」。「あなたの名をいつまでも永遠に賛美します」。（詩 61:8; 86:12; 145:1，2）

この言葉を書いたダビデは，自分は決して死なないと思っていたわけではありません。ダビデは「罪を犯した人は死ぬ」とエホバが言ったことや，自分も罪を受け継いでいることを知っていました。（創 3:3，17-19。詩 51:4，5）また，アブラハムやイサクやヤコブなど，エホバに愛された人が死んだということも知っていました。そして，自分もやがて死ぬということが分かっていました。（詩 37:25; 39:4）ダビデは，生きている限りエホバを賛美したいという思いで，詩編 61編8節を書きました。（サム二 7:12）

詩編 18編，51編，52編の表題から分かる通り，ダビデが書いた詩の中には，当時の自分の経験を題材にしたものもあります。詩編 23編でダビデはエホバのことを，正しい道に導き，爽やかにし，守ってくれる牧者として描いています。自分も羊飼いだったダビデは，そのような神に「一生涯」仕えたいと思いました。（詩 23:6）

ダビデに聖なる力を与えて詩編を書かせたのは，エホバです。詩編の預言の中には，ずっと先の将来に実現するものも含まれていました。例えば，詩編 110編でダビデは，自分の主が天で「[神]の右に座」り，大きな力が与えられる時について書きました。主は神の敵たちを征服し，地上の「国々に刑を執行し」ます。ダビデの子孫から生まれるメシアは，「永遠に祭司」であり，天から統治を行います。（詩 110:1-6）イエスは，詩編 110編が自分に当てはまり，将来に実現すると言いました。（マタ 22:41-45）

ダビデは聖なる力に導かれて，自分が生きていた時のことと，将来復活してエホバを永遠に賛美できる時のことを書いていました。このことからすると，詩編 37編10，11，29節の言葉も，過去と将来に実現すると言えます。古代にはイスラエルで実現しましたし，将来エホバが約束を果たしてくださる時には，地球全体で実現します。（この号の「あなたは私と共にパラダイスにいることになります」という記事の8節を参照。）

ですから，詩編 61編8節や他の聖句でダビデは，生きている限りエホバの栄光をたたえたいという気持ちを表現していました。また，これらの聖句は，ダビデが将来復活した時，文字通り永遠にエホバを賛美できるということも示しています。









^ （詩 61:8） 私は永遠にあなたの名を賛美して歌う*。 毎日，誓約を果たす。

または，「名のために音楽を奏でる」。


^  （詩 61:8） 私は永遠にあなたの名を賛美して歌う*。 毎日，誓約を果たす。

または，「名のために音楽を奏でる」。


^  （詩 86:12） 私の神エホバ，心を込めてあなたを賛美し， あなたの名を永遠にたたえます。



^  （詩 145:1， 2） 王である神，あなたをたたえます。 あなたの名をいつまでも永遠に賛美します。  2 一日中あなたを賛美します。 あなたの名をいつまでも永遠に賛美します。



^  （創 3:3） でも，庭園の真ん中にある木の実について，神は，『食べてはならない。触れてもならない。食べたり触れたりするなら死ぬ』と言いました」。



^  （創 3:17-19） アダム*にはこう言った。「あなたが妻の言ったことに従い，『食べてはならない』と私が命じた木の実を食べたので，あなたのせいで地面は災いを被った。それであなたは，地面から食物を得るために生涯ずっと苦労する。 18 地面にはいばらとアザミが生え，あなたは野の草木を食べなければならない。 19 あなたは額に汗して食物*を得，やがて地面に戻る。そこから取られたからだ。あなたは土なので土に戻るのである」。

意味，「地の人」，「人間」，「人類」。
または，「パン」。


^  （詩 51:4， 5） あなたに，ほかでもなくあなたに対して*罪を犯しました。 あなたから見て悪いことを行いました。 それで，あなたが話す事は正しく， あなたの裁きはもっともです。  5 私は過ちのある者として生まれ， 母は罪のうちに私を身ごもりました*。

直訳，「あなただけに」。
または，「母が私を身ごもった時から罪深い人間です」。


^  （詩 37:25） 若かった私も，今は年老いた。 だが，正しい人が見捨てられるのを見たことも， その子供たちがパン*を探すのを見たこともない。

または，「食べ物」。


^  （詩 39:4） 「エホバ，私の終わりがどうなるかを教えてください。 私の日数がどれほどかも。 自分の命がいかに短いか*を知るためにです。

または，「私がいかにはかないか」。


^  （詩 61:8） 私は永遠にあなたの名を賛美して歌う*。 毎日，誓約を果たす。

または，「名のために音楽を奏でる」。


^  （サム二 7:12） あなたの最期の日が来て，あなたが死ぬ時，私はあなたの子孫*，あなたの子を立て，その人の王国を確立する。

直訳，「種」。


^  （詩 18:0-50） 指揮者へ。エホバに仕えるダビデによる。サウルと全ての敵の手からエホバに助け出された日に，エホバに向かって歌った。 18 私の力，エホバ，私はあなたに愛情を抱いています。  2 エホバは私の大岩，私のとりで，私を助け出す方。 私の神は私の岩。私が身を寄せる方。 私の盾，救いの角*，安全な避難所*。  3 私は賛美されるべき方エホバに呼び掛け， 敵から救われる。  4 死の綱が私に巻き付き， どうしようもない人たちの激流に私はおびえた。  5 墓*の綱が私に絡み付き， 死のわなに私は直面した。  6 苦難の時に私はエホバに呼び掛けた。 私の神に助けを求めて叫び続けた。 神殿にいる神が私の声を聞いてくださった。 助けを求める叫びが神の耳に届いた。  7 すると地面は揺れ，震動し始め， 山々は土台からぐらついた。 神の怒りで揺れ動いた。  8 神の鼻から煙が立ち上り， 口から焼き尽くす火が出た。 神のもとから炭火が燃え上がった。  9 神は天を押し曲げて降りてきた。 足元には濃い闇があった。 10 神はケルブに乗って飛んできた。 天使*の翼に乗って素早く降りてきた。 11 そして闇で身を覆い， 暗い雨雲をひとときの住まいとする。 12 神の前が光り， ひょうと燃える炭が雲を突き抜け，降ってきた。 13 エホバは天で雷鳴をとどろかせ始めた。 至高者が声を響かせた。 ひょうと燃える炭と共に。 14 矢を放って敵を散らし， 稲妻を落として混乱に陥れた。 15 川床*が見え，大地の土台があらわになった。 エホバ，あなたが叱りつけたことによって， あなたの鼻から出る突風によって。 16 神は高い所から手を伸ばし， 私をつかんで深い水の中から引き上げてくださった。 17 神は強い敵から助け出してくださった。 私を憎む，私よりも強い人たちから。 18 私の災難の日に，彼らは私に立ち向かってきた。 しかしエホバが支えてくださった。 19 神は私を安全な*場所に連れていってくださった。 私のことを喜び，助け出してくださった。 20 エホバは私の正しさに応じて報い， 私の潔白さに応じて報いてくださる。 21 私はエホバの道を守った。 神を捨てるという悪に陥らなかった。 22 神の法規全てが私の前にあり， 私は神の法令を無視しない。 23 非難されるところがない生き方をして神の前に立ち， 過ちから身を守る。 24 エホバが私に報いてくださいますように。 私の正しさに応じて， 神の前での潔白さに応じて。 25 あなたは，揺るぎない愛を示す人に，揺るぎない愛を示す。 誠実な人に誠実である*。 26 純粋な人に純粋であり*， 不正直な人には鋭い賢さを示す。 27 立場が低い*人を救い， 傲慢な人を卑しめる。 28 エホバ，私のランプをともしてくださるのはあなた。 私の闇を照らす私の神。 29 あなたの助けで，私は略奪隊に突撃できる。 神の力によって，城壁をよじ登れる。 30 真の神の道は完全， エホバの言葉は精錬されたもの。 神のもとに逃れるなら，神は盾となってくださる。 31 エホバのほかに誰が神なのか。 私たちの神以外に誰が岩なのか。 32 真の神が私に力をまとわせ， 私の道を完全にする。 33 神は私の足を鹿のようにし， 高い場所に私を立たせる。 34 神は私の手を戦いのために鍛え， 私の腕は銅の弓を曲げる。 35 あなたは救いの盾を私に与え， 右手で私を支えてくださる。 私が優れた者になれるのはあなたが謙遜だから。 36 あなたは私が進む道を広くしてくださる。 私の足が滑ることはない。 37 私は敵を追跡して追い付く。 一掃するまで帰らない。 38 敵を打ち倒して立ち上がれないようにする。 敵は私の足元に倒れる。 39 あなたは戦う力を私に授け， 敵を私の前に倒れさせる。 40 あなたが私の敵を退却させ*， 私は，私を憎む人たちを消し去る。 41 彼らは助けを求めて叫ぶが，救う者はいない。 エホバに向かって叫んでも，答えはない。 42 私は彼らを風に舞う土ぼこりのように粉々にし， 路上の泥のように投げ捨てる。 43 民が私に言い掛かりをつけても，あなたが助け出してくださる。 あなたは私を国々の長に任命する。 私の知らなかった民が私に仕え， 44 伝え聞いただけで私に従う。 外国人たちはやって来て，私を恐れて頭を下げる。 45 外国人たちは意気をくじかれ*， 震えながらとりでから出てくる。 46 エホバは生きている。 私の岩が賛美されますように。 私の救いの神がたたえられますように。 47 真の神が私のために復讐し， 人々は私に屈服する。 48 神は怒り狂う敵から私を助け出す。 あなたは，攻めてくる人たちよりも上に私を引き上げ， 暴力を振るう人から救ってくださる。 49 それで，エホバ，私は国々であなたをたたえ， あなたの名を賛美して歌う*。 50 神はご自分の王を見事に救う*。 選んだ*者に揺るぎない愛を示す。 ダビデとその子孫に，永遠に。

または，「強力な救い主」。用語集参照。
または，「高台」。
ヘブライ語，シェオル。用語集参照。
または，「風」。
または，「水路」。
または，「広い」。
または，「非難されるところがない人には，非難されるところがない行いをする」。
または，「清い人には清く」。
または，「苦しむ」。
または，「敵の背中を私に与え」。
または，「衰えていき」。
または，「名のために音楽を奏でる」。
または，「に大勝利を収めさせる」。
直訳，「油を注いだ」。用語集の「油を注ぐ」参照。


^  （詩 51:0-19） 指揮者へ。ダビデの歌。ダビデがバテ･シバと関係を持った後，預言者ナタンがダビデのもとに来た時。 51 神よ，あなたの揺るぎない愛に従って親切を示してください。 深い憐れみに従って私の違反を消し去ってください。  2 私の過ちをことごとく洗い去り， 私を罪から清めてください。  3 私は自分の違反をよく知っています。 私の罪はいつも私の前にあります*。  4 あなたに，ほかでもなくあなたに対して*罪を犯しました。 あなたから見て悪いことを行いました。 それで，あなたが話す事は正しく， あなたの裁きはもっともです。  5 私は過ちのある者として生まれ， 母は罪のうちに私を身ごもりました*。  6 あなたは内面の真実さを喜びます。 私が心の奥底で真の知恵を理解できるようにしてください。  7 ヒソプで私を罪から清めてください，私が清くなるように。 私を洗ってください，雪よりも白くなるように。  8 喜びと歓喜の音を私に聞かせてください。 打ちのめされた私*が喜べるようにです。  9 私の罪から顔を背け*， 全ての過ちを拭い去ってください。 10 神よ，私の内に清い心をつくってください。 新たな精神，揺らぐことがない精神を持たせてください。 11 あなたの前から私を追い払わないでください。 聖なる力*を私から取り去らないでください。 12 あなたによる救いの喜びを再び味わわせてください。 あなたに進んで従う気持ちを私の内に呼び起こしてください。 13 私は違反を犯す人にあなたの道を教えます。 罪人があなたのもとに帰るために。 14 私を流血の罪から救ってください。神，私の救いの神よ。 私が喜びにあふれてあなたの正しさを知らせるために。 15 エホバ，私の唇を開いてください。 口であなたを賛美するために。 16 あなたは犠牲を望みません。もし望むのなら，私は捧げたでしょう。 あなたは全焼の捧げ物を喜びません。 17 神に喜ばれる犠牲は，悔いる気持ち。 後悔し，打ちのめされた心を，神よ，あなたは退け*ません。 18 憐れみを掛け*，シオンに善いことを行ってください。 エルサレムの城壁を築いてください。 19 その時，あなたは正しく捧げられる犠牲を喜びます。 全焼の犠牲と焼き尽くす捧げ物を喜びます。 その時，あなたの祭壇に雄牛が捧げられます。

または，「頭から離れません」。
直訳，「あなただけに」。
または，「母が私を身ごもった時から罪深い人間です」。
直訳，「あなたに砕かれた骨」。
または，「隠し」。
用語集参照。
または，「見下げ」。
または，「善意を示し」。


^  （詩 52:0-9） 指揮者へ。マスキル*。ダビデによる。エドム人ドエグが来て，サウルに，ダビデがアヒメレクの家に来たと言った時。 52 力の強い人，なぜあなたは悪い行いを誇るのか。 神の揺るぎない愛は一日中絶えることがない。  2 あなたの舌はかみそりのように鋭い。 害になることをたくらみ，人を欺く。  3 あなたは善よりも悪を愛する。 正しいことではなく，うそを語りたがる。（セラ）  4 ああ，欺きに満ちた舌よ， あなたは危害を加える言葉全てを愛する。  5 それで神はあなたを永遠に打ち倒す。 あなたをつかみ上げ，あなたの天幕から引き離す。 この地上からあなたを引き抜く。（セラ）  6 正しい人はそれを見て畏敬の気持ちを抱き， 笑って言う。  7 「この人は神を自分の避難所*としなかった。 自分の豊かな富を当てにした。 自分の悪巧みに頼った*」。  8 しかし私は，神の家の生い茂るオリーブの木のようになる。 神の揺るぎない愛に頼る，いつまでも永遠に。  9 私は永遠にあなたを賛美する。 行動してくださったから。 あなたに尽くす*人たちの前で，あなたの名によって希望を抱く。 それは良いこと*だから。

用語集参照。
または，「要塞」。
または，「避難した」。
または，「を揺るぎなく支持する」，「から離れない」。
または，「あなたの名は良いもの」。


^  （詩 23:0-6） ダビデの歌。 23 エホバは私の牧者。 私は何も不足しない。  2 導かれて青々とした牧草地に寝そべり， 水の豊かな場所*で憩いを得て，  3 力を取り戻す。 神がご自分の名のために，正しい道に*導いてくださる。  4 深い陰が覆う谷を歩んでも， 何も悪いものを恐れない。 あなたが共にいてくださるから。 あなたの棒とつえによって安心できる*。  5 私の敵の前で，あなたは食卓を整えてくださる。 頭に油を塗って*くださる。 私の杯は満たされる。  6 一生涯，あなたの善い行いと揺るぎない愛は私を離れない。 生きている限り，私はエホバの家に住む。

もしかすると，「静かな水辺」。
または，「正しいことを行うよう」。
または，「慰められる」。
または，「私をもてなして」。


^  （詩 23:6） 一生涯，あなたの善い行いと揺るぎない愛は私を離れない。 生きている限り，私はエホバの家に住む。



^  （詩 110:0-7） ダビデによる。歌。 110 エホバは私の主に告げた。 「私の右に座っていなさい。 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」。  2 エホバは，権威ある王笏を持つあなた*をシオンから送り出して言う。 「あなたの敵の中に入っていき，敵を征服しなさい」。  3 あなたが軍勢を指揮する*日に，あなたの民は喜んで自分を差し出す。 あなたが率いる若者たちは神聖さで光り輝く。 夜明けに豊かに生じる露のよう。  4 エホバは誓った。考えを変える*ことはない。 「あなたは永遠に祭司。 メルキゼデクのような祭司」。  5 エホバはあなたの右にいて， 怒りの日に王たちを打ち倒す。  6 国々に*刑を執行し， その土地を死体であふれさせる。 広大な土地*の支配者を打ち倒す。  7 その方*は，道のそばに流れる水を飲み， 頭を高く上げる。

1節の「私の主」のこと。
または，「あなたの軍隊が集まる」。
または，「悔やむ」。
または，「の間で」。
または，「地上全体」。
1節の「私の主」のこと。


^  （詩 110:1-6） エホバは私の主に告げた。 「私の右に座っていなさい。 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」。  2 エホバは，権威ある王笏を持つあなた*をシオンから送り出して言う。 「あなたの敵の中に入っていき，敵を征服しなさい」。  3 あなたが軍勢を指揮する*日に，あなたの民は喜んで自分を差し出す。 あなたが率いる若者たちは神聖さで光り輝く。 夜明けに豊かに生じる露のよう。  4 エホバは誓った。考えを変える*ことはない。 「あなたは永遠に祭司。 メルキゼデクのような祭司」。  5 エホバはあなたの右にいて， 怒りの日に王たちを打ち倒す。  6 国々に*刑を執行し， その土地を死体であふれさせる。 広大な土地*の支配者を打ち倒す。

1節の「私の主」のこと。
または，「あなたの軍隊が集まる」。
または，「悔やむ」。
または，「の間で」。
または，「地上全体」。


^  （詩 110:0-7） ダビデによる。歌。 110 エホバは私の主に告げた。 「私の右に座っていなさい。 私があなたの敵たちをあなたの足台として置くまで」。  2 エホバは，権威ある王笏を持つあなた*をシオンから送り出して言う。 「あなたの敵の中に入っていき，敵を征服しなさい」。  3 あなたが軍勢を指揮する*日に，あなたの民は喜んで自分を差し出す。 あなたが率いる若者たちは神聖さで光り輝く。 夜明けに豊かに生じる露のよう。  4 エホバは誓った。考えを変える*ことはない。 「あなたは永遠に祭司。 メルキゼデクのような祭司」。  5 エホバはあなたの右にいて， 怒りの日に王たちを打ち倒す。  6 国々に*刑を執行し， その土地を死体であふれさせる。 広大な土地*の支配者を打ち倒す。  7 その方*は，道のそばに流れる水を飲み， 頭を高く上げる。

1節の「私の主」のこと。
または，「あなたの軍隊が集まる」。
または，「悔やむ」。
または，「の間で」。
または，「地上全体」。
1節の「私の主」のこと。


^  （マタ 22:41-45） パリサイ派の人たちが集まっている間に，イエスが尋ねた。 42 「キリストについてどう考えますか。彼は誰の子ですか」。その人たちは，「ダビデの子です」と言った。 43 イエスは尋ねた。「では，どうしてダビデは，聖なる力によって彼を主と呼んでいるのですか。こう言っています。 44 『エホバは私の主に言った。「私の右に座っていなさい。私があなたの敵たちをあなたの足の下に置くまで」』。 45 ダビデが主と呼んでいるのであれば，どうしてダビデの子でしょうか」。



^  （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^  （詩 61:8） 私は永遠にあなたの名を賛美して歌う*。 毎日，誓約を果たす。

または，「名のために音楽を奏でる」。







覚えていますか





今年の「ものみの塔」誌を楽しくお読みになりましたか。学んだ点を思い起こしてみましょう。

エホバと話したり，エホバの声を聞いたり，エホバについて考えたりすることは，どのように私たちのためになりますか。

いっそう良い決定ができるようになり，上手に教えられるようになり，信仰が強くなり，エホバへの愛が深まります。（塔研22.01 30-31ページ）

エホバやエホバが責任を委ねている人たちを信頼することが大切なのはなぜですか。

長老たちの指示や決定を疑わないようにしましょう。エホバがいつも正しいことを行うと信じることは重要です。今そうしていれば，大患難の時に，従いにくく理解に苦しむような指示を受けるとしても，進んで従うことができます。（塔研22.02 4-6ページ）

天使はゼカリヤに「[総督]ゼルバベルの手に下げ振りがある」と言いました。これはどういう意味でしたか。（ゼカ 4:8-10）

この幻は，神殿がそれほど立派に思えないとしても，必ず完成し，エホバの基準を満たすことになる，ということを神の民に保証していました。（塔研22.03 16-17ページ）

どうすれば言葉の点で手本となれますか。（テモ一 4:12）

宣教で親切に敬意を込めて話します。集会で心を込めて歌い，毎回コメントします。正直に語り，励みとなることを話し，暴言を避けます。（塔研22.04 6-9ページ）

ダニエル 7章に出てくる4匹の獣（王国）の特徴が，啓示 13章1，2節では1匹の野獣にまとめて描かれています。なぜですか。

啓示 13章に出てくる野獣は，ローマのような1つだけの政府や国を表しているのではありません。人類を支配してきた全ての政府を表しています。（塔研22.05 9ページ）

エホバが公正な方であることへの確信をどのように示せますか。

誰かからひどいことを言われたりされたりして傷つくとしても，怒りや憤りを捨て，物事をエホバの手に委ねるようにしましょう。エホバは，罪の結果生じた悪いこと全てを除き去ってくださいます。（塔研22.06 10-11ページ）

集会で祈る兄弟は，どんなことを覚えておくべきですか。

祈りは助言や発表を行うためのものではありません。特に始めの祈りでは，「多くの言葉」を使って長く祈る必要はないでしょう。（マタ 6:7）（塔研22.07 24-25ページ）

「悪いことを行った人」はどんな意味で「裁きの復活」を経験しますか。（ヨハ 5:29）

死ぬ前の行いに基づいて処罰されるという意味ではありません。復活した後の態度や行動に基づいて裁かれるということです。（塔研22.09 18ページ）

1922年9月の大会で，J･F･ラザフォード兄弟はどんなことを強く勧めましたか。

米国オハイオ州シーダーポイントで開かれた大会で，兄弟はこう言いました。「王は統治しておられます！ あなた方は王のことを広く伝える代理者です。それゆえに，王とその王国を宣伝し，宣伝し，宣伝しなさい」。（塔研22.10 3-5ページ）

イザヤ 30章によると，エホバは私たちが忍耐できるよう，どんな3つの方法で助けてくださいますか。

（1）私たちの祈りをよく聞いて，祈りに答え，（2）導きを与え，（3）私たちのために，今また将来に素晴らしいことを行ってくださいます。（塔研22.11 9ページ）

詩編 37編10，11，29節が古代に実現し，将来にも実現する，と言えるのはどうしてですか。

ダビデの言葉は，イスラエルの人たちが経験した平和で豊かな暮らしに当てはまります。例えば，ソロモンが王だった時代などです。イエスは，将来のパラダイスについて教えた時，詩編 37編11節を引用しました。（マタ 5:5。ルカ 23:43）（塔研22.12 8-10，14ページ）











^ （ゼカ 4:8-10） エホバは再び私に言った。 9 「ゼルバベルがこの家の土台を据えた。彼が家を完成させる」。あなたは，大軍を率いるエホバが私をあなたたちのもとに遣わしたことを知る。 10 「小さな始まり*の日を軽く見たのは誰か。民は，ゼルバベルの手に下げ振り*があるのを見て，喜ぶ。エホバの7つの目もそれを見る。その目は地上全体に行き届いている」。

または，「小さなこと」。
直訳，「石，スズ」。


^ （テモ一 4:12） あなたが若いからといって，誰にも見下されないようにしなさい。かえって，言葉や振る舞い，また愛，信仰，清さ*の点で，忠実な人たちの手本となってください。

または，「貞潔さ」。


^ （ダニ 7:1-28） バビロンのベルシャザル王の治世の第1年に，ダニエルは夢を見た。床に就いていた時に頭の中で幻を見たのである。それで，その夢を書き留め，見た内容を全て記録した。 2 ダニエルは言った。 「私が夜に幻を見ていると，天の四方の風が広大な海を波立たせていた。 3 そして，4匹の巨大な獣が海から出てきた。それぞれ姿が異なっていた。 4 1匹目の獣はライオンに似ており，ワシの翼があった。私が見ていると，翼は引き抜かれ，その獣は地上から持ち上げられて，人間のように2本足で立つようにされ，人間の心を与えられた。 5 2匹目の獣は熊に似ていた。前足を上げ*，口には3本のあばら骨をくわえており，『起き上がって，肉をたくさん食べよ』と言われた。 6 さらに見ていると，別の獣が現れた。ヒョウに似ており，背中に鳥のような翼が4つあった。頭も4つあり，支配する権威を与えられた。 7 この夜，私が見ていた幻の中で，続いて4匹目の獣が現れた。恐ろしく，すさまじい獣で，非常に強く，大きな鉄の歯があった。この獣はむさぼり食い，打ち砕き，残ったものを足で踏みにじった。それまでのどの獣とも異なっており，10本の角があった。 8 私が角を眺めていると，それらの間に別の小さな角が生えてきて，初めにあった角のうち3本が引き抜かれてしまった。生えてきた角には人間のような目があり，高慢*に語る口があった。 9 さらに見ていると，王座が据えられ，年月を経た方が座った。その方の衣服は雪のように白く，髪の毛は真っ白な羊毛のようだった。王座は炎であり，その車輪は燃える火だった。 10 その方の前から火が川のように流れ出ていた。その方に仕えている者は千の千倍，その方の前に立っている者は1万の1万倍いた。法廷が開廷し，書物が開かれた。 11 角が高慢*な言葉を語り続けるので，見ていると，獣は殺され，その体は燃える火の中に投げ込まれて滅ぼされた。 12 残りの獣は，統治権を取り去られたが，ひとときの間生かしておかれた。 13 この夜，私が見ていた幻の中で，今度は天の雲と共に人の子のような者がやって来た。その者は年月を経た方に近づくことを許され，その方のすぐ前に連れてこられた。 14 その者に統治権と栄誉と王国が与えられ，あらゆる民族や国や言語の人々が彼に仕えるようにされた。その統治は終わることなく永遠に続き，その王国は滅ぼされることがない。 15 私ダニエルは，頭の中で見た幻のせいで怖くなり，心がかき乱された。 16 それで，立っている者の1人に近づき，見た事柄の意味を尋ねた。すると彼は答えて，これらのことを解き明かしてくれた。 17 『この4匹の巨大な獣は，地上で権力を持つようになる*4人の王です。 18 しかし，至上者の聖なる者たちが王国を受け，いつまでも永遠に王国を手にします』。 19 私は4匹目の獣についてさらに知りたいと思った。それはほかのどの獣とも異なっていた。並外れて恐ろしく，鉄の歯と銅の爪を持ち，むさぼり食って打ち砕き，残ったものを足で踏みにじっていた。 20 頭には10本の角があり，別の角が生えてきて3本が抜け落ちた。生えてきた角には目と，高慢*に語る口があり，ほかの角よりも大きく見えた。私はこれらについても知りたかった。 21 見ていると，その角が聖なる者たちに戦いを仕掛け，優勢になったが， 22 年月を経た方が来て裁きを下し，至上者の聖なる者たちが勝利を収めた。そして定められた時が来て，聖なる者たちが王国を手にした。 23 解き明かしをしてくれた者はこう言った。『4匹目の獣は，地上に生じる4番目の王国です。それはほかのどの王国とも異なり，全世界をむさぼり食い，踏みにじり，打ち砕きます。 24 10本の角は，その王国から出て権力を持つようになる10人の王です。その後さらに別の王が権力を持ちます。彼は先の王たちとは異なり，3人の王を辱めます。 25 そして至高者に逆らう言葉を語り，至上者の聖なる者たちを絶えず悩ませ，時と法を変えようとします。聖なる者たちは一時と二時と半時*の間，彼の手に渡されます。 26 しかし，法廷が開廷し，彼の統治権を取り去りました。彼を根絶やしにし，完全に滅ぼすためです。 27 王国と，統治権と，天の下の全ての王国の栄光は，至上者の聖なる者たちに与えられました。彼らの王国は永遠に存続し，全ての国の人々は彼らに仕え，従います』。 28 私が見聞きした事柄はこれで終わりである。私ダニエルは仰天し，青ざめた。しかし，このことを自分の胸に納めておいた」。

または，「体の片側が起こされ」。
または，「自慢げ」。
または，「自慢げ」。
直訳，「立ち上がる」。
または，「自慢げ」。
つまり，三時半。


^ （啓 13:1， 2） 竜は海辺の砂の上で立ち止まった。 私がさらに見ていると，1匹の野獣が海から上ってきた。10本の角と7つの頭があり，角には10の王冠があり，頭には神を冒瀆する名が記されていた。 2 私が見たその野獣はヒョウに似ていたが，足は熊の足のようで，口はライオンの口のようだった。そして，竜から力と座と大きな権威を与えられた。



^ （啓 13:1-18） 竜は海辺の砂の上で立ち止まった。 私がさらに見ていると，1匹の野獣が海から上ってきた。10本の角と7つの頭があり，角には10の王冠があり，頭には神を冒瀆する名が記されていた。 2 私が見たその野獣はヒョウに似ていたが，足は熊の足のようで，口はライオンの口のようだった。そして，竜から力と座と大きな権威を与えられた。 3 野獣の頭の1つが傷つけられ，死んだかのように見えた。しかし，その致命的な傷は治り，全世界の人々は感服して野獣に従った。 4 そして人々は竜を崇拝した。竜が野獣に権威を与えたからである。さらに人々は野獣をも崇拝し，こう言った。「誰がこの野獣に匹敵するだろうか。誰がこの野獣と戦えるだろうか」。 5 野獣には，大きなことや冒瀆的なことを語る口が与えられ，42カ月の間行動する権威が与えられた。 6 そして野獣は口を開いて神を冒瀆した。神の名と住まい，天に住む者たちを冒瀆したのである。 7 野獣はさらに，聖なる人たちと戦って彼らを征服することを許され，あらゆる民族や種族や言語や国の人々を支配する権威を与えられた。 8 地上に住む人々は野獣を崇拝する。世が始まって以来，彼らの名前は一つも，ほふられた子羊の命の巻物に書かれていない。 9 耳のある人は，聞きなさい。 10 捕らわれることになっている人は，捕らわれる。剣で殺す人*は，必ず剣で殺される。そのため聖なる人たちには忍耐と信仰が必要になる。 11 さらに見ていると，別の野獣が地から上ってきた。その野獣は，子羊のような2本の角があり，竜のように話し始めた。 12 そして，初めの野獣が持っていた権威全てを，その前で行使する。また，地とそこに住む人々に，致命的な傷が治った初めの野獣を崇拝させる。 13 さらに，大きな奇跡*を行い，人類の前で火を天から地に降らせることさえする。 14 この野獣は，初めの野獣の前で行うことを許された奇跡*によって，地上に住む人々を惑わす。また，剣の一撃を受けたものの回復した野獣のために像を造るようにと，地上に住む人々に言う。 15 そして，野獣の像に命を吹き込むことを許された。それによって野獣の像は話すようになり，野獣の像を崇拝することを拒む人たち全てを殺させる。 16 初めの野獣はさらに，あらゆる人，すなわち，小さな者にも大きな者にも，裕福な者にも貧しい者にも，自由な者にも奴隷にも，右手か額に印を受けさせる。 17 そして，その印，つまり野獣の名である数字を記されている者以外は，誰も売り買いできないようにする。 18 ここで知恵が必要になる。洞察力がある人は，野獣の数字を解き明かし*なさい。それは人間の数字であり，その数字は666である。

もしかすると，「剣で殺されることになっている人」。
直訳，「しるし」。
直訳，「しるし」。
直訳，「計算し」。


^ （マタ 6:7） 祈るとき，異国の人々のように同じことを何度も言ってはなりません。その人たちは，多くの言葉を並べれば聞かれると思っています。



^ （ヨハ 5:29） 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^ （イザ 30:1-33） エホバはこう宣言する。 「強情な子たちには災いがある。 彼らは，私が立てたのではない計画を実行し， 私の聖なる力に導かれることなく同盟を結び*， 罪を重ねる。  2 私に助言を求めずにエジプトに行き， ファラオの保護の下に*身を潜め， エジプトの陰に避難する。  3 ファラオに保護を求めたことはあなたたちの恥となり， エジプトの陰に避難したことは恥辱となる。  4 高官たちはツォアンにおり， 使節はハネスに着いた。  5 皆が，全く役に立たない民のせいで恥をかく。 その民は何の助けにも，ためにもならず， 恥と不名誉をもたらすだけである」。 6 南にいる動物に対する宣告。 苦難と困難の土地， ほえるライオンがいる土地， 毒蛇や飛び掛かる火のような蛇*がいる土地を通り， 人々は財産をロバの背に載せ， 物資をラクダのこぶに載せて運ぶ。 しかし，それらは民の役に立たない。  7 エジプトは何の助けにもならない。 それで私はこの者を，「じっと座るラハブ*」と呼んだ。  8 「さあ，行って， 民の前でこれを書き板に書き， 書に記しなさい。 それが将来，不変の証しとなるように。  9 彼らは反逆的な民，人を欺く子たち， エホバの律法*を聞こうとしない子たちである。 10 予見者たちに向かって『予見するな』と言い， 幻を伝える者たちに向かってこう言う。『真実の幻を伝えるな。 気分が良くなることを話せ。人を惑わす幻影を見ろ。 11 道からそれ，進路から外れろ。 もうイスラエルの聖なる方について話すな』」。 12 そのため，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちがこの言葉を退け， 詐欺と偽りに頼り， それにものをいわせているので， 13 この過ちはあなたたちにとって破れた城壁のようになる。 突き出て今にも崩れそうな高い城壁のように， 突然，瞬く間に崩壊する。 14 それは陶芸家の大きなつぼのように壊され， 粉々に砕かれる。 炉の火を移したり， 水たまり*から水をすくったりするための破片も残らないほどに」。 15 主権者である主エホバ，イスラエルの聖なる方はこう言う。 「あなたたちは，私のもとに戻って休むなら，救われる。 平静を保ち，信頼するなら，力を得る」。 しかし，あなたたちはそうしようとしなかった。 16 かえって，「いや，われわれは馬に乗って逃げる！」と言ったので， あなたたちは逃げることになる。 「われわれは速い馬に乗る！」と言ったので， 速い者たちに追われることになる。 17 1人の威嚇で1000人が震え， 5人の威嚇であなたたちは逃げる。 山頂の柱のように，丘の上の旗印*のように見えるほど， わずかな人しか残らない。 18 それでも，エホバはあなたたちに情けを掛けようと辛抱強く待って*おり， 憐れみを示そうと立ち上がる。 エホバは公正の神だからである。 この方を待ち続ける*人は皆，幸せだ。 19 民がシオンに，エルサレムに住む時，あなたは決して泣かない。神は助けを求めるあなたの叫び声を聞くと，必ず情けを掛ける。聞いてすぐにあなたに答えてくださる。 20 エホバはあなたたちに苦難というパンを食べさせ，圧迫という水を飲ませる。とはいえ，あなたの偉大な教師はもはや姿を隠さず，あなたは自分の目で偉大な教師を見る。 21 右や左にそれそうになる時には，後ろからあなたの耳に，「これが道である。この道を歩みなさい」という言葉が聞こえる。 22 あなたたちは，彫像を覆っている銀や，金属像*にかぶせた金を汚す。それらを月経の時の布のように投げ捨て，「消えてなくなれ！」と言う*。 23 神はあなたが地面にまく種のために雨を降らせてくださり，地面から栄養豊かな食物が豊富に生み出されるようになる。その日，あなたの家畜は広い牧草地で草を食べる。 24 地面を耕す牛やロバは，シャベルとフォークでえり分けられて*酸葉で味付けされた飼い葉を食べる。 25 幾つもの塔が倒れ，大勢が殺される日に，全ての高い山や丘の上に川や水路ができる。 26 満月の光は太陽の光のようになり，太陽の光は7倍強くなり，7日分の光のようになる。エホバがご自分の民のけが*を包み，自ら打った民の重い傷を癒やす日に，そのようになる。 27 エホバ*が遠くからやって来る。 怒りに燃え，厚い雲と共に。 その方の唇は憤りに満ちており， 舌は焼き尽くす火のようだ。 28 その方の聖なる力*は，首にまで達する激流のようであり， 滅び*のふるいで国々を揺り動かす。 人々は口にくつわをはめられ，惑わされる。 29 あなたたちの歌は， 祭りの準備をする*夜に歌われる歌のようになる。 あなたたちは心から喜ぶ。 エホバの山に，イスラエルの岩のような方のもとに行くために， 笛を持って*歩く人のように。 30 エホバは威厳ある声を響かせ， 振り下ろす腕を見せる。 その腕は燃える怒りのうちに， 焼き尽くす炎と，豪雨と，雷雨と，ひょうと共に振り下ろされる。 31 エホバの声によってアッシリアは恐怖に襲われる。 神はつえでアッシリアを打つ。 32 エホバがアッシリアに処罰のつえを振り下ろすたびに， タンバリンとたて琴が鳴らされる。 神は腕を振りかざして彼らと戦う。 33 トフェト*はすでに用意されており， 王のために整えられている。 神は，深く広い場所にまきを積み， 大量のまきで多くの火をおこす。 エホバの息が，流れる硫黄のように， まきに火を付ける。

直訳，「献酒を注ぎ」。契約を結ぶことを指していると考えられる。
直訳，「ファラオのとりでに」。
または，「突進する毒蛇」。
用語集参照。
または，「指示」。
もしかすると，「水ため」。
または，「合図のさお」。
または，「と待ち続けて」。
または，「一心に待つ」。
または，「鋳造された像」。
もしかすると，「汚物と呼ぶ」。
脱穀したものを放り上げ，もみ殻を風で吹き分ける作業。
または，「崩壊」，「裂け目」。
直訳，「エホバの名」。
または，「その方の息」。
直訳，「無価値」。
または，「のために自分を神聖なものとする」。
または，「の音に合わせて」。
ここでは物を燃やす比喩的な場所を指しており，滅びを表している。


^ （詩 37:10， 11） ほんのもう少しすれば悪人はいなくなる。 彼らがいた場所を見ても，もういない。 11 しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^ （詩 37:29） 正しい人は地上に住み続け*， そこで永遠に暮らす。

または，「地球が与えられ」。


^ （詩 37:11） しかし，温厚な人は地上に住み続け*， 豊かな平和をこの上なく喜ぶ。

または，「地球が与えられ」。


^ （マタ 5:5） 温和な人たちは幸福です。地球を与えられるからです。



^ （ルカ 23:43） イエスは言った。「今日あなたに言います。あなたは私と共にパラダイスにいることになります」。








研究記事51

大変な時にも穏やかな気持ちでいるには


「動揺してはならず，弱気になってもなりません」。ヨハネ 14:27

112番の歌 エホバは平和の神

何を学ぶか*




 1. 「神からの平和」とは何ですか。「神からの平和」はどのように助けとなりますか。（フィリピ 4:6，7）

誰もが得られるわけではない，特別な平和があります。「神からの平和」です。これはエホバとの強い絆がある人だけが得られるものです。この平和があれば，穏やかな気持ちでいられます。（フィリピ 4:6，7を読む。）エホバを愛する人たちと友達になることができますし，「平和の神」であるエホバといっそう親しくなることもできます。（テサ一 5:23）エホバを知って信頼し，エホバの言う通りにするなら，大変なことがあっても，「神からの平和」のおかげで穏やかな気持ちでいることができます。

 2. 大変なことがあっても穏やかな気持ちでいられるのはどうしてですか。

2 大変な状況でも，本当に「神からの平和」を得られるのでしょうか。感染症の流行や災害，暴動，迫害などがあると，とても不安に思うものです。でもイエスは，「動揺してはならず，弱気になってもなりません」と言いました。（ヨハ 14:27）兄弟姉妹はイエスのこの言葉の通りにしています。エホバの助けがあるので，大変なことがあっても穏やかな気持ちでいることができています。






感染症が流行する時


 3. 感染症が流行すると，私たちはどんな影響を受けますか。

3 感染症が流行すると，私たちの生活は大きく変わります。ある調査によると，新型コロナウイルスが流行した影響で，対象者の半数以上が睡眠障害を抱えていました。さらに，不安やうつ病を訴える人や，アルコールや薬物の乱用，家庭内暴力，自殺未遂なども急激に増加しました。感染症が流行している時も，不安な気持ちを抑え，「神からの平和」を味わうにはどうすればよいでしょうか。

 4. 世界中で感染症が流行するとしても，私たちが驚かないのはどうしてですか。

4 イエスは，終わりの時代に「あちらこちらで」流行病があると予告しました。（ルカ 21:11）私たちはこの預言を知っているので，世界中で感染症が流行するとしても，驚くことはありません。イエスも，終わりの時代に生きる人たちに向けて，「動揺しないようにしなさい」と教えています。（マタ 24:6）



[image: タブレットを手にした1人の姉妹が，ヘッドホンで朗読を聞いている。]

感染症が流行する中でも穏やかな気持ちでいる上で，聖書のオーディオ版を聞くことは役立つ。（5節を参照。）





 5. （ア）フィリピ 4章8，9節からすると，感染症が流行して不安になる時，どんなことを祈れますか。（イ）聖書のオーディオ版を聞くとよいのはなぜですか。

5 感染症が流行すると，不安で頭がいっぱいになることがあります。デジー姉妹がそうでした。* 新型コロナウイルスで，叔父，いとこ，かかりつけの医師が亡くなったので，姉妹は自分もコロナに感染して高齢の母親にうつしてしまうのではないか，と不安になりました。また，仕事も失いそうになり，食費や家賃のことが心配になりました。夜も眠れないほどでした。でも，やがて姉妹は穏やかな気持ちを取り戻しました。どのようにでしょうか。「不安な気持ちを和らげ，前向きな見方ができるように助けてください」とエホバに祈りました。（フィリピ 4:8，9を読む。）聖書のオーディオ版を聞いて，エホバに語り掛けてもらうようにもしました。姉妹はこう言っています。「温かな朗読の声を聞いていると，気持ちが落ち着き，エホバの優しさを感じました」。（詩 94:19）

 6. 聖書を勉強することや集会に出席することが大切なのはどうしてですか。

6 感染症が広がると，これまでの生活スタイルや習慣が崩れてしまうかもしれません。それでも，聖書を勉強したり集会に出席したりする習慣を守る必要があります。出版物や動画から，兄弟姉妹が大変な中でもエホバに目を向けて頑張っていることを知ると，「自分も頑張ろう」という気持ちになるでしょう。（ペテ一 5:9）集会に行くと，前向きになれる聖書の言葉を学べます。兄弟姉妹と励まし合うこともできます。（ロマ 1:11，12）エホバが病気の人や不安を感じている人や寂しく思っている人をどのように支えてきたかについて，じっくり考えてみてください。そうすれば，「エホバは自分のことも支えてくれるから大丈夫だ」という気持ちになるでしょう。

 7. 使徒ヨハネからどんなことを学べますか。

7 兄弟姉妹とよく連絡を取るようにしましょう。感染症が流行すると，フィジカル･ディスタンスを取る必要があり，仲間と気軽に会うことが難しくなります。使徒ヨハネも同じような経験をしました。ヨハネは友達のガイオに直接会いたいと思っていましたが，そうすることができませんでした。（ヨハ三 13，14）では，どうしたでしょうか。手紙を書いて送ることにしました。私たちも，兄弟姉妹と直接会えないとしても，電話やビデオ通話やメールなどで連絡を取ることができます。そうすれば，心が落ち着き，寂しさは和らぐでしょう。不安な気持ちが消えないなら，長老たちに話してください。長老たちは優しく助けてくれます。（イザ 32:1，2）






災害に遭った時


 8. 災害に遭うとどんな気持ちになるかもしれませんか。

8 洪水や地震や山火事などの災害に遭うと，とてもつらい気持ちになります。そうした気持ちが長く続くこともあります。大切な家族や友達を亡くしたり，家や持ち物を失ったりすると，悲しみや絶望感や怒りさえ感じるかもしれません。だからといって，エホバへの信仰が弱いとか，物への愛着が強過ぎるというわけではありません。災害などに遭うと，そうした気持ちになるのも無理はありません。（ヨブ 1:11）では，そのような大変な中でも，どうすれば穏やかな気持ちでいることができるでしょうか。

 9. 私たちが災害に遭うことを予期できるのはどうしてですか。

9 世の中の人たちは，自分が直接災害の被害に遭うとはあまり思っていないかもしれません。でも私たちは，イエスの預言を知っているので，災害が増えて自分も被害に遭う可能性があるということを理解しています。イエスは，終わりが来る前に「大きな地震」などの災害がある，と言いました。（ルカ 21:11）「不法なことが増える」とも予告していました。確かに，今の世界では犯罪や暴力やテロが多く見られています。（マタ 24:12）イエスは，こうした大変な目に遭うのはエホバに見捨てられた人たちだけだ，とは言いませんでした。実際，エホバに仕えている人たちも被害に遭っています。（イザ 57:1。コリ二 11:25）エホバは，私たちが災害に全く遭わないよう奇跡的に守ることはないでしょう。でも，私たちが冷静さや穏やかな気持ちを保てるように，いろいろな方法で助けてくれます。

10. 前もって災害に備えておくなら，エホバを信頼していることになります。どうしてそう言えますか。（格言 22:3）

10 災害などの非常事態が起きた時にどうするかを前もって決めておくなら，落ち着いて行動することができます。でも，このように準備しておくことは，エホバを信頼していないということになるのでしょうか。そんなことはありません。エホバを信頼しているからこそ，備えておくのです。聖書の中でエホバは，危険な状況を予測して，前もって備えておくようにと教えています。（格言 22:3を読む。）エホバの組織も，雑誌や集会や会衆へのお知らせを通して，災害に備えておくようにと繰り返し勧めています。* ですから，エホバを信頼しているなら，こうした指示に今従い，災害に前もって備えておくようにしましょう。



[image: 1人の姉妹が車の運転席に座り，地図を手にしている。隣には，水など非常時に必要な物が用意してある。]

前もって準備しておくなら，災害の時に命を守れる。（11節を参照。）*





11. マーガレット姉妹の例からどんなことを学べますか。

11 マーガレット姉妹の例を考えてみましょう。姉妹が住んでいる地域で山火事が発生し，避難命令が出されました。みんなが一斉に逃げようとしたので，道路が大渋滞になりました。黒い煙が立ち込める中，姉妹は車の中で身動きが取れなくなってしまいました。でも，姉妹は生き延びることができました。どうしてでしょうか。別のルートでも逃げることができるように，かばんの中に地図を入れておいたからです。それだけでなく，事前にその道を運転して確認しておいたので，スムーズに逃げることができました。この例から，前もって備えておくことの大切さがよく分かります。

12. 当局やエホバの組織からの指示に従うことが大切なのはどうしてですか。

12 当局は，私たちの命を守り，混乱が起きないようにするために，外出規制や避難に関する指示を出すことがあります。そうした指示にすぐには従わない人たちもいます。家や持ち物のことが気になって，従いにくく感じるのかもしれません。でも，クリスチャンは次のように勧められています。「人間が作ったもの全てに，主のために従ってください。高い地位にいる王にも，……王から遣わされた総督にも従うのです」。（ペテ一 2:13，14）エホバの組織も，私たちの命を守るために指示を与えます。例えば，長老たちに最新の連絡先を伝えておくようにと言われる場合，その通りにしていますか。ほかにも，避難に関する指示や救援物資を受け取る方法について知らされることがあります。救援活動をどのように行うかについても指示が与えられるかもしれません。こうした指示に従わないなら，自分の命だけでなく，長老たちの命も危険にさらすことになります。長老たちは会衆の兄弟姉妹を見守る務めがあるからです。（ヘブ 13:17）マーガレット姉妹はこう言います。「私が安全に逃げられたのは，組織や長老たちの指示に従ったからです」。

13. 兄弟姉妹が避難先でも前向きで穏やかな気持ちでいるために，どんなことが助けになっていますか。

13 自然災害や戦争や暴動などのせいで，避難しなければならない兄弟姉妹も大勢います。それでも，避難先の生活に順応し，できるだけ早くクリスチャンとしての活動を再開できるように頑張っています。迫害されて各地に散らされた1世紀のクリスチャンと同じように，「神の言葉の良い知らせを広め」ています。（使徒 8:4）伝道を行うと，自分たちの大変な問題ではなく王国に目を向けることができます。それで，前向きで穏やかな気持ちでいられます。






迫害される時


14. 迫害に遭うと，どんな気持ちになるかもしれませんか。

14 迫害に遭うと，穏やかな気持ちでいるのが難しくなります。私たちは，逮捕される心配をせずに，集会や伝道や日常の活動を自由に行いたいと願っています。でもこうした自由が奪われると，「いつ自分も危険な目に遭うか分からない」と感じて，不安になるかもしれません。そのような気持ちになるのも，無理もないことです。でも注意が必要です。イエスは，迫害のせいでエホバへの信仰を失うことがあると言いました。（ヨハ 16:1，2）では，どうすれば迫害に遭っても穏やかな気持ちでいることができるでしょうか。

15. 迫害に遭っても穏やかな気持ちでいられるのはどうしてですか。（ヨハネ 15:20; 16:33）

15 聖書には，「神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます」とあります。（テモ二 3:12）でも，このことを受け入れにくく感じる人もいます。アンドレイ兄弟は，自分の国でエホバの証人の活動が禁止された時，「この国にはエホバの証人がたくさんいるから，みんなが逮捕されることはないだろう」と考えました。それで穏やかな気持ちになれたでしょうか。いいえ。それどころか，不安や恐れの気持ちが大きくなりました。一方，周りの兄弟たちは，逮捕されることを覚悟しつつ，エホバに全てお任せしていました。その結果，アンドレイ兄弟よりも落ち着いていました。兄弟は自分も同じようにエホバに頼ろうと思いました。すると，気持ちが穏やかになり，大変な中でも前向きな考え方ができるようになりました。私たちもエホバに頼るなら，穏やかな気持ちでいることができます。イエスは，私たちが迫害を受けると予告していますが，それでもエホバに仕え続けていくことができるとも言っています。（ヨハネ 15:20; 16:33を読む。）

16. 迫害される時，どんな指示に従う必要がありますか。

16 エホバの証人の活動が禁止されたり制限されたりしたなら，支部や長老たちから指示が与えられます。それにぜひ従うようにしましょう。理解できないように思うとしても，従うのは大事なことです。そうするなら，私たちは守られ，信仰を強める食物をもらうことができ，伝道を続けていくこともできるからです。（ヤコ 3:17）また，兄弟姉妹や会衆の活動についての情報を，知る権利がない人に伝えないようにもしましょう。（伝 3:7）



[image: 1人の兄弟が昼休みに同僚と話している。スマートフォンから聖句を紹介している。]

大変な中でも穏やかな気持ちでいるために，どんなことができるか。（17節を参照。）*





17. 1世紀の使徒たちにどのように倣えますか。

17 サタンがエホバに仕える人たちを攻撃するのは，彼らが「イエスについて証言する務めを与えられている」からです。（啓 12:17）それでも，サタンやサタンの側にいる人たちを恐れないようにしましょう。伝道や教える活動を行うなら，喜びや穏やかな気持ちを味わうことができます。1世紀の使徒たちは，ユダヤ人の権力者たちから伝道を禁じられました。それでもエホバに従い，伝道を続けたので，喜びを味わうことができました。（使徒 5:27-29，41，42）私たちの活動が制限される時には，慎重に伝道を行う必要があります。（マタ 10:16）それでも伝道を続けるなら，穏やかな気持ちでいられます。命を救うメッセージを伝えることができ，エホバに喜んでもらうことができるからです。






「平和の神が共にいてくださいます」


18. 大変な経験をする時にも，どうすれば穏やかな気持ちでいられますか。

18 いろいろと大変な経験をする時にも，穏やかな気持ちでいることができます。そうした時に必要なのは，エホバ神だけが与えてくださる平和です。それで，感染症が流行したり，災害に遭ったり，迫害されたりする時には，エホバに頼り，エホバの組織から離れないようにしましょう。将来の素晴らしい希望に目を向けるのもよいことです。そうすれば，「平和の神が共にいてくださいます」。（フィリ 4:9）次の記事では，大変な思いをしている兄弟姉妹が「神からの平和」を得られるよう，どのように助けられるかを考えます。







どうすれば穏やかな気持ちでいられますか


	  感染症が流行する時



	  災害に遭った時



	  迫害される時









38番の歌 神はあなたを強い人にしてくださる

^  エホバは，ご自分を愛する人たちに平和を与えると約束しています。この「神からの平和」とは何でしょうか。どうすればその平和を得ることができますか。感染症が流行したり，災害に遭ったり，迫害されたりする時に，「神からの平和」はどのように助けとなるでしょうか。この記事ではこうした点を考えます。


^  一部の名前は変えてあります。


^  「目ざめよ！」2017 No. 5の「防災 いざという時に備える」という記事を参照。




^  写真や挿絵: 1人の姉妹が事前の準備のおかげで無事に避難できている。


^  写真や挿絵: エホバの証人の活動が制限されている中でも，1人の兄弟が慎重に伝道している。






^ （ヨハ 14:27） 私はあなたたちが受けている平和をこれからも与えます。それは世が与える平和とは違います。動揺してはならず，弱気になってもなりません。



^ （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^  （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^  （テサ一 5:23） 平和の神が，皆さんを全く神聖なものとしてくださいますように。そして，皆さんの精神と命と体が，全ての点で健全であり，私たちの主イエス･キリストの臨在*の際に非難されるところがないものでありますように。

用語集参照。


^  （ヨハ 14:27） 私はあなたたちが受けている平和をこれからも与えます。それは世が与える平和とは違います。動揺してはならず，弱気になってもなりません。



^  （ルカ 21:11） 大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります。また，恐ろしい光景や天からの大きなしるしがあります。



^  （マタ 24:6） あなたたちは戦争の音や戦争の知らせを聞きます。動揺しないようにしなさい。これらのことは必ず起きますが，終わりはまだなのです。



^ （フィリ 4:8， 9） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。 9 皆さんが私から学んだことや受け入れたこと，また見たり聞いたりしたことを，実践してください。そうすれば，平和の神が共にいてくださいます。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。


^  （フィリ 4:8， 9） 最後に，兄弟たち，真実なこと，真面目なこと，正しいこと，清い*こと，愛すべきこと，立派なこと，高潔なこと，称賛に値することについて，考え*続けてください。 9 皆さんが私から学んだことや受け入れたこと，また見たり聞いたりしたことを，実践してください。そうすれば，平和の神が共にいてくださいます。

または，「貞潔な」。
または，「黙想し」。


^  （詩 94:19） 心配事で圧倒されそうな*時， あなたは私を安心させ*，落ち着かせてくださった。

または，「不安な気持ちでいっぱいになった」。
または，「慰め」。


^  （ペテ一 5:9） 揺るぎない信仰を持ち，悪魔に立ち向かってください。ご存じの通り，世界中にいる，信仰で結ばれた兄弟たちが，同じような苦しみを経験しています。



^  （ロマ 1:11， 12） 皆さんに会うことを心から願っています。神からの贈り物を与えて*，皆さんを力づけるためです。 12 いえ，むしろ，皆さんの信仰と私の信仰によって励まし合うためです。

または，「神からの能力を用いて」。


^  （ヨハ三 13， 14） あなたに伝えたいことはたくさんありますが，このままペンとインクで書いていこうとは思いません。 14 近いうちにあなたに会いに行って，顔を合わせて話したいと思っています。 あなたに平和がありますように。 友人たちがあなたによろしくと言っています。そちらの友人たち一人一人に，私からのあいさつを伝えてください。



^  （イザ 32:1， 2） 1人の王が正義のために統治する。 高官たちが公正のために治める。  2 彼らはおのおの，風から逃れるための場所， 暴風雨から避難するための場所， 水のない土地に流れる水， 乾き切った土地にある大岩の陰のようになる。



^  （ヨブ 1:11） 試しに，あなたの手を出して，彼の持つもの全てを破壊してください。彼はきっと面と向かってあなたを侮辱します」。



^  （ルカ 21:11） 大きな地震があり，あちらこちらで食糧不足や流行病があります。また，恐ろしい光景や天からの大きなしるしがあります。



^  （マタ 24:12） 不法なことが増えるために，大半の人の愛が冷えます。



^  （イザ 57:1） 正しい人が死んでも， 誰も心に留めない。 忠実な*人たちが連れ去られる*のに， 正しい人が災いのゆえに*連れ去られたことを誰も悟らない。

または，「揺るぎない愛を示す」。
死ぬということ。
もしかすると，「災いから」。


^  （コリ二 11:25） 棒で打ちたたかれたことが3度，石を投げ付けられたことが1度，難船したことが3度あり，一昼夜海上を漂ったこともあります。



^ （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （格 22:3） 聡明な人は危険に気付いて身を隠すが， 経験のない人たちは進んでいって当然の報い*を受ける。

または，「罰」。


^  （ペテ一 2:13， 14） 人間が作ったもの*全てに，主のために従ってください。高い地位にいる王にも， 14 悪人を処罰して善人を褒めるために王から遣わされた総督にも従うのです。

または，「制度」。


^  （ヘブ 13:17） 皆さんを教え導いている*人たちに従い，進んで応じてください。その人たちは皆さんを見守っており，そのことに関して責任を問われることになります。それで，その人たちが喜んで働けるようにしてください。もし嘆きながら働くことになれば，それは皆さんのためになりません。

または，「皆さんの中で率先している」。


^  （使徒 8:4） さて，散らされた人々は各地を回って神の言葉の良い知らせを広めた。



^  （ヨハ 16:1， 2） 私がこれらのことを言ったのは，あなたたちが信仰を失わない*ためです。 2 人々はあなたたちを会堂から追放します。実際，あなたたちを殺す人が皆，自分は神に神聖な奉仕をしたと思う時が来ます。

または，「罪を犯さない」。


^ （ヨハ 15:20） 奴隷は主人より偉くない，という私の言葉を覚えておきなさい。世の人々が私を迫害したのであれば，あなたたちをも迫害します。私の言葉を守ったのであれば，あなたたちの言葉も守ります。



^ （ヨハ 16:33） これらのことを言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。



^  （テモ二 3:12） 神への専心を貫き，キリスト･イエスに従って生きようとする人は皆，同じように迫害を受けます。



^  （ヨハ 15:20） 奴隷は主人より偉くない，という私の言葉を覚えておきなさい。世の人々が私を迫害したのであれば，あなたたちをも迫害します。私の言葉を守ったのであれば，あなたたちの言葉も守ります。



^  （ヨハ 16:33） これらのことを言ったのは，あなたたちが私によって平和な気持ちになるためです。あなたたちは世で苦難に遭いますが，勇気を出しなさい！ 私は世を征服したのです」。



^  （ヤコ 3:17） 一方，天からの知恵を持つ人は，第一に清く，次いで平和を求め，分別があり，進んで従い，憐れみと良い実に満ち，差別をせず，偽善的ではありません。



^  （伝 3:7） 裂くのに時があり，縫うのに時がある。 黙っているのに時があり，話すのに時がある。



^  （啓 12:17） それで竜は女に対して激怒し，彼女の子孫*のうちの残っている人たち，すなわち，神のおきてを守り，イエスについて証言する務めを与えられている人たちと戦うために去っていった。

直訳，「種」。


^  （使徒 5:27-29） こうして使徒たちは連れてこられ，サンヘドリンの前に立たされた。大祭司が質問して， 28 言った。「もうあの名によって教えてはならないときっぱり命じたのに，あなたたちはエルサレム中で教えを広め，あの男が死んだ責任を私たちに負わせようとしている」。 29 ペテロとほかの使徒たちは答えた。「私たちは，人ではなく神に従わなければ*なりません。

または，「統治者に従うように従わなければ」。


^  （使徒 5:41， 42） 使徒たちは，イエスの名のために辱められるという栄誉を与えられたことを喜びつつ，サンヘドリンの前から出ていった。 42 そして毎日，神殿で，また家から家へと行って教え，キリストであるイエスについての良い知らせを広め続けて，やめなかった。



^  （マタ 10:16） さあ，私はあなたたちを遣わします。あなたたちはオオカミの間にいる羊のようになります。それで，蛇のように用心深く，しかもハトのように純真なことを示しなさい。



^  （フィリ 4:9） 皆さんが私から学んだことや受け入れたこと，また見たり聞いたりしたことを，実践してください。そうすれば，平和の神が共にいてくださいます。








研究記事52

大変な時を乗り切れるよう仲間を助ける


「あなたに助ける力があるときに，善を行うべき相手にそうせずにいてはならない」。格言 3:27

103番の歌 牧者という贈り物

何を学ぶか*




 1. エホバはどんな方法で祈りに答えることがありますか。

誰かが心からの祈りを捧げる時，エホバはその祈りに答えるためにあなたを用いることがあります。エホバは，長老や援助奉仕者，開拓者や伝道者，若い人や年長の人，兄弟や姉妹など，いろいろな人を用います。エホバを愛する人が助けを求めて祈る時，長老や仲間の兄弟姉妹を通して「慰めてくれ」ます。（コロ 4:11）エホバや仲間のために働くことができるのは，本当に幸せなことです。では，感染症の流行や災害や迫害が起きる時，仲間を助けるためにどんなことができるでしょうか。






感染症が流行する時


 2. 感染症が流行すると，仲間を助ける上でどんな難しさがありますか。

2 感染症が流行すると，兄弟姉妹を助けるのは難しくなります。例えば，感染のリスクがあるので，家を訪ねることはなかなかできないかもしれません。お金に困っている仲間を食事に招待したいと思っても，そうすることができないでしょう。また，自分の家族が大変な状況にあると，仲間を助けることまではできないと感じるかもしれません。それでも，私たちはぜひ仲間を支えたいと思っています。エホバは私たちができる限りのことをする時，喜んでくださいます。（格 3:27; 19:17）では，どのように仲間の力になれるでしょうか。

 3. デジー姉妹の会衆の長老たちからどんなことを学べますか。（エレミヤ 23:4）

3 長老たちにできること。長老たちは会衆の兄弟姉妹のことをよく知るようにしましょう。（エレミヤ 23:4を読む。）前の記事に出てきたデジー姉妹はこう言います。* 「私の野外奉仕グループの長老たちは，以前から一緒に伝道したり，みんなで楽しい時間を過ごしたりしてくれていました」。このようにしてよく知り合っていたので，デジー姉妹がパンデミックで親族を亡くした時にも，長老たちはすぐに助けることができました。

 4. デジー姉妹が大変な時，長老たちが力になれたのはどうしてですか。ここから何を学べますか。

4 デジー姉妹はこう言います。「長老たちとよく知り合っていたので，自分の悩みや不安を話しやすかったです」。このことから，長老たちは何を学べますか。難しい状況が生じる前から仲間の様子をよく知っておくようにしましょう。兄弟姉妹と友になってください。感染症が流行して直接訪問することが難しいとしても，できることはあります。デジー姉妹はこう言います。「同じ日に，何人もの長老たちから電話やメールが来たこともあります。聖書の言葉を使って力づけてもくれました。よく知っている聖句でしたが，とても心に染みました」。

 5. 長老たちは，兄弟姉妹にどんな助けが必要かを知るために何ができますか。どんな面で力になれますか。

5 兄弟姉妹にどんな助けが必要かを知るために，上手に質問しましょう。（格 20:5）食べ物や薬などの必要な物に困っていないでしょうか。仕事には影響が出ていないでしょうか。家賃は払えているでしょうか。公的支援を受けるためのサポートが必要でしょうか。デジー姉妹の場合，兄弟姉妹が必要な物をいろいろと届けてくれました。でも，この大変な時を乗り切る上で特に力になったのは，長老たちが感情面や信仰面で助けてくれたことでした。姉妹はこう言います。「長老たちは私のために祈ってくれました。どんな内容の祈りだったかは覚えていませんが，とてもうれしかったのを覚えています。エホバが『独りじゃないから大丈夫だよ』と言ってくれているようでした」。（イザ 41:10，13）



[image: 1. 王国会館で開かれている集会で，司会者の兄弟がタブレットを見ている。画面には，オンラインで参加している兄弟が写っている。2. 自宅から参加しているその兄弟が，手を挙げてコメントしようとしている。兄弟は酸素チューブを使っている。]

司会者の兄弟が，王国会館に出席している人や，病気のためにオンラインで参加している兄弟のコメントを聞いて，うれしそうにしている。（6節を参照。）





 6. 兄弟姉妹を助けるために，会衆の一人一人にはどんなことができますか。（写真を参照。）

6 みんなにできること。もちろん，長老たちが兄弟姉妹を助ける面で率先します。でも，エホバの願いは，私たちみんなが仲間を助けることです。（ガラ 6:10）病気の人にちょっとした親切を示すなら，喜んでもらえます。子供たちはお見舞いの手紙や絵を描いてプレゼントすることができます。若い人たちは買い物に行ってあげることができるでしょう。病気の人のために食事を作って家に届けることもできるかもしれません。感染症が流行すると，会衆のみんなに励ましが必要です。それで集会の後，少し残っておしゃべりすることができます。王国会館に出席していても，オンラインで参加していても，仲間を気遣うことができます。長老たちにも励ましが必要です。感染症が流行するといっそう忙しくなるからです。それで，長老たちに感謝の手紙を送っている兄弟姉妹もいます。このように会衆のみんなで「励まし合い，力づけ合」うのは本当に大切なことです。（テサ一 5:11）






災害が起きた時


 7. 災害が起きると，どんなつらい経験をしますか。

7 災害が起きると，突然大きな変化を経験します。家や持ち物を失ったり，大切な家族や友達を亡くしたりします。兄弟姉妹もこうしたつらい経験をすることがあります。では，災害が起きた時，仲間を助けるためにどんなことができるでしょうか。

 8. 長老や家族の頭は，災害が起きる前にどんなことをしておく必要がありますか。

8 長老たちにできること。兄弟姉妹が災害に備えてきちんと準備をしておくように助けてください。自分の身を守る方法や，長老たちと連絡を取る方法をきちんと理解しているか，確かめましょう。前の記事に出てきたマーガレット姉妹はこう言います。「長老たちは，会衆の必要の話で，『山火事の時期はまだ終わっていないので，気を付けるように』と言いました。『政府から避難指示が出たり身の危険を感じたりしたなら，すぐに逃げるように』とも言っていました」。このアドバイスは本当にぴったりのタイミングで与えられました。5週間後に，とても大きな山火事が起きたからです。家族の頭の皆さん，家族の崇拝の時に，災害が起きたらそれぞれがどう行動すべきかを話し合っておくようにしましょう。よく準備しておくなら，災害が起きても落ち着いて行動することができるでしょう。

 9. 災害が起きる前や後に，長老たちはどんなことをしますか。

9 野外奉仕グループの監督は，災害が起きる前にグループの兄弟姉妹全員の連絡先を知っておく必要があります。そうした情報をリストにし，変更があったならすぐに反映しましょう。災害が起きたなら，グループの兄弟姉妹一人一人と連絡を取り，困っていることがないかを確認します。そして，その情報をすぐに長老団の調整者に知らせます。調整者は巡回監督に伝えます。兄弟たちがこのように協力することで，被災した兄弟姉妹を一番良い方法で助けることができます。マーガレット姉妹が住む地域で山火事が起きた時，巡回区内で450人ほどが自宅から逃げなければなりませんでした。そうした兄弟姉妹と連絡を取り，助けるために，長老たちが一生懸命に働きました。巡回監督は36時間眠ることなく，その長老たちをサポートしました。（コリ二 11:27）兄弟たちがこのように協力して働いたので，被災した兄弟姉妹全員が無事に避難先を確保することができました。

10. 長老たちが兄弟姉妹を感情面や信仰面で支えるのが大切なのはどうしてですか。（ヨハネ 21:15）

10 長老たちには感情面や信仰面で兄弟姉妹を助ける責任もあります。（ペテ一 5:2）もちろん，災害が起きた直後は，安否を確認したり衣食住の面で助けたりします。でも，その後しばらくの間，感情面や信仰面で支えていく必要があります。（ヨハネ 21:15を読む。）支部委員会で奉仕しているハロルド兄弟は，被災した兄弟姉妹を大勢訪問してきました。兄弟はこう言います。「元気を取り戻すには時間がかかるものです。兄弟姉妹はだんだんと普段の生活へ戻っていきますが，家族や友達を亡くしたこと，家や大切なものを失ったこと，怖い思いをして生き延びたことは，なかなか忘れられません。そうしたことを思い出して，とても悲しい気持ちになることもあります。でもそれはごく自然なことであって，エホバへの信仰が弱いということではありません」。

11. 家族にはどんな助けが必要ですか。

11 長老の皆さん，「泣く人と一緒に泣きましょう」。（ロマ 12:15）被災した兄弟姉妹に，エホバや仲間から愛されているということを伝えてください。兄弟姉妹が，家族みんなで祈りや聖書の勉強や集会や伝道といった良い習慣を守れるようにも助けましょう。親は，災害で失われない貴重なものに子供が目を向けられるよう助ける必要があります。長老たちはこの面でも親たちをサポートできます。親の皆さん，エホバがいつもそばにいて力になってくれる，ということをお子さんに教えてください。世界中の兄弟姉妹がぜひ助けたいと思ってくれていることも伝えましょう。（ペテ一 2:17）



[image: 1組の夫婦が，避難生活をしている母親と幼い息子に食べ物などの必要な物を届けている。]

近くで災害が起きた時，仲間を助けることができますか。（12節を参照。）*





12. 被災した仲間を助けるために，どんなことができますか。（写真を参照。）

12 みんなにできること。近くで災害が起きた時には，自分に何ができるか，長老たちに尋ねてみてください。例えば，被災した兄弟姉妹や救援活動に来た兄弟姉妹を家に泊めてあげられるかもしれません。食べ物や生活に必要な物を届けることもできるでしょう。災害が遠くで生じた場合にも，力になれます。被災した仲間のためにエホバに祈ることができますし，世界的な活動のために寄付して，救援活動をサポートすることもできます。（コリ二 1:8-11; 8:2-5）被災地に出掛けていけるなら，そのことを長老に伝えてください。救援活動に参加するよう招待されるなら，いくらか訓練を受けた後，必要に応じて被災地へ派遣されるでしょう。






迫害される時


13. エホバの証人の活動が禁止されると，どんな難しい状況が生じますか。

13 エホバの証人の活動が禁止されると，いろいろと難しい状況が生じます。兄弟姉妹は経済的な問題や病気や愛する人の死などを経験して助けが必要になるかもしれません。でも，長老たちは思うように連絡を取ったり訪問したりできないことがあります。前の記事に出てきたアンドレイ兄弟もそうでした。兄弟の野外奉仕グループのある姉妹は，生活に困っていました。そんな中，交通事故に遭い，手術が幾つも必要になって，働けなくなってしまいました。兄弟たちは，禁令や感染症の影響で自由に動くことはできませんでしたが，姉妹を助けるためにできる限りのことをしました。では，エホバは姉妹をどのように助けたでしょうか。

14. 長老たちはどのようにエホバに頼れますか。

14 長老たちにできること。アンドレイ兄弟はエホバに祈り，自分にできることをしました。エホバはその祈りに答え，もっと自由に動くことができる会衆の人たちを用いて姉妹を助けました。通院の送り迎えをした人もいれば，金銭的な援助をした人もいました。このようにして，一人一人が勇気を出して自分にできることを一生懸命に行ったので，エホバの助けで姉妹を支えることができました。（ヘブ 13:16）長老の皆さん，活動が制限されている時には，兄弟姉妹に協力してもらいましょう。（エレ 36:5，6）そして，何よりもエホバに頼ってください。仲間を支えることができるよう，エホバは必ず助けてくださいます。

15. 迫害の中でも兄弟姉妹と仲良くするために，どんなことができますか。

15 みんなにできること。禁令下では，少ない人数で集まらなければならなくなるでしょう。それで，今から兄弟姉妹と仲良くすることは本当に大切です。私たちが戦うべきなのは，サタンであって仲間の兄弟姉妹ではありません。仲間の失敗や間違いを大目に見るようにしましょう。意見がぶつかった時には，できるだけ早く解決するようにします。（格 19:11。エフェ 4:26）そして，仲間を進んで助けてください。（テト 3:14）アンドレイ兄弟の野外奉仕グループの兄弟姉妹は，困っていた姉妹を助けたことでいっそう親しくなり，家族のような絆が生まれました。（詩 133:1）

16. コロサイ 4章3，18節からすると，迫害されている兄弟姉妹をどのように支えることができますか。

16 政府からの制限がある中でも，エホバに一生懸命仕えている兄弟姉妹は何十万人もいます。投獄されている人たちもいます。私たちは，そうした兄弟姉妹やその家族のために祈ることができます。また，投獄されている仲間を助けている兄弟姉妹のためにも祈れます。自分も逮捕されることを覚悟の上で，信仰面や法律面でサポートしたり，必要な物を届けたりしているからです。* （コロサイ 4:3，18を読む。）祈りにはとても大きな力がある，ということを忘れないようにしましょう。（テサ二 3:1，2。テモ一 2:1，2）



[image: 父親と母親が2人の子供と一緒に家族の崇拝をしている。息子が，「ダニエル 信仰を貫いた人」のビデオについて話している。]

迫害に備えて家族でどんなことができますか。（17節を参照。）





17. 迫害に備えてどんなことができますか。

17 家族みんなで迫害に備えるようにしましょう。（使徒 14:22）起きるかもしれない大変なことについていろいろと考えるのではなく，自分も子供たちもエホバとの絆を強めるようにします。不安を感じる時には，自分の気持ちを全てエホバに話してください。（詩 62:7，8）どうしてエホバを信頼できるのか，家族で話し合うこともできます。* 災害の場合と同じように，迫害にも前もって備えをし，エホバに頼るようにしましょう。そうすれば，子供たちは迫害に遭っても，勇気を出し，穏やかな気持ちでいることができるでしょう。

18. 将来どんなことが起きますか。

18 「神からの平和」があれば，感染症の流行や災害や迫害といった大変な状況を経験しても，穏やかな気持ちでいることができます。（フィリ 4:6，7）エホバは，長老たちを用いて私たちを助けてくれます。そして，私たちみんなが互いに助け合うようにも願っています。このようにして今「神からの平和」を得ているなら，将来のもっと難しい問題や「大患難」にも備えていることになります。（マタ 24:21）大患難の時には，穏やかな気持ちを保つ必要がありますし，そうできるよう仲間を助ける必要もあります。では，大患難後はどうなるでしょうか。不安や心配を感じることはもうありません。エホバがいつまでも続く本物の平和を与えてくださるからです。（イザ 26:3，4）







どうすれば穏やかな気持ちでいるよう仲間を助けられますか


	  感染症が流行する時



	  災害が起きた時



	  迫害される時









109番の歌 心から熱烈に愛しましょう

^  エホバは，大変な状況を経験している人たちを助けるために，仲間の兄弟姉妹を用いることがよくあります。あなたも兄弟姉妹の力になれます。どんなことができるでしょうか。


^  一部の名前は変えてあります。


^  世界本部や支部事務所に，投獄されている兄弟姉妹宛ての手紙の転送を依頼することはできません。


^  「ものみの塔」2019年7月号の「今，迫害に備えましょう」という記事を参照。




^  写真や挿絵: 1組の夫婦が，災害で避難している仲間に食べ物を届けている。






^ （格 3:27） あなた*に助ける力があるときに， 善を行うべき相手*にそうせずにいてはならない。

または，「あなたの手」。
または，「受けるべき人」。


^  （コロ 4:11） ユストと呼ばれるイエスもよろしくと言っています。これらは割礼を受けている人たちです。この人たちだけが神の王国のために私と共に働いており，私をとても慰めて*くれています。

または，「力づけ，助けて」。


^  （格 3:27） あなた*に助ける力があるときに， 善を行うべき相手*にそうせずにいてはならない。

または，「あなたの手」。
または，「受けるべき人」。


^  （格 19:17） 立場が低い人に親切にする人はエホバに貸しており， 神はその行いに報いて*くださる。

または，「返して」。


^ （エレ 23:4） そして私は，彼らをしっかり世話する牧者たちを立てる。彼らはもはや恐れることもおびえることもなくなり，誰も失われない」と，エホバは宣言する。



^  （エレ 23:4） そして私は，彼らをしっかり世話する牧者たちを立てる。彼らはもはや恐れることもおびえることもなくなり，誰も失われない」と，エホバは宣言する。



^  （格 20:5） 人の心の考え*は深い所にある水のようだ。 識別力のある人はそれをくみ上げる。

または，「意図」。


^  （イザ 41:10） 恐れてはいけない。私があなたと共にいる。 心配してはいけない。私があなたの神である。 私はあなたを強くし，必ず助ける。 私の正義の右手であなたをしっかりと支える*』。

または，「つかんで離さない」。


^  （イザ 41:13） あなたの神である私エホバは，あなたの右手をしっかりつかみ， 『恐れてはいけない。私があなたを助ける』と言う。



^  （ガラ 6:10） ですから，機会がある限り，全ての人に，特に同じ信仰を持つ兄弟姉妹に，善いことを行いましょう。



^  （テサ一 5:11） それで，すでにしている通り，これからも励まし*合い，力づけ合ってください。

または，「慰め」。


^  （コリ二 11:27） 苦労して働き，眠れない夜を何度も過ごし，飢えと渇きを覚え，食べ物が何もないことがよくあり，寒さに震え，着る物がないこともありました。



^ （ヨハ 21:15） 弟子たちが朝食を終えると，イエスはシモン･ペテロに言った。「ヨハネの子シモン，これら以上に私を愛していますか」。ペテロは答えた。「はい，主よ，私があなたに愛情を抱いていることをあなたは知っています」。イエスは言った。「私の子羊を養いなさい」。



^  （ペテ一 5:2） 皆さんに委ねられた神の羊の群れを世話してください。強いられてではなく，神の前で進んで監督として奉仕し*，不当な利益を得ようとしてではなく，真剣な態度で世話しましょう。

または，「進んで群れを注意深く見守り」。


^  （ヨハ 21:15） 弟子たちが朝食を終えると，イエスはシモン･ペテロに言った。「ヨハネの子シモン，これら以上に私を愛していますか」。ペテロは答えた。「はい，主よ，私があなたに愛情を抱いていることをあなたは知っています」。イエスは言った。「私の子羊を養いなさい」。



^  （ロマ 12:15） 喜ぶ人と一緒に喜び，泣く人と一緒に泣きましょう。



^  （ペテ一 2:17） あらゆる人を敬い，信仰で結ばれた兄弟たち全員を愛し，神を畏れ，王を敬ってください。



^  （コリ二 1:8-11） 兄弟たち，アジア州で私たちが経験した苦難について知ってほしいと思います。私たちは，どうすることもできないほどのひどい圧迫を受け，命さえ危うい状況でした。 9 死の宣告を受けたように感じました。それにより私たちは，自分自身にではなく，死者を生き返らせる神に頼るようになりました。 10 神は差し迫った死の危険から確かに救ってくださったのであり，これからも救ってくださいます。私たちには，神が今後も救ってくださるという希望があります。 11 皆さんも，私たちのために祈願をすることによって，私たちを助けてください。多くの人の祈りのおかげで私たちは神から恵みを受けることができ，私たちのことで多くの人が感謝の祈りを捧げるでしょう。



^  （コリ二 8:2-5） 彼らは大きな試練に遭って苦悩する中，非常に貧しいにもかかわらず，喜びにあふれ，気前よく与える精神を豊かに示しました。 3 彼らは資力に応じて，というより，資力を超えて与えた，と私は言い切れます。 4 彼らは自分から，親切に与える機会を下さいと私たちに懇願し続けました。聖なる人たちのための救援奉仕に加わることを願ったのです。 5 そして，神の意志に沿ってまず自分を主と私たちに差し出し，期待以上のことを行ってくれました。



^  （ヘブ 13:16） さらに，善を行うことや，持っている物を分け合うことを忘れてはなりません。神はそのような犠牲をとても喜んでくださいます。



^  （エレ 36:5， 6） それからエレミヤはバルクにこう命じた。「私は拘束されていて，エホバの家に入ることができません。 6 それで，あなたが入っていって，私から聞いて巻物に書き取ったエホバの言葉を読み上げてください。断食の日にエホバの家で，人々に聞こえるように読んでください。そのようにして，町々からやって来るユダの民全てに読み聞かせるのです。



^  （格 19:11） 洞察力があればすぐに怒ることはない。 過ち*を見過ごす*人は美しい。

または，「違反」。
直訳，「通り過ぎる」。


^  （エフェ 4:26） 腹が立っても，罪を犯してはなりません。怒ったまま日が沈むことがないようにしましょう。



^  （テト 3:14） 他の兄弟たちも，差し迫った必要が生じたときに助けになれるよう，引き続き立派な行いに励むことを学ぶべきです。実を結ばなくなってはなりません。



^  （詩 133:1） 兄弟たちが一致して共に住むのは， 何と素晴らしいことだろう。 何と心地よいことだろう。



^ （コロ 4:3） 私たちのためにも祈ってください。私たちが神の言葉を広め，キリストに関する神聖な秘密を語ることができるよう，神が扉を開いてくださるようにと祈ってください。その神聖な秘密のために，私は拘禁されています。



^ （コロ 4:18） 私パウロのあいさつを自分の手でここに記します。私が拘禁されていることを覚えていてください。皆さんに惜しみない親切が示されますように。



^  （コロ 4:3） 私たちのためにも祈ってください。私たちが神の言葉を広め，キリストに関する神聖な秘密を語ることができるよう，神が扉を開いてくださるようにと祈ってください。その神聖な秘密のために，私は拘禁されています。



^  （コロ 4:18） 私パウロのあいさつを自分の手でここに記します。私が拘禁されていることを覚えていてください。皆さんに惜しみない親切が示されますように。



^  （テサ二 3:1， 2） 最後に，兄弟たち，私たちのために祈り続けてください。エホバ*の言葉が速やかに広まっていき，皆さんが重んじているその言葉が他の人々にも重んじられるように， 2 また，私たちが有害で邪悪な人々から救われるように祈ってください。誰もが信仰を持っているわけではないからです。

付録A5参照。


^  （テモ一 2:1， 2） 私はまず次のことを勧めます。あらゆる人について，祈願や，嘆願の祈りや，感謝の祈りを捧げることです。 2 王や高い地位にいる人たちについてもです。そうすれば，私たちは神への専心を貫き，常に誠実に，平和で穏やかな生活をしていけるでしょう。



^  （使徒 14:22） 弟子たちを力づけ，信仰を保つよう励まして，「私たちは，多くの苦難を経験して神の王国に入らなければなりません」と言った。



^  （詩 62:7， 8） 私の救いと栄光は神から来る。 神は私の強固な岩，避難所。  8 民よ，いつでも神に頼れ。 あなたの気持ちを全て神に伝えよ。 神は私たちの避難所。（セラ）



^  （フィリ 4:6， 7） 何も心配せず，いつでも祈り，祈願を捧げ，感謝しつつ，願い*を神に知っていただくようにしましょう。 7 そうすれば，神からの平和が，キリスト･イエスを通して皆さんの心と考え*を守ります。その平和は人間の理解をはるかに超えています。

または，「請願」。
または，「知力」。


^  （マタ 24:21） その時，世界の始めから今まで起きたことがなく，いえ，二度と起きないような大患難があるからです。



^  （イザ 26:3， 4） あなたに全く頼る*人たちを，あなたは守り， 絶え間ない平和を与えます。 彼らがあなたを信頼するからです。  4 いつまでもエホバに頼れ。 ヤハ*，エホバは，永遠の岩だからだ。

もしかすると，「考えが揺れ動かない」。
エホバの短縮形。









[image: 地球をパラダイスに変えていく仕事をしている人たち。がれきを片付けたり，家を建てたり，庭を世話したりしている。]



「地球を与えられる」時に向けて今できること


イエスは，「温和な人たちは幸福です。地球を与えられるからです」と言いました。私たちはみんな，この約束が実現する時を心待ちにしています。（マタ 5:5）「地球を与えられる」とは，どういうことでしょうか。天に行く人たちは，イエスと一緒に天から地球を治めます。（啓 5:10; 20:6）一方，ほとんどのクリスチャンは，地上でいつまでも暮らします。完全になり，幸せで穏やかな生活ができるのを楽しみにしています。でも，こうした生活を実現させるために，私たちがすべき仕事もあります。3つ考えてみましょう。地球を管理すること，復活してくる人たちに必要な物を与えること，復活してくる人たちを教えることです。その時に向けて，今からどんなことができるかも考えましょう。





地球を管理する


エホバは人間に，「地上全体に広がり，地球を管理しなさい」と言いました。（創 1:28）この言葉から，エホバが地球全体をパラダイスにしたいと思っていることが分かります。それで，地球に住む人は，エホバのこの言葉の通りにする必要があります。エデンの園はもうないので，地球全体をパラダイスにしていく仕事を一から始めなければなりません。ハルマゲドンの後は，後片付けをする必要もあるでしょう。本当にたくさんの仕事が待っています。

バビロンからユダに帰ってきたイスラエル人も，同じような経験をしました。ユダは70年間，誰も住んでいなかったので，とても荒れ果てていました。でもイザヤは，エホバの助けがあればその土地を回復できる，と預言しました。こう言っています。「エホバは……荒野をエデンのようにし，砂漠平原をエホバの園のようにする」。（イザ 51:3）イスラエル人はこの仕事をやり遂げることができました。私たちもエホバの助けがあれば，地球を美しいパラダイスに変えていくことができます。では，将来こうしたことを行う時に向けて，今どんな準備ができるでしょうか。

家の中や周りをきれいにしておくようにしましょう。近所の人たちがそうしていないとしても，きちんと整えておくのは大事なことです。王国会館や大会ホールの掃除やメンテナンスにも参加しましょう。災害救援の奉仕に申し込むこともできるかもしれません。このようにして，困っている兄弟姉妹をいつでも助けられるように準備できます。「将来，地球をパラダイスに変えていく時に役立つ技術を今から身に付けられるだろうか」と考えてみてください。



[image: 兄弟姉妹が王国会館の掃除やメンテナンスをしている。]








復活してくる人たちに必要な物を与える


イエスは，ヤイロの娘を生き返らせた後，その子に何か食べる物を与えるようにと言いました。（マル 5:42，43）12歳の女の子に食べ物を与えるのはそれほど大変ではなかったでしょう。では，イエスが言った通り，「記念の墓の中にいる人が皆，[イエス]の声を聞いて出てくる」時はどうなるでしょうか。（ヨハ 5:28，29）聖書に詳しいことは書かれていませんが，復活してくる大勢の人たちに食べる物や家や服などを用意してあげる必要があるでしょう。その時のために，今どんなことをしておくとよいでしょうか。

「地球を与えられる」時に向けて，今どんな準備ができますか。





[image: 兄弟姉妹が，パリの国際大会に出席する代表者たちを空港で温かく歓迎している。]



巡回訪問の時に，食事招待に申し込むことができますか。ベテル奉仕者や旅行する奉仕者が割り当ての変更を受けたなら，家を見つけるのを手伝ってあげられるでしょうか。地区大会や特別大会が開かれる場合，大会の前後に自発奉仕をしたり，海外からの代表者をもてなしたりできますか。






復活してくる人たちを教える


使徒 24章15節からすると，復活してくる人たちはかなりの数になるでしょう。その多くは，エホバについて知るチャンスがなかった人たちです。私たちは，そうした人たちにエホバについて教えてあげることができます。* （イザ 11:9）ヨーロッパや南アメリカやアフリカで奉仕してきたシャーロット姉妹はこう言います。「復活してくる人たちに，エホバのことを教えてあげられるのが本当に楽しみです。歴史上の人物について読むと，『もしこの人がエホバのことを知っていたら，どんな人生を送っていただろう』と思います。そうした人たちに素晴らしい真理を教えてあげられると思うと，わくわくします」。

イエスよりも前の時代の人たちも，学ぶことがたくさんあります。例えばダニエルは，自分が書いた預言の意味を理解できませんでした。私たちは，その預言がどのように実現したかを話してあげることができます。それは本当に楽しい時間になるでしょう。（ダニ 12:8）また，ルツやナオミに，子孫からメシアが生まれたということを伝えることもできます。こうした教える活動は，世界中で行われていきます。今のようなストレスや問題がない世界で教える活動に参加できるというのは，本当に素晴らしいことです。



[image: 1人の姉妹が，コインランドリーで女性にパンフレットを渡している。]



この活動のためにどんな準備ができるでしょうか。教える技術を磨いたり，伝道に定期的に参加したりできます。（マタ 24:14）年齢や他の理由であまり多くのことができないと感じるとしても，できる限りのことを行うなら，復活してくる人たちを教える準備をしていることになります。

「地球を与えられる」時を心待ちにしていますか。地球を管理し，復活してくる人たちを助けたり教えたりすることを楽しみにしていますか。こうしたことを行う上で役立つ活動に今一生懸命参加するなら，将来に向けて良い準備ができるでしょう。







^  「ものみの塔」2022年9月号の「大勢を正しい道へと導く」という記事を参照。






^ （マタ 5:5） 温和な人たちは幸福です。地球を与えられるからです。



^ （啓 5:10） そして彼らを，私たちの神に仕える王および祭司とし，彼らは王として地上を治めるのです」。



^ （啓 20:6） 第一の復活で生き返る者は，幸福な者，聖なる者である。その者たちに対して，第二の死は何の力*もない。彼らは神とキリストの祭司となり，1000年の間キリストと共に王として治める。

または，「権威」。


^ （創 1:28） 神は2人を祝福し，こう言った。「子を生み，増えて，地上全体に広がり，地球を管理しなさい。また，海の魚，空を飛ぶ生き物，地上を動くあらゆる生き物を治めなさい」。



^ （イザ 51:3） エホバはシオンを慰める。 その廃虚全てに安らぎをもたらし， 荒野をエデンのようにし， 砂漠平原をエホバの園のようにする。 そこには喜びと楽しみがあり， 感謝の声と美しい歌が響き渡る。



^ （マル 5:42， 43） すると少女はすぐに起き上がって歩き始めた。（少女は12歳だった。）その時，両親はわれを忘れて大喜びした。 43 しかしイエスは，このことを誰にも知らせないようにと繰り返し*命じた。そして，少女に何かを食べさせてあげるようにと言った。

または，「強く」。


^ （ヨハ 5:28， 29） このことに驚いてはなりません。記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。 29 良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます。



^ （使徒 24:15） また，私はこの方たちと同じ希望を持っております。神が正しい人も正しくない人も復活させてくださるという希望です。



^ （イザ 11:9） 私の聖なる山のどこにも， 荒らしたり危害を加えたりするものはいない。 水が海を覆っているように， エホバについての知識が必ず地上に満ちるからである。



^ （ダニ 12:8） 私は聞いたが理解できなかったので，こう尋ねた。「これらの事柄はどんな結末を迎えるのでしょうか」。



^ （マタ 24:14） そして，王国の良い知らせは，全ての国の人々が聞けるように世界中で伝えられます。それから終わりが来ます。








題目索引 2022年の「ものみの塔」と「目ざめよ！」


記事の掲載号のリスト





「ものみの塔」（研究用）


エホバの証人

	1922: 100年前の年，10月





クリスチャンの生き方

	「親切の律法」に従いましょう，6月



	「地球を与えられる」時に向けて今できること，12月



	始まりはテリアがもらったビスケット（公共エリア伝道），4月



	不安な気持ちと闘う，4月



	昔のイスラエル人は戦争をした エホバの証人がしないのはなぜ？ 10月





研究記事

	愛によって恐れを乗り越える，6月



	あなたにとって重要な古代の預言，7月



	あなたの助言は「心を喜ばせる」ものですか，2月



	あなたの名前は「命の書」に記されていますか，9月



	あなたは言葉の点で手本となっていますか，4月



	あなたはゼカリヤが見たものを見ていますか，3月



	「あなたは私と共にパラダイスにいることになります」，12月



	イエスに倣ってほかの人の必要を優先する，2月



	イエスの弟から学ぶ，1月



	イエスの涙から学べること，1月



	一生懸命エホバに仕えて喜びを味わう，4月



	祈りという宝を大切にしましょう，7月



	永遠に生きることは夢ではない，12月



	エホバが行うことは全て正しいと信じていますか，2月



	エホバに助けていただき，伝道をやり遂げる，11月



	エホバに助けていただき，喜びつつ忍耐する，11月



	エホバに忠誠を尽くす人は幸せ，10月



	エホバに仕える人たちは正しいことを愛する，8月



	「エホバに導きを求める人は，良いものに不足しない」，1月



	エホバは快く寛大に許してくださる，6月



	エホバはご自分に仕える人たちを見守っている，8月



	エホバを崇拝するならいっそう幸せになれます，3月



	大勢を正しい道へと導く，9月



	親の皆さん，エホバを愛するようお子さんを助けてください，5月



	賢い人たちの言葉を聞きましょう，2月



	神の王国は統治している！ 7月



	寛大に許す人はエホバから祝福される，6月



	監督であるイエスの指示に従う，7月



	記念式に出席するのはなぜですか，1月



	「希望を抱いてエホバを待て」，6月



	クリスチャンとしての目標を立てて達成するには，4月



	これからも「力づけ合ってください」，8月



	幸せに生きるための知恵，5月



	「時間を有効に使ってください」，1月



	真の知恵が大声で叫んでいる，10月



	信頼される人になりましょう，9月



	真理に従って歩み続ける，8月



	大変な時にも穏やかな気持ちでいるには，12月



	大変な時を乗り切れるよう仲間を助ける，12月



	長老の皆さん，パウロの手本に倣っていきましょう，3月



	どんなことがあってもエホバから離れないようにしましょう，11月



	どんな時にも冷静さを保ち，エホバと組織を信頼する，11月



	仲間を信頼しましょう，9月



	母親の皆さん，ユニケの手本から学びましょう，4月



	バプテスマを受けた後も「新しい人格」を身に着ける努力を続ける，3月



	「古い人格」を脱ぎ捨てることは可能です，3月



	本物の幸せを得るには，10月



	「ヨハネへの啓示」と神の敵たち，5月



	「ヨハネへの啓示」と現代の私たち，5月



	「ヨハネへの啓示」と私たちの将来，5月



	若い皆さん，バプテスマの後もクリスチャンとして成長していきましょう，8月



	私たちの希望をしっかり保つ，10月





ご存じでしたか

	イスラエル人が花嫁料を払ったのはなぜか，2月



	聖書時代，年や月の始まりはどのようにして定められたか，6月



	モルデカイは実在したか，11月



	ヤマバトとイエバトの両方を犠牲にできたことはどのように助けになったか，2月



	ローマ人は，杭に掛けられて処刑された人が普通に葬られることを許したか，6月





読者からの質問

	イエスはどういう意味で，「私が……平和をもたらすために来たと考えてはなりません」と言ったか（マタ 10:34，35），7月



	使徒パウロはどんな意味で，自分のことを「早産で生まれた子」と言ったか（コリ一 15:8），9月



	聖書から見て再婚の自由がない人が再婚した場合，会衆は前の結婚関係と新たな結婚関係をどう考えるか，4月



	ダビデが「メピボセテに同情を覚えた」のに，彼を処刑のために引き渡した，とあるのはどういうことか（サム二 21:7-9），3月



	ダビデは「永遠に」神の名を賛美すると言った。これは，現実にはあり得ないことだったか（詩 61:8），12月



	誓うことに関して聖書は何と述べているか，4月



	どんな人が地上に復活するか。その人たちはどんな復活を経験するか，9月





ライフ･ストーリー

	医学よりも素晴らしいものを見つけました（R･ルールマン），2月



	エホバが教えてくださった道を進んできました（K･イートン），7月



	エホバについて学び，教えることを楽しんできました（L･ウィーバー･ジュニア），9月



	エホバのために働きたいと思いました（D･ファン･マール），11月





「ものみの塔」（一般用）

	憎しみから自由になる，No. 1





「目ざめよ！」

	先の見えない時代 いま大切にしたいもの，No. 1















^ （マタ 10:34， 35） 私が地上に平和をもたらすために来たと考えてはなりません。平和ではなく，剣をもたらすために来ました。 35 分裂を生じさせるために来たのです。息子が父に，娘が母に，嫁がしゅうとめに逆らいます。



^ （コリ一 15:8） そして最後に，私の前にも現れてくださいました。あたかも早産で生まれた子の前に現れるかのようにです。



^ （サム二 21:7-9） しかし王は，サウルの子ヨナタンの子メピボセテに同情を覚えた。ダビデとサウルの子ヨナタンは，エホバの前で誓いを交わしていたからである。 8 それで王は，サウルとアヤの娘リツパとの間に生まれた2人の息子アルモニとメピボセテと，メホラ*の人バルジライの子アドリエルとサウルの娘ミカル*との間に生まれた5人の息子を集め， 9 ギベオンの人たちに引き渡した。ギベオンの人たちは彼らの遺体を山でエホバの前につるした。収穫の初めの頃，大麦の収穫の初めの頃に7人は処刑され，一緒に死んだ。

アベル･メホラのことと考えられる。
もしかすると，「メラブ」。


^ （詩 61:8） 私は永遠にあなたの名を賛美して歌う*。 毎日，誓約を果たす。

または，「名のために音楽を奏でる」。







JW LibraryとJW.ORGのおすすめコンテンツ





ほかのトピック

宗教は政治に関わるべきか

世界のいろいろな国でキリスト教徒が政治に深く関わっています。イエスは政治に関わったでしょうか。

エホバの証人の経験談

喜んで自分を差し出した人たち アルバニアとコソボ

苦労はあっても，どのように奉仕を楽しんでいるでしょうか。

寄付はどのように使われているか

エホバを身近に感じる歌

お気に入りのオリジナルソングがありますか。オリジナルソングはどのように作られているのでしょうか。
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^ ***喜歌 147番 約束された永遠の命***
147番
約束された永遠の命
（詩編 37:29）
1. エホバの約束 信頼できる
永遠に生きる この地球で
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
2. イエスが話したパラダイスでは
自由な人たち平和を見る
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
3. 再び目覚める愛する家族
神の深い愛 悲しみ消す
（※ 繰り返し）
命目指し力尽くす
希望かなう時 見つめ
（イザ 25:8; ルカ 23:43; ヨハ 11:25; 啓 21:4も参照。）



^ ***喜歌 141番 命という奇跡***
141番
命という奇跡
（詩編 36:9）
1. 降り注ぐ日の光 きらめく雨の滴も
この命支えてる 全てはエホバの祝福
神の愛に応えたい
心から神に愛示し
（※ 繰り返し）
この命は神の奇跡
輝かしく貴いもの
2. これ以上歩けない そんな気持ちになっても
今日という一日をエホバに感謝し生きよう
神の愛に応えたい
心から人に愛示し
（※ 繰り返し）
この命は神の奇跡
輝かしく貴いもの
（ヨブ 2:9; 詩 34:12; 伝 8:15; マタ 22:37-40; ロマ 6:23も参照。）









^ ***喜歌 145番 パラダイスについての神の約束***
145番
パラダイスについての神の約束
（ルカ 23:43）
1. エホバの愛情が世界にあふれる
罪と死 苦しみをイエスは消し去る
（※ 繰り返し）
キリスト間もなく地球を治める
世界に輝くエホバの栄光
2. イエスは罪人と約束交わした
地上のパラダイス そこでの命を
（※ 繰り返し）
キリスト間もなく地球を治める
世界に輝くエホバの栄光
3. エホバの目的をイエスは成し遂げ
天地は高らかにエホバをたたえる
（※ 繰り返し）
キリスト間もなく地球を治める
世界に輝くエホバの栄光
（マタ 5:5; 6:10; ヨハ 5:28，29も参照。）



^ ***喜歌 22番 王国は統治している 王国が来ますように！***
22番
王国は統治している 王国が来ますように！
（啓示 11:15; 12:10）
1. メシアの王国 天に生まれ
イエスは治める 王座につき
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
2. 天には平和と自由戻り
歓喜の歌声 響き渡る
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
3. サタンの支配の終わり近い
希望の光が闇を照らす
王国の力やがて地に及ぶ
（※ 繰り返し）
実現した 救いと王国
来ますように エホバの王国
（ダニ 2:34，35; コリ二 4:18も参照。）












^ ***塔研22 1月号 30–31ページ 「時間を有効に使ってください」***
集中できるよう，エホバに助けを求めましょう。心配や不安なことがある時には，気を散らされてしまいがちかもしれませんが，集中して学ぶのはとても大切なことです。神からの平和によって心だけでなく「考え」も守ってくれるよう，エホバに祈ることができます。（フィリピ 4:6，7を読む。）
エホバと一緒に過ごすことは私たちのためになる
15 エホバと話したり，エホバの声を聞いたり，エホバについて考えたりすることは，私たちにとって本当にためになります。どうしてそう言えるでしょうか。第一に，いっそう良い決定ができるようになります。聖書には，「賢い人たちと共に歩むと賢くな[る]」とあります。（格 13:20）ですから，知恵の源であるエホバと一緒に過ごすなら，もっと賢くなることができます。どうすればエホバに喜んでいただけるか，どうすればエホバが悲しむような決定をしないで済むかが，もっとよく分かるようになります。
16 第二に，いっそう上手に教えられるようになります。誰かに聖書を教える場合，私たちが目指すべき一番大事なことは何でしょうか。それは，エホバを愛するよう，学んでいる人を助けることです。私たちはエホバにいっそう祈り，エホバからいっそう学ぶなら，エホバへの愛をさらに深めることができます。そして，エホバを愛するよう，学んでいる人をさらに上手に教えることができるようになります。この点で，イエスは私たちの手本です。イエスはお父さんエホバを深く愛していました。それで弟子たちは，イエスが語る言葉から，エホバが温かく愛情深い方であることを理解できました。その結果，弟子たちもエホバを深く愛するようになりました。（ヨハ 17:25，26）
17 第三に，信仰をいっそう強くすることができます。エホバに導きや慰めや支えを求めて祈る時，エホバから答えが与えられると，そのたびに私たちの信仰はいっそう強くなります。（ヨハ一 5:15）信仰を強くするために，ほかにもできることがあるでしょうか。自分で聖書を勉強することです。「信仰は聞いた事柄から生じ」るからです。（ロマ 10:17）とはいえ，信仰を強くするためには，知識を増やすだけでは十分ではありません。では，何を行う必要があるのでしょうか。
18 学んだことをじっくり考える必要があります。詩編 77編の作者のことを考えてみましょう。この人は，自分や仲間のイスラエル人がエホバから見放されてしまったと感じて，心を悩ませていました。夜も眠れないほどでした。（2-8節）では，どうしたでしょうか。エホバに向かってこう言っています。「あなたの全ての行いを思い巡らす。あなたが行ったことをじっくり考える」。（12節）この人は，エホバがイスラエル人をこれまで助けてきたことをよく知っていました。それでも心配になり，「神は親切を示すのを忘れたのだろうか。怒りで憐れみは絶えたのだろうか」と思いました。（9節）この人は，エホバが行ったことや，エホバが示してきた憐れみや思いやりについてじっくり考えました。（11節）その結果，エホバがご自分の民を見放すことは決してない，という確信を持つことができました。（15節）私たちも同じようにすることができます。エホバがご自分に仕える人たちに行ったことや，自分のためにしてくれたことについて，じっくり考えましょう。そうするなら信仰はいっそう強くなります。
19 第四に，最も重要なこととして，エホバへの愛がいっそう深まります。エホバに従い，エホバに喜んでいただくために犠牲を払い，さまざまな試練を忍耐するよう私たちを動かすのは，何よりも愛です。（マタ 22:37-39。コリ一 13:4，7。ヨハ一 5:3）エホバとの固い友情ほど貴重なものは，ほかにありません。（詩 63:1-8）
20 祈ったり，聖書を勉強したり，じっくり考えたりすることが崇拝の一部であるということを忘れてはいけません。イエスに倣って，エホバと一緒に過ごす時には，静かな場所を選ぶようにしましょう。電子機器などによって気を散らされることがないようにします。そして，集中できるよう，エホバに助けを求めることができます。私たちが今，時間を有効に使うなら，エホバから祝福され，新しい世界でいつまでも幸せに生きることができるのです。（マル 4:24）
どのように答えますか
■ イエスはエホバとの固い友情を保つためにどんなことをしましたか。
■ どうすれば時間を有効に使うことができますか。
■ エホバと一緒に過ごすことは，どのように私たちのためになりますか。
28番の歌 エホバの友となる



^ ***塔研22 2月号 4–6ページ エホバが行うことは全て正しいと信じていますか***
正しい判断を下せないことがあります。例えばヨナは，エホバがニネベの人たちに憐れみを示すことにした時，不愉快に感じました。（ヨナ 3:10–4:1）しかし，エホバが憐れみを示したので，12万人を超える悔い改めたニネベの人たちが命を救われました。間違っていたのは，エホバではなくヨナだったのです。
6 エホバには自分の決定に関して人間に説明する責任はない。確かにエホバは，ご自分がしたことやこれからしようとしていることについて，ご自分に仕える者たちの意見に耳を傾けたことがあります。（創 18:25。ヨナ 4:2，3）そして，その理由について説明したこともあります。（ヨナ 4:10，11）とはいえ，エホバにはそうする責任があるわけではありません。エホバは創造者なので，ご自分の行動について人間に許可を求める必要はないのです。（イザ 40:13，14; 55:9）
指示を受けた時
7 私たちは，エホバがいつも正しいことを行うということは全く疑いません。それでも，エホバが責任を委ねている人を信頼するのは，難しいことがあります。組織の中である程度の責任を委ねられている人について，「エホバの指示に従っているのだろうか，それとも自分のやり方に従っているのだろうか」と疑問に思うことがあるかもしれません。聖書時代の人たちにも，同じようなことがあったでしょうか。3節で挙げた例について，もう一度考えてみましょう。安息日に薪を集めた人は死刑になりました。その人の親族は，「モーセはこの死刑宣告について，本当にエホバの指示を求めたのだろうか」と思ったかもしれません。ダビデはヘト人ウリヤの妻と姦淫を犯しましたが，死刑にはなりませんでした。それで，ウリヤの友人は，「ダビデは王としての立場を利用して，罰を逃れたのではないか」と思ったかもしれません。エホバはご自分が責任を委ねている人たちのことを信頼しています。ですから，私たちはそうした人たちのことを信頼しないなら，エホバを信頼していないことになります。
8 現代，エホバは「忠実で思慮深い奴隷」を用いて，ご自分の組織の地上の部分を導いています。（マタ 24:45）この奴隷は1世紀の統治体と同じように，世界中のエホバに仕える人たちを見守り，会衆の長老たちに指示を与えています。（使徒 16:4，5を読む。）そして，長老たちが会衆の中でその指示を実行します。私たちは，組織や長老たちからの指示に従うなら，エホバの物事の扱い方が正しいと信じていることを示せるのです。
9 時には，長老たちの決定に従うのを難しく感じることもあるでしょう。例えば，最近では王国会館をいっそう有効に活用するために，多くの会衆や巡回区が再編成されています。それで，長老たちから，別の会衆に移動してくれないか，と頼まれるかもしれません。そういう場合，友達や家族と別れるのは嫌だ，と思うかもしれません。確かに，長老たちは誰をどの会衆に割り当てるかについて神から直接指示を受けているわけではありません。そうしたことを考えると，長老たちの決定に従うのを難しく感じることもあるでしょう。とはいえ，エホバは長老たちを信頼していて，こうした決定を行う責任を委ねています。ですから，私たちも長老たちを信頼する必要があります。
10 私たちは，長老たちの決定を支持する必要があります。その決定が，私たちが願っていたものとは違うとしてもそうです。なぜでしょうか。支持することによって，エホバに仕える人たちの一致を守ることができるからです。（エフェ 4:2，3）全ての人が長老団の決定に謙遜に従うなら，会衆はいっそう成長していきます。（ヘブライ 13:17を読む。）さらに重要なこととして，私たちはエホバから会衆の世話を委ねられている人たちに協力することによって，エホバを信頼していることを示せるのです。（使徒 20:28）
11 長老たちからの指示に対する信頼を深めるために，どんなことを覚えておくとよいでしょうか。長老たちは，会衆に関係する事柄を考慮する際，エホバに聖なる力を求めて祈ります。また，聖書の教えや組織からの指針に注意深く従っています。そして，エホバに喜んでいただくことや，兄弟姉妹にとって本当にためになることを行いたいと心から願っています。さらに，兄弟姉妹をどのように世話するかについて，神の前で責任を負っているということを理解しています。（ペテ一 5:2，3）考えてみてください。この世界が人種や宗教や政治によって分裂している一方で，エホバの証人は，ただひとりの真の神を一致して崇拝しています。これは，エホバの助けがあるからこそ可能になっているのです。
12 エホバは長老たちに，会衆を清く保つという重い責任を委ねています。それで，クリスチャンが重大な罪を犯した場合，長老たちはその人が会衆にとどまれるかどうかを判断するよう求められています。長老たちは，その人が自分が犯した罪を本当に悔い改めているかどうかを見極めます。その人は，口では悔い改めていると言うかもしれませんが，自分が行ってしまったことを本当に憎んでいるでしょうか。同じ罪を二度と繰り返さないと決意しているでしょうか。一緒に過ごす人から悪い影響を受けて罪を犯してしまったのであれば，そうした人との付き合いを断つことを心に決めているでしょうか。長老たちは，祈りで助けを求めつつ，聖書を注意深く調べるとともに，罪を犯した人が自分の行いについてどんな態度を示しているかを考慮します。そして，その人が会衆にとどまれるかどうかを判断します。場合によっては，その人は排斥されるかもしれません。（コリ一 5:11-13）
13 どんな時に，長老たちに対する信頼が試されることがあるでしょうか。誰かが排斥された場合，その人が親しい友達や親族でなければ，長老たちの決定を受け入れるのはあまり難しくないかもしれません。では，親しい人が排斥された場合はどうですか。「長老たちは本当に全ての情報をきちんと調べたのだろうか。本当にエホバの方法で判断したのだろうか」と疑問に思うかもしれません。では，長老たちの決定に対して正しい見方を保つ上で，どんなことが助けになるでしょうか。
14 排斥はエホバが取り決めたものであり，会衆のためにも罪を犯した人のためにもなる，ということを覚えておく必要があります。罪を犯しても悔い改めない人が会衆にとどまることを許されるなら，周りの人に悪い影響が及んでしまいます。（ガラ 5:9）その人は，自分が犯した罪の重大さを理解しないかもしれません。また，エホバとの絆を取り戻すために考えや行動を改めようという気持ちにもならないかもしれません。（伝 8:11）長老たちは，悔い改めない人を排斥するという責任を真剣に受け止めています。古代イスラエルの裁判人と同じように，自分たちが「人のためではなくエホバのために裁」いているということを理解しているのです。（代二 19:6，7）
今エホバを信頼するなら将来に備えることができる
15 この体制の終わりが近づいているので，エホバがいつも正しいことを行うと信じることはこれまでになく重要です。なぜなら，大患難の時には，従いにくく理解に苦しむような指示を受けるかもしれないからです。エホバは，私たち一人一人に直接指示を与えることはありません。おそらく，責任を委ねている兄弟たちを通して与えることでしょう。そうした時に，与えられた指示を疑って，「これは本当にエホバからのものだろうか。兄弟たちが勝手に考えたのではないだろうか」などと考えている場合ではありません。この最も緊迫した重要な時に，私たち一人一人はエホバと組織への信頼を保つでしょうか。その答えは，エホバが責任を委ねている人たちから与えられる指示に，私たちが今どのように応じているかに表れます。そうした指示に今進んで従っているなら，大患難の時にも同じようにできるでしょう。（ルカ 16:10）
16 この体制が終わる時に下されるエホバの裁きについても考えてみましょう。今私たちは，エホバの証人ではない親族を含め，多くの人たちがエホバに仕えるようになってほしいと願っています。とはいえ，ハルマゲドンの時には，エホバがイエスを用いてそうした人たちが新しい世界に入れるかどうかを判断します。（マタ 25:31-33。テサ二 1:7-9）誰がエホバの憐れみを受けるかを決めるのは私たちではありません。（マタ 25:34，41，46）その時，私たちはエホバの裁きが正しいと信じるでしょうか。それとも，その裁きを受け入れられずに，エホバから離れてしまうでしょ



^ ***塔研22 3月号 16–17ページ あなたはゼカリヤが見たものを見ていますか***
資金や資材を提供するようにと命じたのです。（エズ 6:7-12）そして4年余り後，紀元前515年についに神殿が完成しました。（エズ 6:15）
8 現代でも，エホバに仕える人たちの多くが反対に直面しています。例えば，エホバの証人の活動が制限されている国では，兄弟姉妹が逮捕され，「総督や王の前に連れていかれ」ることがあります。そうした人たちに証言するためです。（マタ 10:17，18）時には，政権が変わって，これまでよりも自由にエホバを崇拝できるようになることもあります。また，公正を愛する裁判官がエホバの証人に対して好意的な判決を下すということもあります。別の反対に直面している人たちもいます。エホバを比較的自由に崇拝できる所に住んでいても，家族や親族が，エホバに仕えるのをやめさせようとして激しく反対するかもしれません。（マタ 10:32-36）でも多くの場合，どれだけ反対してもやめさせることができないと気付くと，反対するのをやめます。激しく反対していた人が，熱心なエホバの証人になったということさえあります。ですから，反対に直面するとしても諦めてはいけません。勇気を出してください。エホバが共にいて聖なる力を与えてくださるのですから，何も恐れる必要はありません。
変化を経験する時
9 神殿の土台が据えられた時，それを見た年老いたユダヤ人の中には泣いた人たちがいました。（エズ 3:12）それらの人たちは，ソロモンが建てた立派な神殿を見たことがあったので，今建てている神殿は「かつてと比べると，ないに等しい」と感じました。（ハガ 2:2，3）それで悲しくなったのです。とはいえ，そうした人たちにとって，ゼカリヤに与えられた幻は喜びを取り戻す助けになったでしょう。どのようにでしょうか。
10 ゼカリヤ 4:8-10を読む。天使はどういう意味で，ユダヤ人は「[総督]ゼルバベルの手に下げ振りがあるのを見て，喜ぶ」と言ったのでしょうか。下げ振りとは，何かが完璧に垂直に建っているかどうかを確かめるための道具です。ですから，天使は神の民に対して，再建中の神殿がそれほど立派に思えないとしても，それは必ず完成し，エホバの基準を満たすことになる，ということを保証していました。エホバが再建された神殿を喜ぶのであれば，ユダヤ人も同じように喜ぶべきでした。エホバにとって重要だったのは，再建された神殿でご自分の基準を満たす崇拝が行われることです。ですからユダヤ人は，エホバに受け入れられる崇拝を行うことや，エホバに喜んでいただくことに思いを向けるなら，喜びを取り戻すことができました。
11 変化に順応するのは大変なことがあります。例えば，特別全時間奉仕を長年行ってきた人が割り当ての変更を経験することがあります。また，一定の年齢になると，それまで大切にしてきた奉仕の立場から離れなければならなくなるかもしれません。こうした変化を経験する時に，がっかりするのは自然なことです。初めのうちは，なかなか受け入れにくく感じるかもしれません。昔の方が良かった，と思うこともあるでしょう。前ほどエホバに十分お仕えできなくなった，と感じてがっかりするかもしれません。（格 24:10）もしそうであれば，ゼカリヤが見た幻は，エホバに精一杯仕えていく上で助けになります。どのようにでしょうか。
12 エホバと同じ見方をするよう努力するなら，変化に順応しやすくなります。現代，エホバは素晴らしいことを行っています。そして私たちには，エホバと共に働くという貴重な機会があります。（コリ一 3:9）私たちに与えられている責任や立場は変わるかもしれませんが，私たちに対するエホバの愛は決して変わりません。ですから，組織の決定によって何かの変化を経験するとしても，その理由についてあれこれ考えないようにしましょう。「昔の方が良かった」と思うのではなく，良い面を探すことができるようエホバに助けを求めて祈りましょう。（伝 7:10）できないことではなく，できることに目を向けてください。ゼカリヤが見た幻から，前向きな見方を持つことの大切さが分かります。前向きな見方を保つなら，変化を経験するとしても喜びを保ち，エホバに忠実に仕えていけるのです。
指示に従うのを難しく感じる時
13 民を導く責任を委ねられていた大祭司エシュア



^ ***塔研22 4月号 6–9ページ あなたは言葉の点で手本となっていますか***
3:18）キンバリー姉妹の場合がまさにそうでした。 姉妹は，クラスメートの女の子と一緒に学校の課題に取り組むことになりました。やがてその子は，キンバリー姉妹がほかの子たちとは違うことに気付きました。姉妹はほかの人の陰口を言ったり汚い言葉を使ったりせず，親切な話し方をしていました。その子は，こうしたことがきっかけで関心を持ち，聖書レッスンを始めました。私たちが人々を真理に引き寄せるような良い話し方をするなら，エホバはそれを見てとても喜んでくださいます。
7 私たちは誰もが，良い話し方をすることによって，エホバをたたえ，仲間の兄弟姉妹といっそう親しくなりたい，と思っています。では，「言葉」の点で引き続き「手本とな[る]」ためにどんなことができるか，考えていきましょう。
宣教で手本となる
8 ひどいことを言われても，親切に敬意を込めて話す。イエスは宣教を行っていた間に，人々から大酒飲み，大食い，悪魔の使い，安息日を破る者，神を冒瀆する者といった真実でないことを言われました。（マタ 11:19; 26:65。ルカ 11:15。ヨハ 9:16）それでもイエスは，厳しい口調で言い返したりはしませんでした。私たちもイエスに倣うようにしましょう。ひどいことを言われても，言い返したりしてはいけません。（ペテ一 2:21-23）もちろん，このように親切を示すのは簡単ではありません。（ヤコ 3:2）では，どんなことが助けになるでしょうか。
9 誰かからひどいことを言われた時には，相手の状況を考えるようにしましょう。サム兄弟はこう言っています。「私は，この家の人は真理を聞く必要があるということや，変化する可能性があるということを考えるようにしています」。家の人が腹を立てたのは，たまたまタイミングが悪い時に私たちが訪問したからかもしれません。ルシア姉妹は，ひどいことを言われた時に，短く祈り，穏やかな気持ちを保てるよう，また不親切な言葉や失礼な言葉を言ったりしないよう，エホバに助けを求めます。私たちも同じようにすることができます。
10 教える技術を磨く。テモテは宣教の面で経験を積んでいましたが，教える技術を磨く必要がありました。（テモテ第一 4:13を読む。）私たちはどうすれば教える技術を磨けるでしょうか。よく準備することが大切です。感謝すべきことに，こうした点で役立つさまざまな道具が用意されています。「読むことと教えることに励む」の冊子や，「クリスチャンとしての生活と奉仕 集会ワークブック」の「野外奉仕に励む」の部分を調べるなら，役立つ情報を見つけることができます。こうした資料を活用していますか。よく準備して宣教を行うなら，緊張せずに自信を持って語ることができるでしょう。
11 会衆の兄弟姉妹の手本からも学ぶことができます。先ほどのサム兄弟は，「あの人たちはどうしてあんなに教えるのが上手なんだろう」と考えるようにしています。そして，その人たちの教え方を分析し，自分でも同じようにしてみています。タリア姉妹は，経験を積んだ兄弟たちが公開講演でどのように説明しているかを注意深く聞いています。そのようにして，宣教でよく尋ねられることにどのように答えたらよいかを学んでいます。
集会で手本となる
12 私たち一人一人が賛美の歌に加わり，よく準備したコメントをするなら，集会はいっそう有意義なものになります。（詩 22:22）とはいえ，多くの人がいる所で歌ったりコメントしたりすることに難しさを感じる人もいるかもしれません。あなたもそう感じますか。もしそうであれば，兄弟姉妹がそうした不安にどのように立ち向かっているかを知りたいと思いませんか。
13 心を込めて歌う。私たちが王国の歌を歌う主な目的は，エホバを賛美することです。サラ姉妹は，自分はあまり歌が上手ではないと思っていますが，歌でエホバを賛美したいと願っています。姉妹は，集会の予習をするのと同じように，歌についても前もって準備しておくことが役立つと感じています。それで，集会で歌う歌を練習し，歌詞と集会で学ぶ内容がどのように関連しているかを考えるようにしています。姉妹はこう言っています。「そうすることによって，歌詞に思いを向けることができ，上手に歌うことができるかはあまり気にならなくなりました」。
14 毎回の集会でコメントする。そうするのはとても難しいと感じる人もいます。先ほどのタリア姉妹はこう言います。「声にはあまり表れないので，周りの人は気付きませんが，私は人前で話す時にすごく緊張します。それで，コメントをするのはとても大変です」。それでも，姉妹は頑張ってコメントを続けています。集会の予習をする時には，最初のコメントは質問に対する短くて直接的な答えであるべきだ，ということを思いに留めています。姉妹はこう言っています。「ですから，短くて要点を突いたコメントであれば良いということです。司会者はそういうコメントを期待しているんです」。
15 特に内気ではなくても，コメントするのをためらってしまう人もいます。なぜでしょうか。ジュリエット姉妹はこう言います。「私のコメントなんて，短いし，どうせ大したものではない，と思うと，手が挙がらないことがあります」。でも，エホバが願っているのは，私たちがコメントをするために自分にできることを行うことです。 私たちが恐れに負けずに集会でエホバを賛美するよう努力するなら，エホバはとても喜んでくださいます。
普段の会話で手本となる
16 あらゆる種類の「暴言」を避ける。（エフェ 4:31）先ほど考えた通り，クリスチャンは汚い言葉を決して使うべきではありません。とはいえ，注意していないと，気付かないうちに「暴言」を言ってしまうことがあるかもしれません。例えば，文化や民族や国籍が違う人について話している時に，比較してネガティブなことを言ってしまわないように気を付ける必要があります。また，人を悪く言うような言葉にも注意する必要があります。1人の兄弟はこう言っています。「私は時々，皮肉っぽいことを言って人を傷つけてしまうことがあります。悪気はないのですが，面白いことを言おうとして相手の気持ちを深く傷つけてしまうことがあるんです。この点で妻はずっと助けになってくれています。妻やほかの人を傷つけるようなことを言ってしまった時には，2人だけの時にそのことに気付かせてくれます」。
17 励みとなる言葉を語る。不満や不平を言うのではなく，人を褒めるようにしましょう。（エフェソス 4:29を読む。）イスラエル人は，感謝できることがたくさんあったにもかかわらず，繰り返し不満を口にしました。不満は伝染します。約束の地を偵察するために遣わされた人たちのうち10人が悪い報告をした時，どうなったでしょうか。「イスラエル人は皆モーセ……に対して不満を口にし始め」ました。（民 13:31–14:4）一方，褒め言葉には人を元気づける力があります。エフタの娘は，友たちからの褒め言葉のおかげで，自分の務めをしっかり果たそう，という気持ちを強めることができたに違いありません。（裁 11:40）先ほど出てきたサラ姉妹はこう言います。「誰かを褒めるなら，その人にエホバや会衆の人たちから愛されているということを感じてもらえます」。ですから，機会を見つけて心からの褒め言葉を語るようにしましょう。
18 正直に語る。正直でないなら，エホバに喜んでいただくことはできません。エホバはあらゆるうそを憎むからです。（格 6:16，17）現代では，多くの人がうそをつくことを普通のことと考えています。でも，私たちはエホバの基準にしっかり従います。（詩編 15:1，2を読む。）あからさまなうそをつくことはもちろん，間違った印象を与えるような話し方もしません。
19 有害なうわさ話を広めないようにする。（格 25:23。テサ二 3:11）先ほど出てきたジュリエット姉妹は，有害なうわさ話を聞くとどんな気持ちになるかについてこう述べています。「良くないうわさ話を聞くと嫌な気持ちになりますし，その話をしている人を信用できなくなります。その人がほかの所で私のことを悪く言わない，とは言い切れないからです」。会話が有害なうわさ話になりかけていることに気付いたなら，話題を変えて前向きなことを話すようにしましょう。（コロ 4:6）
20 良くない話し方が当たり前になっている世の中で，エホバに喜ばれる話し方をするには，大きな努力が求められます。話す能力はエホバからの贈り物であり，エホバは私たちがその贈り物をどのように用いるかに深い関心を持っています。私たちが宣教や集会や普段の会話で良い話し方をするよう真剣に努力するなら，エホバは必ず祝福してくださいます。神を敬わないこの体制は，間もなく終わります。その時が来れば，言葉でエホバを賛美するのは今よりずっと楽になることでしょう。（ユダ 15）では，それまでの間，エホバに喜ばれる仕方で自分の「口の言葉」を用いるよう励んでいきましょう。（詩 19:14）
言葉の点で手本となるために，どんなことができますか
■ 宣教で
■ 集会で
■ 普段の会話で
121番の歌 自制が必要



^ ***塔研22 5月号 9ページ 「ヨハネへの啓示」と神の敵たち***
のは「緋色の野獣」です。その野獣には娼婦が乗っています。これらの3匹の野獣は，エホバ神と神の王国に長年敵対してきたものを表しています。ですから，これらの野獣の正体を知るのは本当に重要なことです。（啓 17:1，3）
4 神の敵の正体を知るためには，この象徴的な言葉が何を意味するのかを理解する必要があります。そうする上で，聖書そのものを調べることが役に立ちます。「啓示」の書に出てくる象徴的な言葉の多くは，聖書のほかの部分ですでに説明されています。例えば，ダニエルは夢の中で，「4匹の巨大な獣が海から出て」くるのを見ました。（ダニ 7:1-3）そして，それが何を意味するかを述べています。4匹の巨大な獣は，4人の「王」，つまり政府を表しています。（ダニエル 7:15-17を読む。）このはっきりした説明から，「啓示」の書に出てくる野獣も政治勢力を表しているに違いない，と理解することができます。
5 これから，「啓示」の書に出てくるしるしの幾つかを調べていきます。それらのしるしにどんな意味があるかを理解する上で，聖書が役に立つということが分かるでしょう。まずは，3匹の野獣について調べます。それぞれの野獣は何を表していますか。それらの野獣はどうなりますか。私たちは何を行うべきですか。では，順番に考えていきましょう。
神の敵の正体が明らかにされる
6 7つの頭がある野獣は何を表しているか。（啓示 13:1-4を読む。）この野獣は，体はヒョウですが，足は熊の足で，口はライオンの口です。そして，10本の角があります。これらの特徴は，ダニエル 7章に出てくる4匹の獣の特徴と一致します。とはいえ，「啓示」の書ではこれらの特徴が，4匹の別々の獣としてではなく，1匹の野獣として描かれています。また，この野獣は「あらゆる民族や種族や言語や国の人々を支配する」とも述べられています。ですから，それは単なる1つの政府や国を表しているのではなく，もっと大きなものを表しています。（啓 13:7）この野獣は，これまで人類を支配してきた全ての政府を表しているに違いありません。 （伝 8:9）
7 7つの頭のそれぞれにはどんな意味があるか。啓示 17章にヒントがあります。そこには，啓示 13章に出てくる野獣の像についての説明があります。17章10節にはこう述べられています。「7人の王がいるということです。5人はすでに倒れ，1人は今おり，もう1人はまだ来ていません。来たら，少しの間とどまらなければなりません」。サタンが用いてきた政治勢力のうち，「頭」のように際立っているものが7つあります。それは，神に仕える人たちに大きな影響を与えてきた世界強国のことです。ヨハネの時代までに，5つの世界強国が現れていました。エジプト，アッシリア，バビロン，メディア･ペルシャ，ギリシャです。そして，ヨハネが啓示を与えられた時，6番目の世界強国であるローマが支配していました。



^ ***塔研22 6月号 10–11ページ 寛大に許す人はエホバから祝福される***
を求めて謝ってくるかもしれません。あるいは，謝ってこない場合もあるでしょう。いずれにしても，私たちは相手を許すことにし，その人に対する憤りや怒りを捨てるよう努力できます。もちろん，そうするには時間や努力が求められるでしょう。深く傷つけられた場合は特にそうです。「ものみの塔」1994年9月15日号にはこう述べられています。「罪を犯した人をあなたが許す時，それは罪を大目に見ているのではないということを理解しておきましょう。クリスチャンにとって，許すとはエホバを信頼して，そのみ手のうちに問題を委ねることを意味します。エホバは全宇宙の義なる裁き主であられますから，ふさわしい時に公正を行なってくださいます」。エホバは，私たちが快く許し，裁きをご自分に委ねることを願っています。それはなぜでしょうか。
私たちが快く許すことをエホバが願っているのはなぜか
8 許すなら，感謝を示すことになる。イエスはある時，エホバを1人の主人に例えました。この主人は，ある奴隷の自分では返し切れないほど巨額の借金を取り消してあげました。しかしこの奴隷は，自分からわずかな額を借りていた仲間の奴隷に憐れみを示そうとしませんでした。（マタ 18:23-35）イエスは何を教えようとしていたのでしょうか。私たちは，エホバから示していただいている大きな憐れみに心から感謝しているなら，人を許そうとするはずです。（詩 103:9）私たちが人を何回許すとしても，神がキリストを通して与えてくださる許しや憐れみとは決して比較にならないのです。
9 許すなら，自分も許していただける。エホバは憐れみ深い人に憐れみを示します。（マタ 5:7。ヤコ 2:13）イエスは弟子たちに祈り方を教えた際，この点を明らかにしました。（マタイ 6:14，15を読む。）また，エホバが忠実なヨブに語った言葉からも，同じ点を学べます。ヨブは，エリパズ，ビルダド，ツォファルからひどいことを言われ，深く傷つきました。それでも，エホバはヨブに対して，その3人のために祈るようにと言いました。そして，ヨブが祈ると，エホバはヨブを祝福しました。（ヨブ 42:8-10）
10 憤りを抱き続けるなら，自分を傷つけることになる。エホバは，私たちが憤りという重い荷物を下ろして楽になることを願っています。（エフェソス 4:31，32を読む。）それで，「怒るのをやめ，激怒を捨てよ」と勧めています。（詩 37:8）このアドバイスに従うことは，私たちのためになります。憤りを抱き続けることは，心にも体にも良くありません。（格 14:30）憤りを抱き続けても，自分を傷つけるだけで，相手には何の影響もありません。自分が毒を飲んでも相手には何の影響もないのと同じです。ですから，人を許すことは自分のためになります。（格 11:17）思いと心が穏やかになり，エホバに仕え続けることができるのです。
11 復讐はエホバがする。エホバは私たちに対して，誰かに復讐する権威を与えてはいません。（ローマ 12:19-21を読む。）私たちは完全ではありませんし，全体を見ることができないので，エホバのように正しく裁くことはできません。（ヘブ 4:13）時には，感情に流されてふさわしい判断を下せないこともあります。ヤコブは，エホバの聖なる力に導かれて，「怒りの気持ちからは，神が求める正しさは生まれません」と書きました。（ヤコ 1:20）エホバはいつも正しいことを行い，必ず公正が行われるようにしてくださるのです。
12 許すなら，エホバが公正な方であることへの確信を示せる。物事をエホバに委ねるなら，私たちはエホバへの確信を示せます。罪の結果生じた悪いこと全てをエホバが除き去ってくださる，という確信です。エホバが約束している新しい世界では，つらい記憶はもはや「思い出されることも，心に浮かぶこともない」のです。（イザ 65:17）とはいえ，ひどく傷つけられた場合，憤りや怒りの気持ちを捨てることなど本当にできるのでしょうか。そうできた人たちの例を考えてみましょう。
人を許すことから得られる祝福
13 大勢の兄弟姉妹が，ほかの人の行動によって深く傷ついたにもかかわらず，許すことにしました。そのようにしてどんな祝福を味わっているでしょうか。
14 フィリピンに住むトニーという男性は，聖書を学ぶずっと前，自分の兄がホセという男性に殺されたことを知りました。 当時，トニーは怒りっぽく攻撃的な性格だったので，復讐してやる，と思っていました。ホセは逮捕され，刑務所に送られました。その後，ホセが釈放されると，トニーは，ホセを必ず見つけて殺してやる，と心に誓いました。そして，銃を購入しました。でもトニーは，やがてエホバの証人と聖書を勉強し始めました。トニーはこう言います。「聖書を学んで，自分を変え，怒りの気持ちを捨てなければいけないということが分かりました」。やがてトニーは，バプテスマを受け，その後長老に任命



^ ***塔研22 7月号 24–25ページ 祈りという宝を大切にしましょう***
をエホバに示すこともできます。（ヨハ 13:34）仲間のために祈ることは決して無駄ではありません。聖書には，「正しい人の祈願には大きな力があります」と書かれています。（ヤコ 5:16）
15 クリスチャンの兄弟姉妹はさまざまな試練を経験しているので，私たちの祈りを必要としています。私たちは，兄弟姉妹が病気や自然災害や戦争や迫害などを忍耐できるよう助けを求めてエホバに祈ることができます。また，一生懸命に救援を行っている兄弟姉妹のためにも祈れます。こうした難しい試練を経験している人を実際に知っているなら，個人的に祈る時に名前を挙げて祈ることができるでしょう。私たちは，兄弟姉妹を助けてくださるようエホバに祈ることによって，仲間を心から愛していることを示せます。
16 会衆で教え導いている兄弟たちのためにも祈れます。そうした兄弟たちは，私たちの祈りに深く感謝しており，そうした祈りに助けられています。パウロもそうでした。パウロはこう言いました。「私のためにも祈ってください。私が口を開くときに適切な言葉が出てくるように祈っていただければ，私は良い知らせの神聖な秘密を大胆に語って人々に知らせることができます」。（エフェ 6:19）現代でも，大勢の兄弟たちが私たちを教え導くために熱心に働いています。私たちはそうした兄弟たちを愛しているので，エホバが兄弟たちの働きを祝福してくださるよう祈ります。
ほかの人を代表して祈る時
17 時には，ほかの人を代表して祈るよう頼まれることもあります。例えば，聖書レッスンを行っている姉妹が，参加してくれる姉妹に祈りをお願いすることがあるかもしれません。頼まれた姉妹は，学んでいる人のことをよく知らない場合，レッスンの終わりに祈りたいと思うかもしれません。そうすれば，学んでいる人をよく理解した上で祈ることができます。
18 兄弟たちは野外奉仕のための集まりや集会の時に祈るよう頼まれるかもしれません。その場合，集まりや集会の目的を覚えておく必要があります。祈りは助言や発表を行うためのものではありません。また，集会では多くの場合，賛美の歌と祈りのための時間は合計5分となっています。それで，集会で祈る場合，特に始めの祈りでは，「多くの言葉」を使って長く祈る必要はないでしょう。（マタ 6:7）
毎日の生活の中で祈りを大切にする
19 エホバの処罰の日がますます近づいているので，私たちは毎日の生活の中で祈りをいっそう大切にする必要があります。このことについて，イエスはこう言いました。「それで，必ず起きるこの全てのことを逃れ[る]ことができるよう，常に祈願をしつつ，ずっと目を覚ましていなさい」。（ルカ 21:36）私たちは，いつも祈ることによって信仰を強く保ち，神の日に備えることができます。
20 この記事で学んだことを振り返ってみましょう。私たちは祈りという宝をとても大切にしています。私たちはまず，エホバの目的と直接関係があることを祈るべきです。そして，神の子イエスや王国について感謝することができますし，仲間のためにも祈れます。また，自分の身体面や信仰面での必要についても祈ることができます。どんなことを祈るかをよく考えるなら，祈りを大切にしていることを示せます。そして，そうした祈りは，香りの良い香のように「神にとって喜び」となるでしょう。（格 15:8）
どう考えますか
■ どんなことを祈ることができますか。
■ 仲間のために祈るべきなのはなぜですか。
■ ほかの人を代表して祈る時には，どんなことを覚えておくべきですか。
45番の歌 心の黙想



^ ***塔研22 9月号 18ページ あなたの名前は「命の書」に記されていますか***
を損なうようなことを決して許しません。（イザ 11:9; 60:18; 65:25。ヨハ 2:25）
命の復活と裁きの復活
13 イエスも，地上に復活してくる人たちについて教えました。ある時，こう言いました。「記念の墓の中にいる人が皆，彼の声を聞いて出てくる時が来るのです。良いことをした人は命の復活へ，悪いことを行った人は裁きの復活へと出てきます」。（ヨハ 5:28，29）これはどういう意味でしょうか。
14 私たちはこれまで，この聖句は人が復活した後に行うことについて述べている，と理解していました。つまり，復活した人の中には，良いことをする人もいれば，悪いことを行う人もいる，と考えていました。でもイエスは，記念の墓から出てくる人が良いことをするとか，悪いことを行うとは言いませんでした。過去形を使い，「良いことをした」，「悪いことを行った」と述べています。ですから，これらの行いは，死ぬ前のものであることが分かります。確かにその通りではないでしょうか。新しい世界では，悪いことを行うことは誰にも許されないからです。それで，正しくない人が悪いことを行ったのは，死ぬ前であるに違いありません。では，イエスが述べた「命の復活」や「裁きの復活」という言葉には，どんな意味があるのでしょうか。
15 死ぬ前に良いことをした正しい人は，「命の復活」を経験します。それらの人たちの名前は，命の書にすでに記されているからです。つまり，ヨハネ 5章29節に出てくる「良いことをした人」の復活と，使徒 24章15節に出てくる「正しい人」の復活は，同じものを指しているということです。この理解は，ローマ 6章7節の次の言葉と調和しています。「死んだ人は自分の罪から放免されている」。正しい人が犯した罪は，その人が死んだ時に帳消しにされますが，その人が忠実に歩んだ記録は，消されずに残ります。（ヘブ 6:10）とはいえ，復活した正しい人は，命の書から名前を消されないようにするために，忠実を保つ必要があります。
16 死ぬ前に悪いことを行った人たちについてはどうでしょうか。その人たちも，死によって罪は帳消しにされています。とはいえ，エホバに忠実ではなかったので，命の書に名前が記されてはいません。それで，「悪いことを行った人」の復活と，使徒 24章15節に出てくる「正しくない人」の復活は，同じものを表しています。そして，この復活は「裁きの復活」となります。 正しくない人は，命の書に名前を記されるのにふさわしいかどうかを判断される，という意味で裁かれるのです。（ルカ 22:30）これには時間がかかります。正しくない人は，以前の良くない生き方をやめ，エホバに献身して初めて，命の書に名前を書いてもらうことができます。



^ ***塔研22 10月号 3–5ページ 1922: 100年前の年***
を行いました。それは，「現存する万民は決して死することなし」という題で，米国カリフォルニア州ロサンゼルスにあるラジオ放送局KOGで行われました。
この時の話を2万5000人ほどが聞いたようです。中には感謝の手紙を送ってきた人もいます。カリフォルニア州サンタ･アナに住むウィラード･アシュフォードはその1人です。この人は，ラザフォード兄弟の話が「楽しく興味深いものだった」ことに感謝し，こう述べています。「うちには，病気の者が3人いるので，この方法でなければ誰一人話を聞けなかったと思います。たとえ隣のブロックであったとしても，聞きに行くのは無理でした」。
ラジオ放送は，その後も引き続き行われていきました。そして，「ものみの塔」誌（英語）によると，1922年の終わりまでに，「少なくとも30万人がラジオで聖書の話を聞いた」ようです。
反響が大きかったので，聖書研究者はブルックリン･ベテルからそれほど遠くないスタテン島の土地にラジオ局を建てることにしました。その後，聖書研究者はこのラジオ局WBBRを使って，王国のメッセージを広く伝えていきました。
「ADV」
「ものみの塔」（英語）1922年6月15日号で，1922年9月5日から13日にかけてオハイオ州シーダーポイントで全体大会が開かれることが知らされました。シーダーポイントに着いた聖書研究者たちは，期待に胸を高鳴らせました。
ラザフォード兄弟は，最初の話の中でこう言いました。「私は，主が……この大会を祝福し，これまでにないほどの規模で伝道が行われるようにしてくださることを心から確信しています」。この大会で話を扱った兄弟たちは，伝道を行うよう兄弟姉妹を何度も励ましました。
9月8日金曜日，会場に詰め掛けた8000人ほどの出席者は，ラザフォード兄弟の話を心待ちにしていました。招待状に書かれていた「ADV」という文字の意味が明らかにされることを期待していたのです。席に着いた時に，ステージの上に大きい布が巻かれていることに気付いた人もいました。米国オクラホマ州タルサから大会に来ていたアーサー･クラウス兄弟は，話がよく聞こえる席を取ることができました。この大会では，今のような音響機器は使われていなかったので，それはとてもうれしいことでした。
司会者は，ラザフォード兄弟の話の間は誰も入場できないことを知らせました。話の妨げにならないようにするためです。午前9時30分，ラザフォード兄弟は話の初めに，マタイ 4章17節の「天の王国は近づきたり」というイエスの言葉を引用しました。（「ジェームズ王欽定訳」）そして，人々がどのようにしてこの王国について聞くのかを説明し，次のように言いました。「イエスは，自分の臨在の間に人々の収穫を行うと言いました。これはつまり，心が正しく忠実な人たちを集めるということです」。
本会場に座っていたクラウス兄弟はこう言います。「私たちは，一言も聞き漏らさないようにしていました」。でも，兄弟は急に体の具合が悪くなり，会場を後にしなければなりませんでした。兄弟は，再入場できないことを知っていましたが，仕方なくその会場を出ました。
しばらくすると，良くなってきたので，兄弟は会場の方へと戻っていきました。すると中から，大きな拍手の音が聞こえてきました。それを聞いて，兄弟の心に火が付きました。屋根によじ登ってでもこの素晴らしい話の続きを聞きたい，と思ったのです。当時23歳の若者だったクラウス兄弟は，登れそうな所を見つけました。そして，明かり窓が開いていたので近づいてみると，「中の話がよく聞こえてきました」。
でも，そこにいたのはクラウス兄弟だけではありませんでした。数人の友達がいたのです。その1人，フランク･ジョンソン兄弟が駆け寄ってきて，こう言いました。「ポケットナイフ，持ってない？」
「持ってるよ」とクラウス兄弟は答えました。
「祈りの答えだ！」とジョンソン兄弟は言いました。「巻いてあるこの大きな布を見て。これは横断幕で，くぎで留めてあるんだ。話をよく聞いて，判事が『宣伝し，宣伝し』と言ったら，この4本のひもを切ってね」。
それで，クラウス兄弟はナイフを片手に仲間と一緒に合図を待ちました。やがて，ラザフォード兄弟の話はクライマックスに達し，兄弟は熱意に駆り立てられ，叫ぶようにしてこう言いました。「主の忠実な真の証人でありなさい。バビロンが跡形もなく荒廃するまで戦いで前進しなさい。音信を遠く広く告げ知らせなさい。世界は，エホバが神であり，イエス･キリストが王の王，主の主であることを知らねばなりません。今はあらゆる時代のうちで最も重大な時代です。ご覧なさい，王は統治しておられます！ あなた方は王のことを広く伝える代理者です。それゆえに，王とその王国を宣伝し，宣伝し，宣伝しなさい」。
クラウス兄弟と仲間たちがひもを切ると，横断幕は非常にスムーズに広がりました。そこには，「王と王国を宣伝しなさい」と書かれていました。「ADV」という文字は，「宣伝しなさい」という意味がある“advertise”を表していたのです。
重要な活動
シーダーポイントでの大会によって，兄弟姉妹は王国を伝えるという重要な活動を熱心に行うよう励まされました。そして，進んで行う気持ちがある人たちは，喜んで伝道を行いました。米国オクラホマ州のある聖書文書頒布者（現在の開拓者）はこう述べました。「私たちが奉仕している区域の人々は，多くが炭鉱で働いていて，とても貧しい生活をしています」。兄弟によると，人々の中には「黄金時代」誌のメッセージを聞いて，「わっと泣き出してしまう人もいます」。兄弟はこう言います。「そうした人たちを慰めることができるのは，本当にうれしいことです」。
聖書研究者たちは，ルカ 10章2節にあるイエスの言葉の真実さをひしひしと感じていました。そこにはこうあります。「収穫は多いですが，働き手は少ないのです」。1922年が終わる頃には，王国のメッセージを遠く広く宣伝しようという兄弟姉妹の決意はいっそう強まっていました。



^ ***塔研22 11月号 9ページ エホバに助けていただき，喜びつつ忍耐する***
について説明しているからです。では，イザヤ 30章に注目してみましょう。その中でイザヤは，イメージしやすい言葉を使って，エホバがご自分に仕える人たちをどのように助けるかを述べています。では，3つの点を考えてみましょう。（1）私たちの祈りをよく聞いて，祈りに答えること，（2）導きを与えること，（3）私たちのために，今また将来に素晴らしいことを行うことです。
エホバは私たちの祈りを聞いてくださる
4 イザヤ 30章の初めの部分で，エホバはユダヤ人のことを「罪を重ねる」「強情な子たち」と言っています。そして，「彼らは反逆的な民，……エホバの律法を聞こうとしない子たちである」とも言っています。（イザ 30:1，9）ユダヤ人はエホバの律法を聞こうとしなかったので，イザヤは，エホバは彼らを苦しい目に遭うままにする，と予告していました。（イザ 30:5，17。エレ 25:8-11）そしてその言葉の通り，彼らはバビロンに捕囚にされました。とはいえ，中にはエホバに忠実な人たちもいました。イザヤはそうした人たちに希望となるメッセージを伝えました。エホバがやがて彼らをエルサレムに戻らせてくださるというメッセージです。（イザヤ 30:18，19を読む。）その言葉の通り，エホバはユダヤ人をバビロンでの捕囚から自由にしました。それでも，この希望の言葉が実現するには，かなりの時間がかかりました。「エホバはあなたたちに情けを掛けようと辛抱強く待って[いる]」という表現から，それが分かります。バビロンで捕囚になってから70年後，彼らはようやくエルサレムに戻ることができました。（イザ 10:21。エレ 29:10）人々はバビロンに捕囚にされた時には悲しみの涙を流しましたが，エルサレムに戻った時には喜びの涙を流しました。
5 イザヤの次の言葉について考えると，慰められます。「神は助けを求めるあなたの叫び声を聞くと，必ず情けを掛ける」。（イザ 30:19）この言葉から，私たちが助けを求める時，エホバがよく聞いてくださることが分かります。また，エホバは私たちの祈りにすぐに答えてくださいます。イザヤが「神は……聞いてすぐにあなたに答えてくださる」と述べている通りです。こうした言葉から，お父さんエホバが私たちをぜひとも助けたいと思っていることが分かります。ですから，私たちは喜びつつ問題を忍耐することができます。
6 この聖句から，祈りについてほかにもどんなことが学べるでしょうか。エホバが私たち一人一人の祈りにしっかり耳を傾けてくださるということです。どうしてそう言えるでしょうか。イザヤ 30章の前半で，エホバは「あなたたち」という表現を使って民全体に語り掛けています。でも19節では，「あなた」という表現を使って一人一人に語り掛け，「あなたは決して泣かない」，「あなたの叫び声を聞くと，必ず情けを掛ける」，「あなたに答えてくださる」と言っています。愛情深いお父さんは，元気がない息子や娘に対して，「どうして兄さんや姉さんのように強くなれないんだ」と言ったりはしません。エホバも私たちに対してそんなことは言いません。一人一人のことを大切にし，私たちの祈りにしっかり耳を傾けてくださるのです。（詩 116:1。イザ 57:15）
7 私たちが自分の悩みをエホバに打ち明ける時，エホバは力を与えて問題を忍耐できるように









^ ***喜歌 112番 エホバは平和の神***
112番
エホバは平和の神
（フィリピ 4:9）
1. 平和の神 愛するエホバ
与えてください 聖なる力
イエスにより あなたに語る
心は安らぎ 満たされていく
2. 希望のない暗い世界で
あなたの言葉は光り輝く
争い皆 過ぎ去る日まで守ってください
心の平和
3. 平和満ちる 天にも地にも
あなたの統治が行き渡る時
平和願う人たち全て喜びあふれる
いつの日までも
（詩 4:8; フィリ 4:6，7; テサ一 5:23も参照。）



^ ***喜歌 38番 神はあなたを強い人にしてくださる***
38番
神はあなたを強い人にしてくださる
（ペテロ第一 5:10）
1. あなたは世の闇の中で
真理を求めていた
エホバはその願いかなえ
あなたを導かれた
真の光の中へ
引き寄せてくださった
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
2. 愛する子のイエスさえも
与えたエホバ神は
どんな時もあなたのこと
優しく気遣われる
神のために示した
あなたの愛忘れず
（※ 繰り返し）
あなたの命 その心も
エホバのもの 永遠まで
神はあなたをいつも守り
強い人にしてくださる
（ロマ 8:32; 14:8，9; ヘブ 6:10; ペテ一 2:9も参照。）



^ ***目17 No. 5 3–7ページ 防災 いざという時に備える***
特集記事
防災 いざという時に備える
「耳をつんざくような爆発が起こり，危うく床にたたきつけられそうになりました。換気口から煙が入ってきて，高層ビルにあったオフィスは炎に包まれました」。ジョシュア
地震……ハリケーン……テロ攻撃……学校での銃乱射事件。ニュースでは，こうした言葉が飛び交っています。もちろん，災害について見聞きするのと，巻き込まれるのとは，全くの別問題です。では，生き残るために，災害前，発生時，また被災後に何ができるでしょうか。
災害前 備えをする！
だれでも災害に遭う可能性はあります。備えは生き残るための最も重要なカギです。では，どんな備えをすればよいのでしょうか。
● 心の準備 災害は起きるもので，自分も家族も巻き込まれる可能性があるという事実を認めましょう。災害に遭った後では，遅すぎます。
● 情報収集 あなたの生活圏ではどんな災害が起こり得るでしょうか。避難場所がどこかを知っておきましょう。自宅の構造や位置が安全かどうかを見直してください。火災の原因となりそうなものをなくします。火災警報器を設置し，その電池を少なくとも年に1度以上は交換しましょう。
● 災害用備蓄 電力，上下水道，電話，交通網などが機能しなくなるかもしれません。車には燃料が常に半分以上入っているようにし，自宅には食料，水，救急箱を常備しておきましょう。（「備えは万全？」という囲みをご覧ください。）
● 電話番号 近くや遠くの友人と連絡を取れるようにしておきます。
● 避難計画と避難訓練 一番近い非常口の位置や，子どもの学校の避難計画を知っておきましょう。家族が集合する場所を決めます。学校や公園など，近所で1か所，少し離れたところでもう1か所を選びます。家族でそこまで歩く練習をすることも勧められています。
● 他の人の救助 お年寄りや体の弱い人などを助けることも計画に含めましょう。
災害発生！ ぐずぐずしない
前述のジョシュアによると，「出火した時，ほとんどの人はパニックにはなりませんでしたが，もたもたしていました。コンピューターの電源を落とす人や水筒に水を入れる人，『待っていれば何とかなるだろう』と言う人もいました」。それで，ぐずぐずしている人たちに対して，ジョシュアはこう叫びました。「今すぐここから逃げよう！」 同僚たちはそれを聞いて我に返り，一緒に階段を下りました。「力を合わせて助かろう！」と，ジョシュアは大声で叫び続けました。
● 火災 低い姿勢を保ち，素早く近くの出口に向かってください。煙が立ち込めると視界が悪くなりますし，煙を吸い込むことは火災による死因の大半を占めています。何かを取りに戻ってはなりません。数秒の違いが生死を分けることもあります。
● 地震 机やテーブルなどのしっかりした家具の下や，玄関など，柱の多い所に逃げてください。余震が来ることを考え，できるだけ早く建物から出て離れるようにします。レスキュー隊はすぐには来てくれないかもしれません。ですから，できる範囲で他の人を助けるようにしましょう。
● 津波 海岸から急に潮が引き始めたら，直ちに高台に逃げてください。第一波が来た後，さらに高い波が何度も来ることがあります。
● 竜巻やハリケーン 直ちにシェルターなどの避難できる場所に入ってください。
● 洪水 浸水した建物には立ち入らないようにします。水の中を徒歩や車で移動してはなりません。汚水が混ざっていることがありますし，がれきがあったり，マンホールのふたが外れていたり，切れた電線が垂れ下がっていたりして，危険です。
● ご存じでしたか 水深60㌢の水の流れには，車を押し流す力があります。洪水による死者の大半は，流れを車で渡ろうとして亡くなっています。
● 警戒区域に指定されたら 直ちに避難してください。自分がどこにいるかを友人たちに知らせましょう。そうしないと，危険を冒してあなたを探すかもしれません。
● ご存じでしたか メールのほうが音声通話よりもつながりやすいかもしれません。
● 自宅や避難所にとどまるようにとの指示が出たら 外に出ないようにしましょう。化学物質，生物，核物質などによる攻撃や事故があった場合は，屋内にとどまり，換気装置を切り，すべてのドアと窓に目張りをします。核物質が関係しているなら，建物の一番下の階の中心部に移動し，できるだけ被ばくしないようにします。地元のテレビやラジオのニュースを聞いてください。危険が去ったという当局からのアナウンスがあるまでは，外に出てはなりません。
被災後 危険を避ける！
病気や危険から身を守ってください。
● 友人と一緒にいる できるなら，そのほうが避難所にいるよりも望ましいでしょう。
● 生活空間を清潔に保つ
● 体を保護する道具を使う がれきを片づける時は，保護具を使いましょう。可能なら，手袋，頑丈な靴，ヘルメット，防じんマスクを着用します。電線や隠れた残り火に注意してください。
● 日課を守る それまでの日課をできる限り守りましょう。子どもたちは，あなたが冷静で希望にあふれている様子を見る必要があります。家族一緒に，学校の勉強や遊びや心を養う活動を行ないましょう。悲劇的なニュースのことばかり考えたり，自分の不安やいらいらを家族にぶつけたりしてはなりません。互いに助け合いましょう。
● 災害には損失が伴うことを認める 政府や他の救援活動が目指しているのは，人々が生き延びられるよう助けることであって，失われたものすべてを元通りにすることではありません。生き残るために必要なのは，清潔な水，食料，衣服，雨風をしのげる場所です。
● 心をケアする 心の傷は最初のショックが過ぎてから表われ，不安，気落ち，気持ちの浮き沈みなどの症状があり，思考･仕事･睡眠に影響が出ます。思いやりのある友人に話しましょう。
ジョシュアは職場での火災を生き延びましたが，知人の多くは亡くなりました。クリスチャンの長老やメンタルヘルスの専門家に助けられたジョシュアは，こう言います。「おかげで，悲しむのは自然なことで，立ち直るための通過点であり，やがて終わる，と確信できました。半年ほどで，悪夢にうなされることが減りました。他の症状はその後もしばらく続きました」。
災害によって正義感まで狂わされ，災害を神様のせいにしてしまう人もいます。またジョシュアのように，生き残ったがゆえに罪悪感を抱く人も少なくありません。ジョシュアはこう言います。「今でも，もっと多くの人を救えたのではないかと思ってしまいます。しかし，神様の約束は大きな慰めとなっています。神様はまもなくこの地球に完全な公正を実現させ，すべての悪を正されます。それまでの間，一日一日を大切にして，命を守るためにできることを行ないたいと思います」。（啓 21:4，5）
[脚注]
将来に関する神様の約束と神様が苦しみを許しておられる理由について詳しくは，「聖書は実際に何を教えていますか」という本をご覧ください。www.jw.orgからダウンロードできます。
[6ページの囲み記事]
備えは万全？
防災機関は各家庭に，災害用備蓄を行ない，年に1度は使用期限をチェックするよう勧めています。もちろん，住んでいる場所や環境によって，必要は異なるでしょう。地元の防災課などで地域に密着した情報を得てください。
  一般に，1人当たり最低でも，飲料水9㍑とすぐに食べられる保存食3日分を備蓄しておくことが勧められています。
  また，「非常用持ち出し袋」を準備して，以下のような物を入れている家庭もあります。
■ 毛布，暖かい衣類一式，頑丈な靴
■ 懐中電灯，ラジオ（電池式あるいは手回し式），予備の乾電池
■ 救急セット，助けを呼ぶためのホイッスル
■ 食器，缶切り，万能ナイフ，防水マッチ
■ 防じんマスク，防水テープ，テントにできるようなレジャーシート
■ 歯ブラシ，石けん，タオル，トイレットペーパー
■ 乳幼児，高齢者，体の不自由な人に必要な物
■ 密閉容器に入れた，常備薬や処方薬，処方箋のコピー，他の大切な書類
■ 緊急連絡先や家族が落ち合う場所のリスト，周辺の地図
■ クレジットカード，現金
■ 家や車のスペアキー
■ 紙と鉛筆，本，おもちゃ
■ 聖書
[脚注]
個々の状況や地域によって，必要な物は異なります。自分の状況に合わせましょう。
​[4ページの図版]
備えは生き残るための最も重要なカギ。
[5ページの図版]
警戒区域に指定されたら直ちに避難する。
[7ページの図版]
被災後はそれまでの日課をできる限り守る。
​​​​​​​









^ ***喜歌 103番 牧者という贈り物***
103番
牧者という贈り物
（エフェソス 4:8）
1. 会衆の牧者は神に倣い
羊たち導く 模範示し
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
2. 親切な牧者は常に語る
傷ついた心を癒やす言葉
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
3. 愛がある牧者はいつも教え
会衆の羊の命守る
（※ 繰り返し）
忠実な長老
良い贈り物
働きに感謝し愛を示そう
（イザ 32:1，2; エレ 3:15; ヨハ 21:15-17; 使徒 20:28も参照。）



^ ***喜歌 109番 心から熱烈に愛しましょう***
109番
心から熱烈に愛しましょう
（ペテロ第一 1:22）
熱烈な愛は強く美しい
純粋な愛を 神喜ぶ
温かな愛で絆が強まり
友情が芽生え育まれる
支えになろう 助けの手 差し伸べ
力なくした友に寄り添い
キリストの愛に神の愛を見る
心が沸き立つ
仲間気遣い愛するように
（ペテ一 2:17; 3:8; 4:8; ヨハ一 3:11も参照。）



^ ***塔研19 7月号 2–7ページ 今，迫害に備えましょう***
研究記事27
今，迫害に備えましょう
「キリスト･イエスにあって敬虔な専心のうちに生活しようと願う人はみな同じように迫害を受けます」。テモテ第二 3:12
129番の歌 決して負けない 最後まで
何を学ぶか
イエスは亡くなる前の晩，自分の弟子となる人全員が憎まれると言いました。（ヨハ 17:14）実際これまで，エホバに忠実に仕えるクリスチャンは，真の崇拝に反対する人たちから迫害されてきました。（テモ二 3:12）今の体制の終わりが近づくにつれて，敵の攻撃はさらに強まることでしょう。（マタ 24:9）
2 迫害に備えて，どんなことができるでしょうか。これからどんな迫害に遭うのか，あれこれ想像する必要はありません。恐れと不安の気持ちでいっぱいになってしまうからです。実際にはまだ迫害に遭っていないのに，エホバに仕えるのをやめてしまうかもしれません。（箴 12:25; 17:22）恐れは「敵対者である悪魔」が使う強力な武器です。（ペテ一 5:8，9）では，敵の攻撃に負けないために何ができるでしょうか。
3 この記事では，どうすればエホバとの絆を強められるか，今そうすることが必要なのはなぜかを考えます。勇気を奮い起こすためにできる事柄も取り上げます。人に反対され憎まれる時，何ができるかも学びます。
どうすればエホバとの絆を強められるか
4 エホバはわたしたちを愛しておられ，決して見捨てたりはされない，と固く信じる。（ヘブライ 13:5，6を読む。）過去の「ものみの塔」の記事には，こう述べられています。「神をよく知っている人は，試練に遭う時にも神に全く頼ります」。本当にそのとおりです。迫害に遭っても忠実を保つには，エホバを愛し，エホバに全く頼ることが必要です。エホバがわたしたちに愛情を抱いておられることを疑うべきではありません。（マタ 22:36-38。ヤコ 5:11）
5 エホバと親しくなることを目標にして，聖書を毎日読む。（ヤコ 4:8）聖書を読む際，エホバの優しさに注目しましょう。エホバの言葉や行動に表われている愛や愛情を感じ取ってください。（出 34:6）身近な人から愛されたことがないために，神が愛してくださっていることをなかなか信じられない人もいます。あなたもそうですか。もしそうなら，エホバがどのように憐れみと親切を示してくださったかを，一日の終わりに思い出すようにしましょう。（詩 78:38，39。ロマ 8:32）自分の経験を思い巡らし，聖書を読んで熟考するなら，エホバがしてくださったことをたくさん挙げられるでしょう。エホバがしてくださったことへの感謝が深まれば，エホバとの絆も強まります。（詩 116:1，2）
6 いつも祈る。父親の腕に抱かれた男の子のことを想像してみてください。男の子は安心して，その日にあったうれしかったことや悲しかったことを何でも話します。わたしたちも，父エホバに毎日心から祈るなら，エホバと親しくなれます。（詩編 94:17-19を読む。）祈る際，「心を……水のように注ぎ出」してください。恐れや不安の気持ちをすべて愛情深い父エホバに伝えるのです。（哀 2:19）そうすれば，「一切の考えに勝る神の平和」が与えられ，穏やかな気持ちになれます。（フィリ 4:6，7）エホバをいっそう身近に感じることもできるでしょう。（ロマ 8:38，39）
7 神の王国に関する約束が実現することを固く信じる。（民 23:19）神の約束に対する信仰が弱まると，サタンとその手先による脅しに簡単に負けてしまいます。（箴 24:10。ヘブ 2:15）王国に関する神の約束が実現するという信仰を，今どのように強められるでしょうか。時間を取って，神の約束について学んでください。約束の実現を信じられる理由も考えましょう。そのような研究をするとよいのはなぜですか。信仰のゆえに7年間服役したスタンレー･ジョーンズ兄弟の例を考えましょう。 忠実を保つうえで何が役立ちましたか。兄弟はこう述べています。「神の王国についてしっかり学び，王国が成し遂げる事柄を信じ，一瞬たりとも疑わなかったので，圧力を受けても動じませんでした」。神の約束に対する強い信仰があれば，エホバと親しくなれます。恐れに負けることはありません。（箴 3:25，26）
8 集会に定期的に出席する。集会に出席することは，エホバと親しくなるうえで欠かせません。集会への出席をどれほど大切に見ているかは，今後，迫害に遭っても信仰を保てるかどうかを左右するからです。（ヘブ 10:24，25）なぜそう言えますか。今，ちょっとしたことで集会を休んでいるなら，将来，自分の身に危険が及ぶような場合に集会に行くことは，もっと難しいでしょう。他方，集会に行くことを決意している人は，たとえだれかに反対されても，出席することをやめたりしません。ですから，今，集会を大切にしましょう。そうすれば，どんなに反対されても，たとえ政府に集会を禁止されても，人間より神に従い続けることができます。（使徒 5:29）
9 好きな聖句を覚える。（マタ 13:52）わたしたちの記憶力は完璧ではありませんが，エホバは強力な聖霊によって聖句を思い出させてくださいます。（ヨハ 14:26）東ドイツで独房に入れられたある兄弟は，こう述べています。「その時までに数百の聖句を暗記していたことは，本当に祝福となりました。聖書の様々な論題について黙想することで，さもなければむなしかったであろう日々を過ごせたのです」。覚えていた聖句が，エホバとの友情を保ち，忠実に忍耐する助けになりました。
10 エホバへの賛美の歌を覚え，歌う。パウロとシラスはフィリピで投獄された時，覚えていた賛美の歌を歌いました。（使徒 16:25）旧ソ連の兄弟たちも，シベリアに流刑にされた時，歌で気持ちを奮い立たせました。マリヤ･フェドゥン姉妹は，みんなと一緒に覚えている賛美の歌を全部歌った，と述べています。賛美の歌を歌うと元気になり，エホバを身近に感じたのです。わたしたちもお気に入りの賛美の歌やオリジナルソングを歌うと元気が出るのではないでしょうか。今のうちに覚えるようにしましょう。（「勇気をください」の囲みを参照。）
どうすれば勇気を奮い起こせるか
11 迫害に立ち向かうには勇気が必要です。自分には勇気が足りない，と思ったら何ができるでしょうか。本当の勇気は体の大きさ，体力，能力に左右されません。ゴリアテに立ち向かった少年ダビデのことを考えてください。巨人ゴリアテに比べれば，ダビデは小柄で体力も劣っており，戦いの装備も十分ではありませんでした。剣さえ持っていなかったのです。でもダビデは勇気にあふれていました。尊大なゴリアテと戦うため，力強く走って行きました。
12 ダビデがそれほどの勇気を示せたのはなぜでしょうか。エホバが共にいることを固く信じていたからです。（サムエル第一 17:37，45-47を読む。）ゴリアテが自分と比べてどれほど大きいかではなく，エホバと比べてどれほど小さいかに思いを向けました。わたしたちも，エホバが共におられること，反対者たちが全能の神に比べてはるかに小さな存在であることを忘れないようにしましょう。（代二 20:15。詩 16:8）では，迫害が生じた時に勇気を示せるよう，今何ができますか。
13 神の王国の良い知らせを伝えることが役立ちます。伝道することで，エホバに頼るようになり，人への恐れを克服できるからです。（箴 29:25）筋肉がトレーニングで強化されるように，家から家に，公共の場所で，非公式に，ビジネス街で伝道するなら，勇気も強化されます。勇気を出して伝道するなら，今後，わたしたちの活動が禁止されても伝道し続けることができるでしょう。（テサ一 2:1，2）
14 素晴らしい勇気を示した2人の姉妹の例を考えてみましょう。ナンシー･ユエン姉妹は身長が150㌢にも満たない小柄な女性ですが，恐れに負けませんでした。 神の王国の良い知らせを伝えることをやめなかったため，中国の刑務所や収容所で20年以上過ごしました。尋問の際には係官から，「中国一強情な人間」だと言われました。
15 バレンチーナ･ガルノフスカヤ姉妹は旧ソ連で3度投獄され，刑期は合計21年に及びました。 どんな罪に問われたのでしょうか。伝道をやめなかったために，当局から「極めて危険な犯罪者」とみなされたのです。この2人の姉妹が大きな勇気を示せたのはなぜでしょうか。エホバが共にいることを固く信じていたからです。
16 これまで考えてきたとおり，勇気を奮い起こすには，自分の体力や能力に頼るのではなく，エホバが共にいて，わたしたちのために戦ってくださることを信じる必要があります。（申 1:29，30。ゼカ 4:6）そうすれば本当の勇気を示せます。
人に憎まれる時，何ができるか
17 人に認めてもらえるのはうれしいことですが，たとえ人に憎まれたとしても自尊心を失うべきではありません。イエスはこう言いました。「いつでも，人々があなた方を憎むとき，またいつでも，人の子のために人々があなた方を締め出し，非難し，あなた方の名をいとわしいものとして退けるとき，あなた方は幸いです」。（ルカ 6:22）イエスはどんな意味でそう述べたのでしょうか。
18 クリスチャンは人に憎まれることを喜ぶ，と言っていたのではありません。むしろイエスは現実に起きる事柄を述べていました。わたしたちは世のものではありません。イエスの教えに従って生活し，イエスが伝えたメッセージを広めるので，世から憎まれます。（ヨハネ 15:18-21を読む。）わたしたちはエホバに喜ばれたいと願っています。ですから，人に憎まれるとしても，引け目を感じる必要はありません。
19 人に言われることやされることを気にしてエホバの証人であることを恥じる，ということのないようにしましょう。（ミカ 4:5）イエスが処刑された後，エルサレムの使徒たちが示した手本を考えると，人への恐れを克服しようという気持ちが強まります。彼らは，自分たちがユダヤ人の宗教指導者たちに強く憎まれていることを知っていました。（使徒 5:17，18，27，28）それにもかかわらず，毎日神殿に出かけ，自分がイエスの弟子であることを人々にはっきりと伝えました。（使徒 5:42）恐れに負けて萎縮することはありませんでした。わたしたちも，同僚やクラスメートや近所の人たちに，自分がエホバの証人であることをいつもはっきりと伝えることができます。そのようにして，人への恐れを克服しましょう。（使徒 4:29。ロマ 1:16）
20 使徒たちは幸せでした。なぜですか。自分たちが憎まれている理由を知っており，エホバの望まれることを行なったために不当な扱いを受けるとしても，それを栄誉と考えたからです。（ルカ 6:23。使徒 5:41）後に使徒ペテロはこう述べました。「たとえ義のために苦しみを受けることがあっても，あなた方は幸いです」。（ペテ一 2:19-21; 3:14）正しいことを行なっているゆえに憎まれている，ということが分かっていれば，人への恐れに負けてエホバに仕えるのをやめてしまうことは決してないでしょう。
迫害に備えることは自分のためになる
21 迫害や禁令がいつ生じるか，わたしたちの崇拝がどんな影響を受けるのかは分かりません。でも分かっていることがあります。今，エホバとの絆を強め，勇気を奮い起こし，人に憎まれた時に何ができるかを考えておくなら，迫害に備えられるということです。そのような備えをしておけば，今後迫害に遭ってもエホバに忠実に仕え続けることができるでしょう。
22 では，わたしたちの活動が禁止された場合，どうすればよいでしょうか。次の記事では，禁令下でエホバに仕え続けるうえで役立つ聖書の教えを学びます。
次の聖句から，迫害に備えることについてどんなことを学べますか
■ 詩編 116:1，2
■ 歴代第二 20:15
■ ペテロ第一 3:14
118番の歌 「さらに信仰を与えてください」
[脚注]
わたしたちは人に憎まれたいとは思いません。それでも，いつか必ず迫害に遭います。この記事では，勇気をもって迫害に立ち向かうために何ができるかを学びます。
「ものみの塔」1966年2月15日号116-127ページを参照。
「ものみの塔」1979年10月15日号4-7ページを参照。JW Broadcasting®の「エホバのみ名は知らされる」という動画も参照。（ビデオ･オンデマンド > 経験とインタビュー）
「2008 エホバの証人の年鑑」191-192ページを参照。
[研究用の質問]
 1. 迫害に備える必要があるのはなぜですか。
2-3. （ア）恐れは人にどんな影響を与えますか。（イ）この記事ではどんなことを考えますか。
 4. ヘブライ 13章5，6節にあるように，わたしたちはどんなことを固く信じるべきですか。なぜですか。
 5. エホバの愛を感じ取るために，どんなことができますか。
 6. 心から祈るとよいのはなぜですか。詩編 94編17-19節には，どんなことが述べられていますか。
 7. 王国に関する神の約束を固く信じるべきなのはなぜですか。
 8. 集会に定期的に出席すべきなのはなぜですか。
 9. 迫害に備えて聖句を覚えるとよいのはなぜですか。
10. 歌を覚えるとよいのはなぜですか。
11-12. （ア）サムエル第一 17章37，45-47節によると，ダビデが勇気を奮い起こせたのはなぜですか。（イ）ダビデの例からどんな大切なことを学べますか。
13. 迫害が生じた時に勇気を示せるよう，今何ができますか。
14-15. ナンシー･ユエン姉妹とバレンチーナ･ガルノフスカヤ姉妹から何を学べますか。
16. どうすれば本当の勇気を示せますか。
17-18. ヨハネ 15章18-21節で，イエスはどんなことを述べましたか。
19. 使徒たちの手本にどのように倣えますか。
20. 使徒たちが人に憎まれても幸せだったのはなぜですか。
21-22. （ア）迫害に備えて，あなたは何をしたいと思いますか。（イ）次の記事ではどんなことを学びますか。
[3ページの囲み記事]
「勇気をください」
2018年の地区大会の最後に，「勇気をください」という新しい歌が歌われました。とても力強い歌です。大会後，ルミアという8歳の女の子から次のような手紙が届きました。「新しい歌，ありがとうございました。すごくかんどうしました。歌いながら，2年生になったら，わたしがエホバのしょうにんだってクラスのみんなにちゃんと言おうと思いました。エホバはぜったい助けてくれます」。
[6ページの図版]
エホバに信仰を持ち，王国に関する約束の実現を固く信じるなら，勇気を奮い起こせる。
スタンレー･ジョーンズは，神の王国に関する約束を固く信じていたので，信仰を保てた。（7節を参照。）
[4ページの図版]
今，聖句や賛美の歌を覚えておくことは，迫害の時に役立つ。（9節を参照。）
イザヤ 43:10
[5ページの図版]
（10節を参照。）
[6ページの図版]
ナンシー･ユエンは，反対されても良い知らせを伝え続けた。（14節を参照。）
[6ページの図版]
バレンチーナ･ガルノフスカヤは，エホバが共にいることを固く信じていた。（15節を参照。）
[脚注]
写真や挿絵: 家族の崇拝の時に，親がフラッシュカードを使って子どもと一緒に聖句を覚えている。
写真や挿絵: 集会に向かう車の中で，家族が賛美の歌を練習している。
​​​​









^ ***塔研22 9月号 20–25ページ 大勢を正しい道へと導く***
研究記事40
大勢を正しい道へと導く
「大勢を正しい道へと導いている人たちは，星のようにいつまでも永遠に輝きます」。ダニエル 12:3
151番の歌 神は呼んでくださる
何を学ぶか
キリストの千年統治の間に，地上への復活が始まります。これは本当に素晴らしい時となります。私たちは皆，亡くなった愛する人たちに再び会いたいと心から願っています。エホバも同じ気持ちです。（ヨブ 14:15）喜ばしい再会が世界中で見られることでしょう。前の記事で学んだ通り，命の書に名前を記されている「正しい人」は，「命の復活」へと出てきます。（使徒 24:15。ヨハ 5:29）私たちの愛する人たちの多くは，早い段階で地上へ復活してくることでしょう。 そして，「正しくない人」，つまり死ぬ前にエホバを知ったりエホバへの忠実を示したりする機会が十分にはなかった人たちは，「裁きの復活」へと出てきます。
2 復活してくる全ての人は，いろいろなことを教えてもらう必要があります。（イザ 26:9; 61:11）それで，史上最大規模の教育プログラムが行われることになります。（イザヤ 11:9，10を読む。）どんなことを学ぶ必要があるのでしょうか。復活してくる正しくない人は，イエス･キリスト，神の王国，贖い，エホバのお名前や宇宙主権に関する論争について教えてもらう必要があります。また，正しい人も最新の理解を学ぶ必要があります。エホバは，地球に関する目的を徐々に明らかにしているからです。また，聖書全体が完成するよりもずっと前に忠実を保って死んだ人もいます。ですから，正しくない人も正しい人も，学ぶべきことがたくさんあるのです。
3 この記事では，次の点を考えます。この大規模な教育プログラムは，どのようにして行われていくのでしょうか。この教育にどう応じるかは，命の書にいわばインクで名前を記してもらうことと，どんな関係がありますか。私たちにとって，こうした点を考えることはとても重要なことです。そして，これから考える通り，ダニエル書と「啓示」の書の預言は，死者が復活する時にどんなことが起きるかをよく理解する上で助けとなります。ではまず，ダニエル 12章1，2節で起きると予告されている，わくわくするようなことについて考えていきましょう。
「地面の中で眠っている多くの人が目を覚まします」
4 ダニエル 12:1を読む。ダニエル書から，終わりの時に物事がどんな順番で生じるかが分かります。ダニエル 12章1節は，ミカエルつまりイエス･キリストが「[神]の民のために立っている」と述べています。預言のこの部分は，1914年にイエスが天の王国の王として任命された時，実現し始めました。
5 またダニエルは，「国が始まってからその時まで生じたことがない苦難の時」にイエスが「行動を起こ」すとも告げられます。この「苦難の時」とは，マタイ 24章21節に出てくる「大患難」のことです。イエスは，苦難の時の終わり，つまりハルマゲドンの時に神の民を守るために行動を起こすのです。「啓示」の書はこの神の民のことを「大群衆」と呼び，「大患難から出てくる」と述べています。（啓 7:9，14）
6 ダニエル 12:2を読む。大群衆がこの苦難の時を生き残った後，次にどんなことが生じるでしょうか。以前は，ダニエル 12章2節は終わりの時代に生じる，神に仕える人たちの比喩的な復活について述べている，と理解していました。 しかしこの預言は，新しい世界で生じる文字通りの復活のことを指しています。どうしてそう言えるでしょうか。ここで「地面」と訳されている言葉は，ヨブ 17章16節では「土」と訳されています。文脈を見ると，それは「墓」を表していることが分かります。ですから，ダニエル 12章2節は文字通りの復活のことを述べているのです。その復活は，終わりの時代が終わった後，ハルマゲドンの戦いの後に生じます。
7 では，ダニエル 12章2節で，復活したある人たちが「永遠の命」を得ると言われているのは，どういう意味でしょうか。復活してくる人たちは，千年統治の間にエホバとイエスを知り，あるいは知り続け，このお二方に従うなら，最終的に永遠の命を得ることができる，ということです。（ヨハ 17:3）この復活は，過去の復活よりも「さらに勝った復活」と言えます。（ヘブ 11:35）なぜなら，過去に復活した人たちは，やがて再び死んでしまったからです。
8 とはいえ，復活してくる人たち全てがエホバの教育プログラムを受け入れようとするわけではありません。ダニエルの預言によれば，ある人たちは「とがめられて永久に嫌悪されます」。こうした反抗的な態度を取る人たちは，命の書に名前が記されることはなく，永遠の命を得ることもありません。「永久に嫌悪され」，滅ぼされることになります。ですから，ダニエル 12章2節は，復活してくる人たち全てが最終的にどうなるかについて述べている，ということです。それは，一人一人が復活した後にどんな行動をするかによって決まります。 （啓 20:12）永遠の命を得られるかどうかが決まるのです。
「大勢を正しい道へと導いている」
9 ダニエル 12:3を読む。この「苦難の時」の後，ほかにどんなことが生じるでしょうか。ダニエル 12章2節だけでなく3節からも，大患難の後にどんなことが生じるかを知ることができます。
10 「天空のように明るく輝」くのは誰でしょうか。マタイ 13章43節にあるイエスの言葉がヒントになります。そこにはこうあります。「その時，正しい人たちは父の王国で太陽のように明るく輝きます」。この文脈でイエスは，「王国の子たち」のことを話していました。「王国の子たち」とは，天の王国でイエスと共に仕えるよう選ばれた人たちのことです。（マタ 13:38）ですから，ダニエル 12章3節は，天に行くよう選ばれた者たちと千年統治の間に彼らが行う事柄について述べているに違いありません。
11 天に復活した者たちは，どのようにして「大勢を正しい道へと」導くのでしょうか。イエス･キリストとよく協力して，千年統治の間に地上で行われる教育プログラムを監督します。14万4000人は，王として治めるだけでなく，祭司としての役割も果たします。（啓 1:6; 5:10; 20:6）それで，「人々を癒やす」ことに加わります。不完全な人間が完全になるよう助けるのです。（啓 22:1，2。エゼ 47:12）こうした務めを果たすことは，本当に大きな喜びとなるに違いありません。
12 正しい道へと導かれる「大勢」の人には，誰が含まれるのでしょうか。復活してくる人たち，ハルマゲドンを生き残る人たち，そして，新しい世界で生まれてくるであろう子供たちです。千年統治が終わる時までに，地上で生きている人たちは皆，完全になっています。では，それらの人たちの名前が命の書に“鉛筆”ではなく“インク”で記されるのはいつでしょうか。
最後の試練
13 完全になれば，自動的に永遠の命を得られるのでしょうか。そうではありません。アダムとエバの例を考えてみましょう。2人は完全でしたが，永遠の命を得るためにはエホバ神への従順を示す必要がありました。そして残念なことに，2人はエホバに従いませんでした。（ロマ 5:12）
14 千年統治の終わりまでに，地上にいる人たちは皆，完全になっています。では，全ての人がエホバの統治をいつまでも心から支持するでしょうか。それとも，アダムとエバのように，完全ではあってもエホバに不忠実になる人がいるでしょうか。こうした点が明らかにされなければなりません。どのようにして明らかになるのでしょうか。
15 サタンは1000年の間，閉じ込められることになります。その間は誰のことも惑わすことができません。しかし1000年が終わると，サタンは解放され，完全になった人たちを惑わそうとします。その時，完全になった人たち全ては，エホバのお名前を敬い，主権を支持するかどうかをはっきり示すことになります。（啓 20:7-10）そして，それに基づいて，命の書に名前が“インク”で記されるかどうかが決まります。
16 数は明らかにされていませんが，一部の人たちはアダムとエバのようにエホバの統治を退けます。そうした人たちはどうなるでしょうか。啓示 20章15節には，「命の書に名前が書かれていない者は皆，火の湖に投げ込まれた」とあります。エホバに対して反抗的な態度を取る人たちは，完全に滅ぼされるのです。とはいえ，完全になった人たちの多くは最後の試練を通過するでしょう。その人たちの名前は，命の書に“インク”で記されることになります。
「終わりの時」
17 これから起きることについて考えると，本当にわくわくします。とはいえ，ダニエルは天使から，私たちが生きている「終わりの時」に関する重要なメッセージも聞きました。（ダニエル 12:4，8-10を読む。テモ二 3:1-5）天使はダニエルに，「真の知識が満ちあふれます」と言いました。つまり，神に仕える人たちがダニエル書の預言をいっそうよく理解するようになるということです。そして天使は，終わりの時に「悪い人たちは悪いことを行い，誰一人として理解しません」とも言いました。
18 現代，悪いことを行っている人たちがうまくやりおおせているように思えることがあるかもしれません。（マラ 3:14，15）でもイエスは間もなく，ヤギのような悪い人たちを裁き，羊のような人たちから分けます。（マタ 25:31-33）悪い人たちが大患難を生き残ることはありません。復活して新しい世界で生きることもありません。そうした人たちの名前が，マラキ 3章16節で述べられている「記録の書」に記されることはないのです。
19 今こそ，自分が悪い人ではないことを示すべき時です。（マラキ 3:16-18を読む。）エホバは，「特別な所有物」つまりご自分にとって宝のような人たちを集めています。私たちもぜひ，その1人になりたいと思います。
20 今は本当にわくわくするような時代です。でも，間もなくさらに素晴らしいことが生じます。全ての悪が除き去られるのを目撃することができるのです。そしてその後，ダニエルに対するエホバの約束が実現します。ダニエルはこう言われました。「あなたは……日々の終わりに，報いを受けるために立ち上がります」。（ダニ 12:13）あなたもダニエルやあなたの愛する人たちが「立ち上が」るのを心待ちにしていることでしょう。では，忠実を保つためにできる限りのことを行ってください。そうすれば，あなたの名前はエホバの命の書にいつまでも残ることでしょう。
以下の聖句をどのように説明できますか
■ ダニエル 12:1
■ ダニエル 12:2，3
■ ダニエル 12:4，8-10
80番の歌 「エホバが善い神であること」を味わい知る
[脚注]
この記事では，ダニエル 12章2，3節に描かれている，大規模な教育プログラムについての理解の調整を取り上げます。それは，いつ誰によって行われるのでしょうか。地上で生きている人たちがキリストの千年統治が終わった時に生じる最後の試練に備える上で，どのように助けとなりますか。
恐らく復活は，終わりの時代に忠実を保って死んだ人から始まり，世代を順にさかのぼっていくことでしょう。もしそうであれば，どの世代の人も，自分が個人的に知っている人が復活してくるのを迎えることができます。いずれにしても，聖書によれば，天への復活は「順番に従って」行われるので，地上への復活も秩序正しく行われると考えることができます。（コリ一 14:33; 15:23）
この説明は，「ダニエルの預言に注意を払いなさい」の本の第17章と，「ものみの塔」1987年7月1日号21-25ページに載せられている理解を調整するものです。
対照的に，使徒 24章15節に出てくる「正しい人」や「正しくない人」，またヨハネ 5章29節に出てくる「良いことをした人」や「悪いことを行った人」という表現は，死ぬ前に行ったことに焦点を当てています。
[研究用の質問]
 1. 千年統治の間にどんな素晴らしいことが起きますか。
2-3. （ア）イザヤ 11章9，10節から，史上最大規模の教育プログラムについて，どんなことが分かりますか。（イ）この記事ではどんなことを考えますか。
4-5. ダニエル 12章1節から，終わりの時についてどんなことが分かりますか。
 6. 大群衆が大患難を生き残った後，どんなことが生じますか。（この号に掲載されている，地上への復活に関する「読者からの質問」も参照。）
 7. （ア）復活したある人たちが「永遠の命」を得るとは，どういうことですか。（イ）その復活が「さらに勝った復活」と言えるのはなぜですか。
 8. 復活したある人たちが「とがめられて永久に嫌悪され」るとは，どういう意味ですか。
9-10. 大患難の後，さらにどんなことが生じますか。「天空のように明るく輝」くのは誰ですか。
11-12. 14万4000人は千年統治の間にどんなことを行いますか。
13-14. 完全になった人たち全ては，永遠の命を得るためにどんなことをする必要がありますか。
15-16. （ア）完全になった人たち全員がエホバへの忠実を試されるのはいつですか。（イ）最後の試練の結果，どうなりますか。
17. 天使はダニエルに，私たちの時代についてどんなことを伝えましたか。（ダニエル 12:4，8-10）
18. 悪いことを行っている人たちは，間もなくどうなりますか。
19. 私たちは今どんなことを行うべきですか。なぜですか。（マラキ 3:16-18）
20. ダニエルは最後にどんなことを約束されましたか。あなたがその約束の実現を楽しみにしているのはなぜですか。
[23ページの図版]
14万4000人は，イエス･キリストとよく協力して，千年統治の間に行われる教育プログラムを監督する。（11節を参照。）
[24ページの図版]
ダニエルや私たちの愛する人たちを含め，大勢の人が新しい世界で報いを受けるために「立ち上が」る。それは本当に素晴らしい時となる。（20節を参照。）
​​​









^ ***トピ 記事38 宗教は政治に関わるべきか***
宗教は政治に関わるべきか
世界のいろいろな国でキリスト教徒が政治に深く関わっています。特定の候補者や政党を支持することによって，自分たちの信条や道徳観を広めようとすることがあります。政治家たちも宗教団体の支持を得ようとして，倫理的な問題や社会問題を取り上げることがよくあります。宗教家が選挙に立候補することもまれではありません。キリスト教の一派が国教になっている国さえあります。
どう思われますか。イエスを信じる人たちは政治に関わるべきでしょうか。イエスの手本から学べます。イエスは「私はあなたたちのために模範を示しました。あなたたちも同じようにするためです」と言いました。（ヨハネ 13:15）政治についてイエスはどんな模範を示したでしょうか。
イエスは政治に関わったか
いいえ。イエスは政治に全く関わりませんでした。
イエスは政治的な権力を欲しがりませんでした。悪魔サタンから，「世界の全ての王国」を治める権利をあげようと言われた時，きっぱり断りました。（マタイ 4:8-10） イエスのリーダーとしての素質に目を付けた人たちが，政治に参加させようとしたこともありました。聖書によれば，その時「イエスは，人々が自分を王にするために捕らえに来ようとしているのを知り，ただ独りで再び山に去って」いきました。（ヨハネ 6:15）民衆に言われるままになったりせず，政治には参加しませんでした。
イエスは政治問題について特定の意見を支持することはありませんでした。当時，ローマ政府に税を払う必要などないと言うユダヤ人たちがいました。ユダヤ人はイエスに意見を言わせようとしましたが，イエスはこの問題についてどちらかの立場に付くことはなく，「カエサルのものはカエサルに，しかし神のものは神に返しなさい」と言いました。（マルコ 12:13-17）こうして，カエサルつまりローマ政府の要求通りに税を払うべきであるものの，政府の権威は絶対的なものではなく，心を込めて崇拝し仕えるべきなのは神だけである，と教えました。（マタイ 4:10; 22:37，38）
イエスは，天から治める神の王国に期待を寄せるようにと教えました。（ルカ 4:43）神の王国が人間の政府に取って代わり，神がその王国によって世界を良くすることをイエスは知っていたので，政治に関わりませんでした。（マタイ 6:10。ダニエル 2:44）
1世紀のクリスチャンは政治に関わったか
いいえ。イエスを信じる人たちは，「あなたたちは……世の人々のようではない」というイエスの教えに従っていました。（ヨハネ 15:19）イエスの手本に倣い，政治に関わることはありませんでした。（ヨハネ 17:16; 18:36）イエスの指示の通り，神の王国について人に伝え，教えました。（マタイ 28:18-20。使徒 10:42）
1世紀のクリスチャンは，神に従うことを一番大切にしていましたが，政府にもきちんと敬意を払っていました。（使徒 5:29。ペテロ第一 2:13，17）法律を守り，税金を払いました。（ローマ 13:1，7）政治には関わらなかったものの，政府が提供するサービスを活用し，時には自分の権利を守るために法律に訴えることもありました。（使徒 25:10，11。フィリピ 1:7）
現代のクリスチャンはどうすべきか
イエスも1世紀のクリスチャンも政治に関わりませんでした。それで，エホバの証人もクリスチャンとして一切政治に関わりません。イエスが教えたように，「王国の良い知らせ」を人に伝えています。（マタイ 24:14）
[脚注]
イエスは，サタンが世界を治めていることを否定してはいませんでした。別の時にも，サタンのことを「世の支配者」と呼んでいます。（ヨハネ 14:30）
[囲み]
1世紀のクリスチャンと政治 一般文献から分かること
● 「ローマ市民の義務の中には，クリスチャンが拒んでいたものもあった。……彼らは行政職に就こうとしなかった」。（「世界史，文明への道」[英語]，238ページ）
● 「イエスが軍事的あるいは政治的な野心を抱いていたと思わせる証拠は一つもないうえ，……弟子たちについても同様である」。（「イエスとユダヤ教」[英語]，231ページ）
● 「クリスチャンにとって，自分の宗教は政治とは全く無関係で，政治よりもずっと大切なものだった。クリスチャンは，カエサルにではなくキリストに一番の忠誠を尽くした」。（「カエサルとキリスト」[英語]，647ページ）
● 「[使徒]パウロは，正当な裁判を受けられるよう要求するために進んで自分のローマ市民権を用いたが，当時の国政問題に関して陳情運動をすることは一切なかった。……初期クリスチャンは，政府当局を敬う義務があると考えていたが，政治的な事柄に関与することが正しいとは考えていなかった」。（「善意を超えて ― 政治に対する聖書の見方」[英語]，122-123ページ）
● 「クリスチャンの間には，自分たちはだれも公職にあるべきではないという信念が行き渡っていた。……3世紀初めのヒッポリュトスも，クリスチャンの伝統的慣習によれば行政官が教会の一員になるには辞職する必要があると述べた」。（「キリスト教史」第1巻[英語]，253ページ）
​​​​​​​



^ ***イ経 記事21 喜んで自分を差し出した人たち アルバニアとコソボ***
喜んで自分を差し出した人たち アルバニアとコソボ
「こんなにエホバのために奉仕できるなんて思ってもみませんでした」。これは，伝道者がもっと必要なアルバニアに移って奉仕するようになったイギリスのグエンの言葉です。
グエンのほかにも，「あらゆる国の貴重なもの」を探すためにアルバニアに移住した人たちがたくさんいます。（ハガイ 2:7）どんな思いで移住することにし，そのためにどんな準備をしたでしょうか。苦労はあってもどのように奉仕を楽しんでいるでしょうか。
状況は違っても思いは1つ
アルバニアに来た兄弟姉妹はみんな同じ思いを持っています。エホバを愛していて，エホバのことを知るよう人々を助けたいと願っています。
兄弟姉妹は外国に移り住む前に，幾つかのステップを踏むようにしました。グエン姉妹はこう言っています。「まず，地元にあったアルバニア語のグループで奉仕しました。それからアルバニアに行って地区大会に出席しました。その後，もう一度アルバニアに行って，もう少し長くとどまり言語の勉強をしました」。
イタリアに住むマヌエラは，もっと自分にできることはないかと考えて，23歳の時にまず国内の小さな会衆に移動しました。こう言っています。「その会衆で4年間奉仕しました。そうしていたら，アルバニアにはできることがもっとたくさんあると聞きました。それで，アルバニアで何カ月か開拓奉仕をするための準備を始めました」。
フェデリカは7歳の時に地区大会でアルバニアについての報告を聞きました。こう言っています。「アルバニアでは聖書レッスンがたくさん行われていて，関心のある人たちがいっぱい集会に来ている，と報告されていました。アルバニアに行きたい，と両親に話すと，とても驚いていましたが，父はこう言いました。『そのことについて祈ってごらん。エホバが望まれるならかなえてくれるかもしれないね』。そうしたら数カ月後，家族でアルバニアで奉仕するよう招待されました」。何年もたってからフェデリカはオルゲスと結婚しました。2人は今アルバニアで全時間奉仕を楽しんでいます。
ジャンピエロは退職後，妻のグロリアとアルバニアに移住しました。こう言っています。「イタリアで育てた息子たちのうち3人は外国へ行き，必要の大きな所で奉仕するようになりました。私たちは『ものみの塔』の『あなたもマケドニアへ渡って行くことができますか』という記事を読んで，自分たちもやってみたいと思いました。退職金を使ってアルバニアで奉仕することができないか，真剣に考え始めました」。
しっかり計画を立てる
必要の大きな所に行きたいと思ったなら，よく考えてしっかり計画を立てることが大切です。（ルカ 14:28）特にどうやって生計を立てていくかを考えなければいけません。前に出てきたグエンは，イギリスにいる間お姉さんと一緒に暮らして，お金をためました。同じくイギリスのソフィアとクリストファーはこう言っています。「車や家具を売ってお金を工面しました。アルバニアに1年はいたいと思っていました」。結果的には，もっと長くそこで奉仕を楽しむことができました。
数カ月アルバニアで奉仕したら，自分の国に戻ってそこで働いてお金をため，それからまたアルバニアに戻って奉仕する人たちもいます。エリゼオとミリアムもそうしました。こう言っています。「ミリアムはイタリアの観光地の出身で，そこでは観光シーズンになると仕事が見つけやすくなります。それで，1年のうち夏の3カ月間はそこへ行って働き，それからアルバニアに戻って9カ月間奉仕しました。それを5年間続けました」。
新しい環境に慣れる
移動してからは新しい環境に慣れなければいけませんが，地元の兄弟姉妹がいろいろと助けてくれます。前に出てきたソフィアはこう言います。「アルバニアの冬は家の中も寒いです。地元の姉妹たちの服装をよく見て，同じように温かい格好をするようにしました」。グジェゴジと妻のソナは，ポーランドからコソボの美しい町プリズレンに引っ越しました。 グジェゴジはこう言います。「会衆の兄弟姉妹はとても謙遜で，親切で，辛抱強い人たちです。私たちが言語を身に付けられるよう助けてくれています。安いお店を紹介してくれ，市場での買い物の仕方を教えてくれました」。
うれしいことがいっぱいある
新しい会衆の兄弟姉妹と知り合ってとても仲良くなれるのは，素晴らしいことです。ソナはこう言っています。「エホバの愛がとても大きな力を持っていることがよく分かりました。兄弟たちを見て信仰が強まりました。兄弟たちは，エホバのことを知って生き方を大きく変えたからです。会衆での奉仕はやりがいがあり，必要とされていると感じます。一緒に働く兄弟姉妹が大切な友達になりました」。（マルコ 10:29，30）グロリアはこう言っています。「地域の人たちからひどい扱いを受けても，じっと耐えた姉妹たちがたくさんいます。そういう姉妹たちのエホバへの愛について考えると，胸が熱くなります」。
新しい場所に行かなければ分からなかったようなことを知れるのも，うれしいことです。エホバのために快適な環境から出てみると，エホバはいろんな喜びを味わわせてくれます。ステファノはこう言っています。「前にいた場所ではほとんどがインターホンの伝道で，少ししか話せませんでした。でも，アルバニア人はおしゃべりが好きで，よくコーヒーを飲みながら話しています。私はシャイな方なので最初は戸惑いましたが，だんだんいろんな人と知り合いたいと思うようになり，会話が好きになりました。今は伝道を楽しんでいます」。
リアと夫のウィリアムは，アメリカからアルバニアに移住しました。リアはこう言っています。「ここで奉仕するようになって視野が広がり，いろいろな発見がありました。もてなすこと，人の考えを尊重すること，友情を育てることの大切さを学びました。伝道の仕方が変わり，聖書から説明できるようになりました。自分のことを話して，自分について知ってもらうことの大切さも学びました」。ウィリアムはこう言います。「アルバニアにやって来る人の多くは，美しいビーチに目を奪われますが，私はアルバニア･アルプスの岩山をハイキングするのが大好きです。でもそれよりも好きなのは，アルバニアの人たちです。私たちの区域の多くの村の人たちは，特別な伝道キャンペーンの時に聖書について少し聞いたことがあるだけです。なので，そこへ行くと何組かの家族と話すだけで，1日が終わってしまうこともあります」。
なんといっても，新しい人たちが聖書を学んで変化していくのを見るのが一番の喜びです。（テサロニケ第一 2:19，20）若い頃にアルバニアに移り住んだラウラという姉妹はこう言っています。「フィエルで2年半奉仕しましたが，その短い期間に120人もの人たちが伝道者になりました。私はそのうちの16人と聖書レッスンができました」。サンドラもこう言っています。「市場で働くある女性に聖書について話しました。その女性は姉妹になり，生まれ育った村に戻りました。前に聞いた時は，15人もの人たちと聖書レッスンをしていると言っていました」。
諦めずに続けると良い経験ができる
アルバニアに何年もとどまって奉仕を楽しんでいる人たちもいます。最初の頃にまいた真理の種がずっと後になって実を結ぶこともあります。（伝道の書 11:6）前に出てきたクリストファーはこう言っています。「アルバニアに移ったばかりの頃に聖書レッスンをしていた男性と，ばったり出会ったことがあります。うれしいことにその人は私とした聖書の話のことをよく覚えてくれていました。その人も奥さんも，今はエホバの証人です」。前に出てきたフェデリカもこう言っています。「ある会衆で1人の姉妹が近づいてきて，『私のこと覚えていますか』と言いました。9年前に私から聖書の話を聞いたということです。私が別の町に移った後，聖書を学ぶようになりバプテスマを受けた，とのことでした。最初の頃は何もできていないと思っていましたが，実はそうではなかったんです」。
アルバニアやコソボに移った兄弟姉妹は，大変な中でもエホバがいろんな良い経験をさせてくれていることに感謝しています。アルバニアで長く奉仕しているエリゼオはこう言います。「お金や物があれば安心して暮らせると考えがちですが，それは違います。エホバの教えがあってこそ安心でき，やりがいのある人生を送れます。必要の大きな所で奉仕するようになって，そのことがよく分かりました。みんなの力になれていて，大切にされている，と感じます。同じ思いを持って一緒に働く素晴らしい友達がたくさんできました」。サンドラもこう言います。「必要の大きな所に来れて，宣教者になりたいという昔からの願いをエホバがかなえてくれたような気がしました。アルバニアに来れて本当に良かったです。こんなに幸せなことはありません」。
[脚注]
アルバニアでの伝道活動の歴史について知りたい方は，「2010 エホバの証人の年鑑」をご覧ください。
コソボはアルバニアの北東にあります。アルバニア語の方言がよく話されています。アルバニアやヨーロッパの国々，アメリカから来た兄弟姉妹がアルバニア語の方言を話す人たちに良い知らせを伝えています。2020年には，8つの会衆，3つのグループ，2つのプレグループで256人が奉仕しました。
​​グエン
​マヌエラ（中央）
​オルゲスとフェデリカ
​ジャンピエロとグロリア
​クリストファーとソフィア
​ミリアムとエリゼオ
​​グジェゴジとソナ
​アリダとステファノ
​ウィリアムとリア
​ラウラ
​サンドラ
​​​​​​



^ ***寄ど エホバを身近に感じる歌***
寄付はどのように使われているか
エホバを身近に感じる歌
2021年11月1日
音楽はエホバからの素晴らしい贈り物です。私たちの考えや気持ちに影響を与え，やる気にさせてくれます。オリジナルソングもそうです。でもオリジナルソングの良さはそれだけではありません。エホバを身近に感じさせてくれます。
2014年以降，70以上のオリジナルソングが作られてきました。少なくとも1つの曲は500以上の言語でリリースされています。オリジナルソングは誰がどのように作っているのでしょうか。
オリジナルソングができるまで
オリジナルソングは統治体の教育委員会の監督の下，オーディオ/ビデオサービス部門のミュージックチームが作っています。ミュージックチームは13人の兄弟姉妹で構成されていて，作詞作曲，録音や編集，スケジュール管理など，オリジナルソングの制作に関係した仕事を行っています。また教育委員会の承認の下で，世界中のリモート･ボランティアが歌を歌ったり作曲や演奏をしたりしてこの仕事を手伝っています。兄弟姉妹は自分の才能を発揮していますが，称賛を求めたりせず，謙遜に奉仕しています。
オリジナルソングはどんなプロセスで作られているのでしょうか。まず教育委員会が，歌で伝えたい聖書的な考えや，どんな気持ちにさせる曲にしたいかを決めます。次にミュージックチームが作詞と作曲を依頼し，デモ音源が作成されます。教育委員会がそのデモ音源を確認し，さらに指示を与えます。ミュージックチームはその指示に基づいて曲を調整し，ファイナルレコーディングを行います。レコーディングは支部の施設や自宅のスタジオなどさまざまな場所で行われます。
オリジナルソングを作曲し，レコーディングするために，デジタル･オーディオ･ワークステーション（DAW），楽譜作成ソフト，ソフト音源などが使われています。ほかにも，楽器やミキシングコンソール，アンプ，スピーカー，マイクなども必要です。マイクは1本につき100ドル（約1万1100円）から1000ドル（約11万1000円）以上します。2020年には，録音機器のために11万6000ドル（約1287万6000円）が使われました。
費用を節約するためにどんな努力が払われているでしょうか。ベテルで大勢の奉仕者がミュージックチームで働く代わりに，たくさんのリモート･ボランティアが奉仕しています。また，大規模なオーケストラを組んで録音するのではなく，コンピューターやソフトを使って電子的に音楽を制作しています。
「なくてはならないもの」
兄弟姉妹はオリジナルソングが大好きです。ドイツに住んでいるタラという姉妹はこう言います。「オリジナルソングを聴くと，不安な時も気持ちが穏やかになります。母語で聴いていると，エホバからハグされているみたいに感じます」。カザフスタンのドミトリーという兄弟はこう話しています。「歌詞の内容を心配せずに聴けるのでストレスフリーです。それにいつもエホバに思いを向けていられます」。
南アフリカのデリアはこう言っています。「オリジナルソングは私にとってなくてはならないものです。落ち込んだ時や壁にぶつかった時，自分にぴったりの曲がいつも見つかります。メロディーを聴くだけで気持ちが上がってきます」。
お気に入りのオリジナルソングを見つけた人もいます。南アフリカのレラトはこう言っています。「『Just Around the Corner ― もうすぐそこに ―』や『希望はぼくらを』を聴くと，亡くなった母に再会している自分を思い描けるんです。この歌を聴くたびに，母が両手を広げて駆け寄ってくる姿をイメージしています」。
スリランカの10代の少女には特別な思い入れのあるオリジナルソングがあります。こう話しています。「科学の先生がクラスのみんなの前で，私がエホバの証人であることを大声でばかにしました。その時は怖くて何も言えませんでした。家に帰って母に話すと，『水辺の木のように』っていう歌を聴いてみたらと言われました。この歌を聴いているうちに，ちゃんと調べて先生に話せるように準備しようという気持ちになりました。次の日，先生に話すと，先生はよく聞いてくれて，エホバの証人が信じていることについて理解を示してくれました。エホバの組織が，元気が出る歌を作ってくれていることに感謝しています」。
オリジナルソングを作るための費用は世界的な活動への寄付によって賄われています。寄付はdonate.jw.orgに載せられているいろいろな方法で行うことができます。皆さんのサポートに心から感謝しています。
​​​​​​​​​​​







OEBPS/images/2022687_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2022687_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2022682_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2022687_univ_cnt_3.jpg





OEBPS/images/2022686_univ_cnt_3.jpg





OEBPS/images/2022686_univ_cnt_2.jpg







OEBPS/images/2022681_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2022681_univ_cnt_3.jpg





OEBPS/images/2022680_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2022681_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2022686_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2022681_univ_cnt_4.jpg





OEBPS/images/2022685_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2022680_univ_cnt_1.jpg





OEBPS/images/2022683_J_cvr.jpg
2022% 128

TRhNOEEEEITHHES

B©DIHDIE






OEBPS/images/2022682_univ_cnt_3.jpg
BIENVENUE! L
| MGEEY:






OEBPS/images/2022682_univ_cnt_2.jpg





OEBPS/images/2022682_univ_cnt_4.jpg





